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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　始まりは一つのクッキーだった。

　そのクッキーは小麦粉にバター、砂糖に加え、ほんの少しの出来心といたずら心から出来ていた。

　もし過去に戻もどることができるなら

「余計なもんは入れんな！」

　ワクワクとクッキーを紛まぎれ込ませようとする自分を、右ストレートで止めただろう。

　ちょっとした出来心だったんです。

「このクッキーはママンが作ってくれたものと同じ味がします！　作ってくれた子は、可愛かわいくて優やさしくて、ほわっとした砂糖菓が子しみたいな女の子に違ちがいありませんっ！　このクッキーを作ってくれた子と僕はお付き合いしたいです！」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの王子様は、クッキーの袋ふくろを握にぎりしめて夢見るようにそう宣言した。

「狭さ霧ぎりさんっ！　このクッキーは一体どなたがくれたものですかっ!?」

「しっ…知らない……」

　私は何も知らないと、引き攣つった顔をぷるぷると横に振ふれば

「ミシェルのために、クッキーの作り手を探そうではないかっ！」

「おぉーっ!!」

「新聞部に協力を要よう請せいしろ」

「おぉーっ！」

　ノリの良すぎる仲間たちがはりきり出した。

「……」

　やらなきゃ良かったと後こう悔かいする時はいつも、手て遅おくれになってから。

　頭の天てつ辺ぺんからつま先まで後悔に浸つかりながら、しらばっくれることに決めた。
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　野の田だ狭霧、二十歳はたち。

　カレーを作ればヘドロ公害、服を繕つくろえば血染めの雑ぞう巾きん化、掃そう除じをすれば破は壊かい行こう為いと、壊かい滅めつ的な女子力で彼氏いない歴二十年を更こう新しん中。

　そんな私だけど一つだけ特技がある。

　お菓か子し作りだけはパティシエのママお墨すみ付つきの腕うで前まえなのだ。

　それ以外の料理は殺人兵器の仕上がりだが、お菓子だけはプロ級。ご飯を炊たくのも野菜を炒いためるのも爆ばく発はつを伴ともなう私だが、お菓子に関しては全く問題が生じない。

　何故なぜだ……と家族みんな首を捻ひねったが、私とて原因は分からない。

　そんな私は昨日、クッキーを作っていた。

　ふわっとした口くち溶どけで完成度の高い仕上がりだった。

　チョコをコーティングするので、グラニュー糖を適度に減らしたのだが、絶ぜつ妙みような配分だった。

　上手に出来れば誰だれかに食べてもらいたくなるもの、しかし生憎あいにく両親は仲良く旅行中だった。

　そこで私は所属する空手サークルのメンバーに食べさせることにした。

　合宿の時に作ったシチューで、メンバーを殺しかけた前科者の私が手て掛がけたものは、誰も口にしない。

　それが分かっているので、可愛かわいいラッピングと丸文字のメッセージでカモフラージュし、差し入れの中にそっと紛れ込ませた。

　その時は軽いいたずらを仕し掛かけたつもりで、あんな大おお事ごとになるとは思わなかった。
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　我が空手サークルには二大有名人がいる。

　一人目は、主将の有あり岡おか剣つるぎ。

　中肉中背で可愛い系の外見だが、空手の実力は全国上位。ギャップが良いと年上のお姉さまに人気。

　二人目は、ミシェル＝フランソワ。

　日本かぶれのフランス人。日本のお家芸である空手に憧あこがれて入部しただけで、実力は皆かい無む。

　金髪碧眼の王子様で、学校のアイドル。

　二人への差し入れは絶えず、私たちサークルメンバーもそのお相しよう伴ばんに与あずかっている。

　その上にぽんと置いたクッキーを、お腹なかが減りました～と呟つぶやきながらミシェルが食べだした。

　何食わぬ顔をしながらも、ワクワクと反応を窺うかがう。

　ミシェルはそれを一口食べると、そのままの体勢で固まった。

　宙を見たまま、口元を押さえる。

「どっ、どうした……ミシェル。まずかったのか!?」

　何故かダバーと滝たきのような涙なみだを流すミシェル。

　美味おいしいと言ってくれるのを期待していた私は、呆ぼう然ぜんとした。

「この…このクッキーは……ママンが作ってくれたクッキーと同じ味です……」

　泣きながらクッキーを食べ始めるミシェル。

　どれどれ？　と脇わきから手を出し、クッキーを食べる他メンバー。

　うまいじゃんとの賞賛に、ほっと隠かくれて息を吐つく。

「これは！　これは僕のものです！　食べないで下さい！」

　クッキーを抱かかえ込むミシェルに、メンバーからブーイング。

「何だよ、けちけちするなよ。うまいよ、それ」

「全部僕のです！　空の向こうのママンが作ってくれたクッキーなんです！」

「空の向こうのママンって……ミシェルのお母さん、亡なくなっていたんだな……」

「不ふ吉きつなこと言わないで下さい。ママンはフランスです」

「そういう意味の空の向こうかよっ！」

　独り占じめされると食べたくなるもの。狭せまい部室で取り合うものだから、ドタンバタンと色んな物が崩くずれ落ちた。

「ちょ、ちょっとやめ……」

　制止しても、クッキーの取り合いは止まらない。がたいの良い男たちがもみ合って、クッキーを取り合う様さまは、暑苦しく見苦しい。

「狭霧さん！　このクッキーは一体誰がくれたものですか!?」

　クッキーを死守しながらミシェルが私に聞く。

「え……知らない……気付いたらあった」

　必死に問いかけるミシェルから目を逸そらして、噓うそを吐く。

「このクッキーはママンが作ってくれたものと同じ味がしました。このクッキーを作ってくれた子と僕はお付き合いしたいです！」

「はぁ？」

　王子様のような外見のミシェルは、クッキーを抱だき締しめながら夢を見るようにうっとりしている。

「作ってくれた子はママンみたいに綺き麗れいで、優しくて、ほわっとした砂糖菓子みたいなレディに違いないです！　僕はその子にお付き合いを申し込みます！」

「……いやぁ、それはどうかな？……差出人だって…分からないし……」

「メッセージカードは？」
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　面おも白しろがったサークルメンバーが、作り手の手がかりはないかと探さぐり始める。

　メッセージカードに個人を特定できるキーワードは書いていない。

「この子はきっとふわふわの亜あ麻ま色いろの髪かみをしていて……」

　残念ながら黒くろ髪かみのショート。

「お姫ひめ様のようにフリルとレースが似合って……」

　残念ながら、Ｔシャツ＆ジーパンが定番ファッションのボーイッシュな女。

「蝶ちようや花を愛して、心優やさしくて……」

　虫取りなら得意。

「家庭的で、理想的な女の子なんです！」

　家事をやれば、理想的なテロリストになる！

「僕はこのクッキーを作ってくれた女の子を探します。そしてお付き合いを申し込みます！　皆みなさん、ご協力をお願いします！」

　おぉー！　と盛り上がるサークルメンバー。

　まずは学内サイトに情報アップしようぜ～と行動が迅じん速そくなメンバーたち。

　部室の片かた隅すみで顔を引き攣つらせる私に、テンション上げ上げ、盛り上がっているメンバーは誰も気付かない。

　こうしてクッキーの作り手捜そう索さく隊が結成された。

「みんな注目してくれ。ミシェルの未来の恋こい人びと、クッキーの作り手たる女の子はショコラさんと命名する。またそれに伴ともない、我が校のプリンス・ミシェルはスイーツ王子と改名する」

　部室の隅すみからホワイトボードを出してきた有岡先せん輩ぱい。この人は面白いことが大好きで、よくみんなを巻き込んでいる。

「なんでクッキーなのにショコラさん？」

　疑問を持ったのは私だけで、サークルメンバーはうぉぉ！　ショコラさんーっと叫さけんでいる。

「ではこれより、ショコラさん捜索本部を設置する。ショコラさん自ら名乗り出てくれれば、事件は速すみやかに解決、本部は撤てつ収しゆうとなる。しかしミシェル曰いわく、ショコラさんは控ひかえめで奥ゆかしく、それにより捜そう査さは難航する可能性がある」

「ミシェル……知らない人なのに……」

　なぜ自信満々に言い切る!?

　控えめで奥ゆかしいって……。ピクピクと頰ほおが痙けい攣れんする。

「総指揮官は俺、有岡だ。副指揮官には有能で悩のう殺さつ系美女捜査員を配置したいところだが、我が空手サークルに女性はいない。よって限りなく女に近い存在である野田を副指揮官とする。野田、一言挨あい拶さつ」

「ふざけんな」

　私は紛まごうことなき女だっつーの。

「やる気があって結構。ミシェルの証言からプロファイリングを作成する。プロファイリングが出来る捜査員、挙手を」

「いるわけないじゃん……」

　いつまで付き合わなきゃいけないんだ、この遊び。

　しかし遊びにしてはやることは本格的だった。

　学内サイトへの情報アップ、掲けい示じ板ばんへの張り紙、周辺部室への聞き込み、新聞部への協力依い頼らいなどを数日内に済ませていた。

　子犬の飼い主募ぼ集しゆうやら、不用なピアノ譲ゆずりますやら、シェアメイト求むやら書かれた新聞の片隅に

『ショコラさんを探しています。ショコラさんは我が校の王子、ミシェル＝フランソワの未来の恋人です。ショコラさんの名乗り出を求む。もしくはショコラさんの情報求む』

　という記事を載のせた。

　何となく読んでいて、んー？　ショコラさんって何だよ……と思った人たちからの問い合わせが多数。

　やる気のない新聞部だったが、その反はん響きようの大きさに、次の号では大きな面を割さくことを約束してくれたそうだ。







　ミシェルは空っぽの袋ふくろを抱き締めながら、部室で新聞部のインタビューに応じていた。

「王子はショコラさんにお会いした事がないのですね。クッキーを食べて運命を感じたと」

「はい！　あのクッキーはママンのクッキーと同じ味でした。とても可愛かわいくて、優しくて、守ってあげたい女の子に違ちがいありません！」

「なるほど。それで探し出して、愛の告白をしたいんですね」

「はい、すごく会いたいです」

　クッキーだけで、よくもそこまで想像が膨ふくらむものだ。

　ショコラさんは空手の段持ちだから守る必要なし。

「手がかりはその袋とメッセージカードだけなんですね」

「そうです……。これだけしか」

　ぎゅっと握にぎり締めて切なげな表情を浮うかべるミシェル。それを逃のがさずシャッターを切る新聞部。

「そのクッキーはどのように渡わたされたんですか？」

「それに関してはうちの捜査員から。野田、記者の方に詳しよう細さい説明を」

　有岡先輩が私を前に押しやる。

「えー私が最初に部室に来たのですが、その時既すでにクッキーの袋がありました。部室に鍵かぎはかけていません。誰だれでもすぐにクッキーを置くことは可能です。こんな臭くさくて汚きたない部室に部外者はあまり近寄りませんので、防犯上何の問題もありません」

「捜査員！　余計なことは言わないように」

　部室は汚い上に臭い。女子部員がいないのも、マネージャーがいないのもそのせいだと思うのだが、改善の余地なし。

　ショコラさんをマネージャーに！　とか盛り上がっていたけど、この臭しゆう気きに我が慢まんできる女子はなかなかいないと思う。

　ショコラさんをマネージャーにしたいのなら、清潔な空気を作れ。

　部室の汚さを言い争っている間に、インタビューは恙つつがなく終わった。

　発行された新聞の一面は、『スイーツ王子の恋人候補！』というでかでかとした見出しと憂うれい顔のミシェルの写真で飾かざられていた。

　以下が記事の全文である。

『我が校の王子、ミシェル＝フランソワが恋こいに落ちた。空手サークルの部室に届けられたクッキーを一口食べて王子は運命を感じたそうだ。作り手たる女の子にお付き合いを申し込みたい！　と熱っぽく宣言。しかし王子の恋に立ちはだかる大きな壁かべが。そのクッキーに差出人の名が記されていなかったのである。ショコラさんと名づけられたクッキーの差出人は、王子のママンに似た可愛らしい容姿をしていて、百合ゆりの花のような純じゆん粋すいな心を持ち、春の日差しのような雰ふん囲い気きを持っている優しい女の子であると王子は語った。王子の恋は実るのであろうか。我が新聞部も熱く見守りたいと思う。ショコラさんの情報を持つ方は、我が新聞部まで！』

　読み終わって、新聞を持つ手を力なく落とす。

　思うことは唯ただ一つ。

「どうしてこうなった……」

　新聞が取り上げたミシェルの記事は、夏休みを待つばかりの娯ご楽らくが少ない時期ということもあって学校中に広まった。

　非の打ち所がない美少女として語られたショコラさんは一体誰だ、とみんなが関心を寄せる。

　絶対名乗り出るもんかっ！　ばれてたまるもんかっ！　としらばっくれることを強く決意した数日後。

　予期せぬ不幸が訪おとずれた。
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「副指揮官、ここに座れ」

　有岡先輩が正面の椅い子すを指さす。

「部室ならともかく、学食でその呼び方は止やめてください」

　痛い奴やつらだと思われたらどうしてくれる！　と睨にらみながら、先せん輩ぱいとミシェルの前に座る。

「実はな、捜査が行き詰づまった」

「分かりきったことでしたが」

　しょぼんとしたミシェルが、グラタンを突つついている。

　緩ゆるくウェーブした金きん髪ぱつが、人形のように整った顔にかかっている。アンニュイな表情は恋に悩なやむ王子そのものだ。

「副指揮官野田、これを見ろ」

「何ですか、これ」

　有岡先輩が一枚の紙を差し出してきた。

　顔の輪りん郭かくから目らしき物体が飛び出ている、恐おそろしい宇宙人が描かれてあった。

　もしかしたら、怪かい獣じゆうかもしれないがよく分からない。

「これはな、ミシェルが描いたショコラさんの似顔絵だ」

「……ショコラさん、気分害したと思いますよ……」

　間ま違ちがいなくっ！

　絵が下手にも限度があるだろう。目は顔から零こぼれ落ちているし、鼻はどこ行ったんだ？

「いや、俺もこれはどうかと思ったんだが、プロファイリングできる奴が捜そう査さ員にいなくてな。これでいっかって軽い感じで掲示板に貼はったんだ」

「会ったこともないのに何で似顔絵描いちゃったんですか？」

「あーミシェルのママンの顔だそうだ。それ」

「この遺伝子から、プリンスが生まれたら人体の神秘ですよ」

　探していますって書いて掲示板に貼っておいたらしい。

　無意味この上ないな、と呆あきれた。むしろ逆効果。

　下の方にプリンス画ってわざわざ書いているし。

　ショコラさんが目もく撃げきしたら、名乗り出るどころかぷんぷん怒おこってミシェルに関かかわらなくなるのではないか？

　もっともどんなに美しく描いてもらっても名乗り出ないけど。

「今日、終わったら部室集合。事件は暗あん礁しように乗り上げた」

「最初から乗ってましたよ」

「また別の問題が発生。偽にせショコラさん、続出だ」

「はぁ？」

「部室には自じ称しようショコラさんが作ったクッキーがたくさん届けられている。その中に本物が紛まぎれ込んでないか、捜査員全員で当たる」

「……切実に帰りたいです」

　わが道を行く有岡先輩に何を言っても無む駄だだった。

　ミシェルも、ジュテームショコラとか言ってるし。

　二人とも手がつけられないアホだ。







　付き合っていられないので、二人を置いて学食を去る。

　カフェで空き時間を潰つぶそうかと考えながら廊ろう下かを歩いていると、知らない学生に呼び止められた。

　百六十五センチの私よりも五センチくらい背が高い中肉中背の男の子。

　真っ黒な髪かみと黒くろ縁ぶちメガネの切れ長の目が真ま面じ目めそうで、賢かしこそうな雰囲気を醸かもし出している。

「野田さん？」

「え、あぁはい。……誰ですか？」

　名前を呼ばれ、まじまじと男の子を見る。見覚えはない。

「俺は水みず原はら。水原英えい一いち。君が野田ショコラ狭霧だという事について話がある」

「……」

　私は日本人なので、ミドルネームはない。あったとしてもショコラ以外にして欲しい。

「来てくれるだろう？」

　薄うすい唇くちびるの端はしだけを上げて、にやっと笑う水原。

　何で、ばれた!?

　言葉を失っている私に、ここじゃ込み入った話も出来ないからと、水原が指でついてくるように合図した。

　少しためらいはあったが、何も言わずに水原のあとを追う。

　何故なぜばれたのかはさっぱり見当がつかないが、ここで反発して広められたら大変だ。

　水原は校舎を出て、図書棟とうへ入っていった。活字に興味ないので、図書棟に入るのは入学の案内以来だ。

　本ほん棚だなと真面目に勉強する学生で溢あふれる二階を抜ぬけ、水原は三階に上がった。三階まであるのか、と思いながら無言で階段を上る。

「図書棟の三階は研究室になっている。ここは俺の研究室」

　水原は鍵を開けて、どうぞ、と私を中に招いた。

　大学内に研究室を貰もらえるのは、ほんの一ひと握にぎりの優ゆう秀しゆうな学生だけだ。賢そうなのは外見だけじゃなかったんだな、と少し緊きん張ちようしながら中に入る。

　水原が明かりをつけた。

　研究室は六畳じよう程度の広さで、物に溢れているため狭せま苦くるしく感じた。

　部屋の突き当たりに机があり、その上にはパソコン、両サイドには本で溢れるラックがあった。そして床ゆかの上に大きめのゴミ箱と、段ボールが三つ。

　それをまじまじと検分して絶句した。

　学生の研究室に入るのは初めてだ。

　私の持っていた研究室のイメージとしては、訳の分からない語句やら数式やらが書かれたレポート用紙が散乱し、本棚には専門書がずらり。パソコンの画面には外国語の論文。冷めた缶かんコーヒーとコンビニ弁当がある。

　そんな貧相なイメージとは比べ物にならないほど水原の研究室は、個性的過ぎた。

　机の上にはケーキの箱、クッキーの食べかす、チョコの汚よごれ。

　ラックにはお菓か子しの本や、スイーツのお店のガイドブック、全国の銘めい菓か特集が載のった雑誌がぎっちぎちに押し込められている。

　ゴミ箱には見るからに甘そうなお菓子の空から袋ぶくろがてんこ盛り。

　隅すみに積んである段ボールには宅配便の伝票が、貼ってあった。

　な、何なんだこの部屋……とぽかーん。

「君も一目で分かったろうな。俺がインテリスイーツだという事を」

　水原が、光るメガネの縁ふちを押し上げた。

「……そんなジャンル、初めて聞きますが……」

　言葉をつっかえる私には構わず、水原は小さめのポットからマグカップに紅茶を注いだ。

　ポットも完備されているようだ。水原は引き出しをごそごそ漁あさると紙コップを取り出し、それにも紅茶を入れた。

「改めて自己紹しよう介かいしよう。俺は、水原英一。君と同じ学部で、月曜朝一の経済学総論の授業で君の後ろの席にいる。君は俺を誰だれだか分からなかったようだが」

「……そう言われても……」

　経済学総論は必修授業で、百人以上が講堂に集まる。席も決まっていないので、真面目に学びたい人は早めに来て前の方の席を確保しなければならない。

　出席さえしていれば単位が貰えるので、私はいつも後ろの席に座っていた。

　その日ごとに座る場所が違ちがうので、後ろにいたと言われてもいつ？　としか答えようがない。

「俺は一年以上、君が来るのを待って、君の後ろの席を狙ねらった」

　ね、狙ってた？　その発言に警けい戒かいしながらも、渡わたされた紅茶の紙コップを受け取る。

　怪あやしむような私の視線に気づいたのか

「いや、勘かん違ちがいしないでくれ。君が好きだとか、そういう低てい俗ぞくな気持ちではない。俺は君の鞄かばんから見える美味おいしそうな菓子を狙ってたんだ」

　あっさりと目的を暴ばく露ろした。

　お菓子？　と反はん芻すうする私に頷うなずきながら、水原はマカロンとチョコとマシュマロを紙皿に出し、食べだした。

　普ふ通つう、私にも勧すすめるべきだと思うが、紙皿は私から手が届かないところにあり、水原はそのお菓子を私に分ける気はないようだ。

「その袋はいつも俺を虜とりこにする匂においを放っていた。一個ちょうだいと言ってみるか。いや、そんなねだるような浅ましい真似まね、この俺が出来るものか。いっそ盗ぬすんでみるか……いや、それは下品かと悩なやみ続け、苦く悩のうした俺を神は見ていたのだろう」

　盗むのは下品って。品の問題ではなく、犯罪なんだけど。

「新聞に載ったスイーツ王子のショコラさん探し。俺はスイーツ王子が持つお菓子の袋を見てすぐに気付いた。俺がずっと見続けていた菓子の袋だ。君はいつもその袋に、芳かんばしい匂いがするお菓子を入れていた。調べてみるとその袋は、大量生産のものではなく、キッチン雑貨専門店にしか売っていない特別なものであると分かった。北ほく欧おうデザインの、湿し気けらないように二重チャックが付いている袋。あの写真に載っていた袋は同じものだった。あー我が慢まんの限界が近い！　盗んでしまいそうだと思っていた君の鞄に入っていたものと」

「……」

　まさか、人の鞄の中のお菓子をチェックしているやつがいるとは思わなかった。

　平日は授業もサークルもあるから、日曜日にお菓子を作ることが多い。作ったお菓子はその日のうちに食べきれないので、月曜日に学校に持っていって小腹が減った時に摘つまんでいた。

　そんなに頻ひん繁ぱんではないし、そんなところからばれるとは思わなかった。

「君がショコラである事を隠かくしているのも分かった。美化されて名乗り出たら大ブーイングになるのは誰でも予測できる。ショコラの件は俺にとって最高についているものだった。盗むというデメリットを背負わずに、脅おどすという行こう為いで、俺は菓子を手に入れることが出来る」

「いや、脅すのもどうかと思うよ。人として」

「俺からの要求は一つだ。ばらされたくなければ、俺に菓子を持って来い。君が作っているんだろう？」

「そうだけど……。他ほかの人が作ったものを持っているだけとは思わなかったの？」

　私が持っているだけで、私が作ったとは限らない。

「一年も見ていれば簡単に分かることだ。それに君、授業も聞かずノートにレシピを書いていただろう。授業を何だと思っている？　学費を払はらっている両親に申し訳ないと思わないのか？」

「その私を見ているあんたも同じじゃん」

　授業の合間にレシピを書いたり、デコレーションの絵を描かいたりしていた。鞄の中のお菓子の袋だけではなく、そこまで見ていたとは。

「ふん。俺と君は頭の出来が違う。俺は学費全額免めん除じよだし、あの程度受けなくても理解している範はん囲いだ。出席が単位の条件だから、出ているまでのこと」

　いちいち嫌いやみなやつだ。

　私は人よりも優すぐれている運動神経を使い、紙皿の上のマカロンを掠かすめ取ってやった。

　あーっ！　とショックを隠さない水原を尻しり目めに、ぱくっと一口で食べる。

「君っ！　それは全国スイーツランキング上位に入ったマカロンだ。君如ごときが食べて良いものではないっ！」

　更さらにむかついたので、マシュマロも取ってやった。水原は予約して一ヶ月待ったマシュマロなのに……と悔くやしそうに顔を歪ゆがめた。

　水原はふぅーっと気持ちを静めるように息を吐はくと、紙皿を引き出しの中にしまい鍵かぎをかけた。その鍵をダイヤル式の金庫に入れた。

　そこまでしなくても……と水原のお菓子に対する執しゆう着ちやくに驚おどろきよりも呆あきれを感じる。

「でも匂いが美味しそうでも、実際美味しいとは限らないじゃん。もし食べて不味まずかったらばらすとか言うわけ？」

　作るのは簡単だ。

　ただ得意と言ってもそれは素人しろうとの中での話。プロの職人とは比べ物にならない。

　そもそも材料の質から違う。小麦粉だって砂糖だってバターだってスーパーの特売品だ。

　全国から厳選されたスイーツと比べられても困る。

「いや、不味かったらもう君とは関かかわらない。ばらすなど面めん倒どうな事もしない。俺は君のお菓子に興味があるだけで、君に対して何らかの感情があるわけではない。不味かった場合は、価値がない君に時間を費ついやした己おのれの不幸を嘆なげくだけだ」

「捻ひねくれたやつだって友達に言われない？」

　菓子のレベルは問わない、つまり作れば良いだけという条件にほっとした。ほっとした気持ちもあるのだが、水原の言い方に腹が立つ。

　お菓子を食べたいだけだからばらしたり意地悪はしないって言えば敵を作らないのに、厄やつ介かいな性格をしている。

「ないな。そもそも友達がいない」

「あーだから性格が屈くつ折せつしてるんだな」

　いないから屈折しているのか、屈折しているからいないのかニワトリと卵の話になりそうだ。

「そんな低俗な関係は要いらない。菓子を持ってくるのは次の月曜、経済学総論の時間で良いな」

「それは良いけど、菓子なら何でも良いの？　嫌きらいなものがあるなら言っておいて。美味しい不味いの問題じゃなくて、食べられなかったら意味ないから。好きなお菓子とかあるの？」

　私の言葉に物もの凄すごく反応した水原は、ラックの中からスケッチブックを取り出した。

　スケッチブックには様々なスイーツの絵や写真やパッケージがスクラップされている。スケッチブックはナンバー３まであった。

「お前……どんだけだ……」

　鬼き気き迫せまる勢いでそれを捲めくり、吟ぎん味みする水原。紅茶を飲みつつ、待つこと二十分。

「そろそろ決めて貰もらえませんか？」

　うぅーむと唸うなっている水原からスケッチブックを奪うばい、作りやすそうなものを勝手に選んだ。

「まぁ、過度な期待はしないで待っててやる。君自身同様、君の菓か子しも大したことない可能性が高いからな。あ、これ材料費」

「上から目線で嫌みなのに、妙みように律りち儀ぎだなっ！」

　三千円也なりと書かれた茶ちや封ぶう筒とう。

「良いよ。一応内密にしてもらう取引だし」

　封筒を受け取らずに手を振ふると、水原はおや？　という顔をした。

「君が洗いざらしのシャツと、数本のズボンを着まわしているのは、材料費で逼ひつ迫ぱくしているからではないのか？」

　最悪だ！　水原。菓子だけではなく私の服までチェックしているっ。

「服を買いに行くのが面倒なだけだってーのっ！　材料費で困こん窮きゆうって、お前の思考回路どこまでお菓子中心!?」

　ともかくこれは要らないとお金を返す。

　自分のお菓子に三千円の価値があるのかと問われたら全力で否定する。

　捻くれて分かり辛づらいが、水原は私のお菓子にかなりの期待をしているんじゃないか？

　一年間も食べたいと思い続けた菓子だ。思う以上に気持ちが高まっているのかもしれない。

　想像って膨ふくらむものだから。

　夢って大きくなるものだから。

　お菓子で溢あふれた研究室を見み渡わたし、のし掛かかってきたプレッシャーに溜ため息を吐いた。

　美味おいしくても、不味くても私のメリットデメリットは変わらない。でもしれっとした顔をしたままスケジュール帳を開き来週の月曜に花丸を付ける水原を見ると気が重くなる。

　かーなーり期待している！

　はぁ……お菓子作りにプレッシャーを感じるなんて初めてだ。

　溜め息を吐きつつ部室へ向かえば、そこでも溜め息を吐きたくなるような馬ば鹿かなことをやっていた。







「ではこれより、第三・五回ショコラさんたちのクッキー試食会を始める！」

　むさ苦しく空手サークルのメンバーが、クッキーを中心に膝ひざを詰つめている。

　私は積まれたクッキーの袋ふくろから一枚ずつ取っておいた。あの輪の中には入りたくない。

「総指揮官、三回じゃないんですか？　その〇・五は何すか？」

「俺が一人で食べた」

　私は今回が初参加だ。クッキーが大量に届けられているのは知っていたが、それに関しては知らない振りをしていた。

　ほとぼりが冷めるまで距きよ離りを置くつもりだったけど、有岡先せん輩ぱいからのしつこい着信に根負けした。本当にしつこい。

「あ、これいける！」

「うぉっ！　にげぇよっこれ。ココアだと思ったら焦こげだった。おーい、野田副指揮官、これやるよ」

　わっさーとクッキーに群がるメンバーを見ながら、クッキーを試食。明らかに不味そうなのと生焼けなのは取らないで残しておいた。

　空手サークルのメンバーは胃が丈じよう夫ぶなので、多少訳ありでも問題ない。

「いらないし」

「何でだよ！　この焦げ具合、形の悪さ、ラッピングの趣しゆ味みの悪さ、そんなものでも差し入れをするずうずうしさ。お前のソウルメイトが作ったんだろ」

　焦げ付いたクッキーを押し付けるメンバーを無言で蹴けり飛ばす。

　うぉぉっとクッキーがある場所に倒たおれこんだそいつは、他のメンバーから不味そうなクッキーを口に押し込まれる刑けいを受けていた。

　いい気味だ。

「有岡先輩食べないんですか？」

「総指揮官と呼べ。実はな……もうクッキー飽あきた」

「一人で食べるからですよ」

　ペットボトルのお茶で口の中を洗いながら、次のクッキーに移る。

　スイーツに関して舌が肥えている私には、どれもいまいちだった。

「諸君、この中でどれが一番美味うまいクッキーだと思う？」

　有岡先輩が輪を上から覗のぞき込んで問いかけると、メンバーは揃そろって同じクッキーを指差した。

　どれどれっとクッキーを摘つまむ。

　ハートの形にくりぬいてあるクッキーは、ホワイトのチョコとストロベリーチョコでコーティングされている。

　その上からチョコペンでハートを描かいて、アラザンで飾かざり付けまでしてある。

　クッキーの可愛かわいさからいえば、この中で一番だ。

「お！　美味い、野田はどうだ？」

「美味しいですけど、多分これ……」

「総指揮官！　差出人は、木きの下した優ゆ衣いさんですよ！　あのっ」

　カードを読んで興奮するメンバーたち。おぉぉー！　と叫さけんで部内の室温が上がる。

「何だと！　木下優衣だと！……って一体誰だれだ？」

「去年のミスＫ大ですよ！」

「俺、見たことあるよ～めちゃまぶい」

「お前……まぶいってめちゃめちゃ死語だな。でも確かに木下さんはマンモス可愛い」

　写真ないのか写真、と有岡先輩が言うと数人がパスケースを取り出した。

　収められているその写真。

「うぉ！　これは予想以上のかわゆさ……諸君！　諸君らの努力が実り、早期解決に繫つながった。ミシェル＝フランソワ、別名スイーツ王子のショコラさんは、ミスＫ大の木下優衣さんと判明。大至急その旨むね、王子に連れん絡らくすべし」

　全員が携けい帯たいを取り出し、ミシェルにメール。

　誰か一人で良いと思うんだけど。

「ミシェルいないのに勝手に決めちゃって良いんですか？」

　本日、肝かん心じんのミシェルは不在。

　当然の正論を言ってみたけど、誰も聞いてない。

「うがー事件解決は嬉うれしいけど、王子ずりーよ！」

「ちくしょうっ！　羨ましす……っ！」

「もてない君たちの気持ちは分かる！　だが、これも運命だ。ミシェルはショコラさんと出会うのをずっと待っていた」

「もて男の有岡先輩に俺らの気持ちが分かるもんかーっ！」

　自棄やけになったメンバーが玄げん武ぶ岩がんのようなクッキーを投げる。

　すこーんと良い音がした。

　有岡先輩は、小麦粉をふるいにかけずに焼いた花か崗こう岩がんのようなクッキーを投げ返す。

　食べ物を粗そ末まつにするな！　と言いながら二人を止める私に、安山岩のようなクッキーが飛んできた。

「野田にはこれが食いもんに見えんのかっ!?」

「お前も女子にもてるもんな！　へっ！　俺らモサ男の気持ちが分かるはずねぇ！」

「王子フェイスのミシェル、ワイルドな童顔の有岡、中性的で美少年系の野田。この三人は俺らの仲間じゃないかんな」

「ふざけんな」

　なんで女の子にもてて、僻ひがまれなきゃいけないんだ。

　去年のバレンタイン、私が獲かく得とく数三位だったの未いまだに根に持っているのか？

「ともかく、ショコラさんは木下優衣さんと判明したわけだ。ミシェルが来たらクッキーを渡わたせ」

「もうないでーす！」

「空の袋だけ渡します」

「お前ら……まぁ良い。じゃ、次はミシェルの告白と、その結果を新聞とネットに掲けい載さいだな」

「了りよう解かいしました～」

　ショコラさん、満まん場じよう一いつ致ちで決定。

　ミシェル、クッキー食べていないまま決定。

「おい、野田。ミシェルが木下さんと会うときの仲ちゆう介かいを頼たのむぞ。お前が行くほうが警けい戒かいされない。あいつらが行くよりもな」

　木下さんと話す機会とばかりに、誰が木下さんにアクセスを取るか揉もめている。

　ドタンバタンと摑つかみ合って、食べ散らかしたクッキーが粉になっている。

　いつか絶対虫が湧わく。

「付き合ってられない」

　あのクッキーは多分、冷れい凍とうクッキーシートで作ったと思う。型でくりぬいて、焼けば出来上がりのもの。

　誰が作っても上手に出来る。それこそ小学生でも。

　ちょっと姑こ息そくだなと思ったけど、黙もく秘ひする事に決めた。
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　月曜、水原に渡すお菓か子しを持って学校へ向かう途と中ちゆう、有岡先輩からメールを受信した。

【木下さんが今日の一限簿ぼ記きを取っていると重要な情報を入手。簿記の講義はＡ棟とう四〇二号室。正面玄げん関かんと通用口二箇か所しよ、エレベーター前、教室前、それぞれ捜そう査さ員を配置。野田の担当はエレベーター前、木下さんが現れたらすぐに現場に向かえるよう待機せよ】

　捜査本部解散したんじゃなかったのか。

　私の講義はＣ棟なので、Ａ棟に用事はない。むしろそっちに寄ってしまうと、遅ち刻こくしてしまう可能性がある。Ａ棟からＣ棟までは同じ敷しき地ち内とはいえ、結構な距離がある。

　無理、と二字で拒きよ否ひ。するとすぐに返信が来た。

【野田の一限の経済学総論の教科書は、どこにあると思う？　答え、Ａ棟のエレベーターの中】

　うざい顔文字付き。

　教科書を質に取るとは、卑ひ怯きような奴やつらだ！　部室に置いておくんじゃなかった。

　しかも中ってどういう事だ!?　私の教科書は上下移動してるのかっ？

　部室に置いてあるエロ本を丸ごと拾しゆう得とく物ぶつとして学生課に届けてやろう。有岡先輩だけじゃなく全員同罪だ。

　仕方なくＡ棟に向かうと正面の入口で警備員が如ごとく、左右に張り付いている空手サークルのメンバーがいた。

「おっす！　野田」

「どうよ、俺ら今日ちょっと決めてきたんだけど。木下さんに会うから一番高い服！」

　二人はババンと効果音を付けつつ、くるりとターン。

　一人は入学式に着ただろうスーツ、もう一人は新品の空手衣。

　もう何も言うまい。

「木下さんはまだ来てないぜ。あと十分で授業が始まるからそろそろだとは思うんだけどな」

　ふーんと頷うなずいて、教科書があるだろうエレベーターに向かう。今の時間なら教科書を奪うばい返して走れば、講義の開始に間に合う。

　二基あるエレベーターの一つが一階に到とう着ちやくした。

　エレベーターガールと言うにはむさすぎるメンバーが、乗り込んでくる学生の顔をじろじろと見ている。

　完全なる不ふ審しん者だ。

「お！　野田。やーっと来たか」

　知り合いだと思われたくないので話しかけないで欲しかった。

「隣となりのエレベーターは有岡先せん輩ぱいだぜ。お前の教科書も」

　じろっと睨にらみつつ、隣のエレベーターを待つ。四階にランプが付いているので、降りてくるまで少し時間が掛かかる。

　エレベーターが開くと同時に見えたのは眠ねむそうな有岡先輩と、ワクワクといつも以上に輝かがやいているミシェル。

　朝の利用頻ひん度どが高い時間帯に、何て迷めい惑わくなやつらだっ。

「教科書、返してくださいよっ！」

　有岡先輩はほれっと手を差し出す私の脇わきをするりと抜ぬけた。

　何だ？　と思いながら振ふり返ると

「木下優衣さんですね」

　私の隣にいた可愛かわいい女の子に、有岡先輩が話しかけていた。

　あれ？　隣にいたの？　と焦あせる気持ちもあったが、冷静に女の子を観察。

　私よりも顔半分くらい低い小こ柄がらな身長。出るところは出ている滑なめらかな曲線。

　胸むな元もとまである髪かみの毛先は緩ゆるく巻いてあって、色は明るい茶色。

　顔はパーフェクト！　と安定の可愛さ。癒いやし系というのだろうか？　雰ふん囲い気きからほんわりとしている。ミスＫ大納なつ得とくの正統派美人だ。

　有岡先輩の言葉にばっと反応したミシェルは、緊きん張ちようが伝わる足取りで木下さんに近づいた。

「あの……僕はっミシェルと申しますっ！　木下さんがくれたクッキーっ……クッキー食べましたっ！」

　いや、ミシェルは食べてない……と心の中の呟つぶやき。

「優やさしい味がして……っ僕はその瞬しゆん間かんあなたを好きになりましたっ！」

　いつの間にか集まってきたギャラリーが、ひゅーひゅーとはやし立てる。はやし方が古い。

　空気を読まないチャイムが鳴ったが、誰だれも気にしていない。

　良いの？　ここに今いるってことは、一限の講義を取っているってことだよね。

「あのっ……僕とっお付き合いして頂けませんかっっ！」

　驚おどろいた表情の木下さんは、ミシェルの告白に色白の頰ほおをぽっと紅あかく染めた。

　もじもじと照れながら、くりっとした目を潤うるませてミシェルを見つめる。

　王子に求愛される姫ひめのシーン。

　美男美女、互たがいにみつめ合っている。とっても絵になる。

　いつの間にか駆かけつけた新聞部が、ぱしゃりと写真を撮とっている。

「……もちろん、喜んでっ！」

　小さな声で、でも嬉うれしさを隠かくせない弾はずむ声で木下さんが応こたえる。

　うぉぉぉと歓かん声せいが上がり、何事!?　と事務員が駆けつけてくる。やんややんやと拍はく手しゆの嵐あらしに照れくさそうに微笑ほほえむ二人。

「よし、野田。これから新聞部のインタビューだ。空いている教室を探してくれ」

「……私、授業があるんですけど」

「どうせ、遅刻だ。一度くらい欠席したところで単位は落とさん。必修授業なら俺も受けている。俺のプレミアノートを野田にやる」

「有岡先輩、字が汚きたなすぎて読めないんでいらないです」

　ミミズが這はったような字。最初に見たとき、日本語ではなく筆記体の英文かと思った。

「俺のノートはプレミアだぞっ。何せ二年も受けてる」

「一度単位落としたってことじゃないですか！」

「だから二年分、プレミアムなんだ」

　新聞部がインタビュー内容を有岡先せん輩ぱいに差し出す。受け取った先輩はふむふむと目を通しながら、ラブラブオーラを放つ二人を見やっている。

「なぁ、野田」

「はいはい、何ですか？　有岡先輩」

　完全に逃にげられなくなった私は、不在メンバーに報告メール。先に知らせておかないと情報詳しよう細さい希望というメールが絶えず来てうざいのだ。

「木下さんって甘い菓子の匂においがするな。ノリと雰囲気で決まったショコラさんだが、本物だったのかもしれない」

　先輩の言葉に持っていた紙かみ袋ぶくろを後ろ手に回す。甘い菓子の匂いは私の持つ紙袋から。

　たらりと冷や汗あせを流している私には誰も気付かず、インタビューが始まった。

　幸せそうに微笑む二人を視界の端はしに収めながら、はぁっと盛大な溜ため息が漏もれる。

　ミシェル告白という不測の出来事で、経済学総論の授業でお菓子を渡わたすという水原との約束を不ふ履り行こうしてしまった。

　連れん絡らく先を聞くのを失念していたため、経済学総論の授業を逃のがしてしまうと渡す手段が思いつかない。

　考えた末、水原の研究室のドアに私のメアドを貼はってみた。

　一時間後、登録にないアドレスからメールを受信。

【昼休み、研究室】

　その二単語だけの内容で、しかも件名に記入されている。本文無記入。

　別に良いけど、本文に入れようよ。せめて名乗れ。







　昼休み、水原の研究室に行って、作ってきたお菓子を渡せば

「ふん。まぁ、単位はやるかの恩情レベルだな。期待したほどじゃない。点数をつけるなら二十五点」

　との酷こく評ひようを頂いた。

「へーへーそれは悪うござんしたねっ！」

　いつも以上に手間隙ひまかけて作ったアップルパイにその評価。ベタ褒ぼめしろとは言わないが、何という言い草だ。

　二十五点なら単位を落としている。恩情でどうにかなるレベルではない。

　三つ持ってきたアップルパイの二つ目に手をつける水原。

　それを見ながら、私も昼飯を取り出す。
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　昼休みに呼び出されたので学食に行くのは諦あきらめ、コンビニでサンドイッチを買ってきた。

「見かけは良い。格こう子し状のパイの表面にリーフをくり抜ぬいたパイを飾かざるのはなかなか良い発想だ」

「それはどうも」

　余ったパイ生き地じを葉っぱの型抜きでくりぬき上に飾る方法は、ママと一いつ緒しよに考えた。

「中のリンゴは紅こう玉ぎよくだな。リンゴの酸味と砂糖の甘さのバランスは良いが、リンゴの安さがマイナス。産地直送のリンゴを使え」

「スーパー直送の何が悪い」

「鮮せん度どが悪い」

　言いながら三つ目に手をつける水原。食べるのが速い。

　つらつらと続く水原の嫌いやみをバックミュージックにサンドイッチにぱくつく。

「そして何よりの失点原因は、このパイの数だっ！」

　あっという間に食べ終わった水原は、食べかすだけが残ったアルミのシートを指差す。

　数って何だよ。三は良い数だ。四は不ふ吉きつなイメージがあるけど。

「君が作ったパイは、ホールだったはずだ。この切り方を見れば、ハーフを三等分にしている。つまり君が持ってきたパイは俺が要求した菓か子しの半分だ」

「は？　何だ、それ。三つもあれば十分じゃん」

　水原は不ふ機き嫌げんな顔をしながら、引き出しからパウンドケーキを取り出す。

　甘さ控ひかえめにしたアップルパイだけど三つ食べた後に、パウンドケーキ。

　しかも飲み物ココアだった。そのセレクトに、どん引きだ。

「俺が君に要求したのが金だったとする。君がぎりぎり払はらえる金額……そうだな、一万円だ」

「もっと払えるよっ。なんで私、そんなに貧しいイメージになったんだよっ！」

「君は一万円札を半分に切って俺に渡した。今回のパイはそれと同じことだ。失礼にもほどがある。君と俺は取引したんだぞ」

「いや……それはどんな理り屈くつだよ。もしそうだとしても五千円札渡すっての」

　お金を切ったら使えないけど、パイを切っても問題ない。三つもあれば十分だろう。

「今の俺の気持ちを言おう。半分どこ行った？」

　水原が叫さけんだ。何なんだ、こいつ。

　半分は私とママとパパで一個ずつ食べましたよ。

「よって今回の菓子は認めない。来週また持って来い。ちゃんと一つな」

「はぁ？　何だ、そりゃ……まぁー良いけど。朝の約束、破った負い目もあるから」

「あぁ、それは別に。新聞部が発行した号外で状じよう況きようを把は握あくした」

　ほら、と渡される校内新聞。

　見出しは『スイーツ王子、ついにショコラさん見つけ出す！』

　朝の出来事なのに、新聞を出すのが早すぎる。ニュースはホットが良いのは分かるが、プロ並みのスピードだ。

「スイーツ王子（ミシェル＝フランソワ）の前についにショコラさん現る。ショコラさんの正体は去年のミスＫ大木下優衣さん。王子は木下さんに即そく座ざに求愛、木下さんは王子の気持ちをその場で受け取り、本日晴れて美男美女カップルが誕生した。クッキーで結ばれただけあり、二人は早くも甘い雰ふん囲い気き。まるで御お伽とぎ噺ばなしのワンシーンのようで、見るものを魅み了りようした」

　すらっと水原が読み上げる。

　ショコラさんが本当は私だと知っている水原が、淡たん々たんとそれを読むのは複雑な心境だった。

「この写真の片かた隅すみに、引き立て役以下の存在として君が写っていた」

「引き立て役以下で悪かったな」

　言われて写真を見れば、ぼさっと突つっ立った私が、見つめあう二人の脇わきに小さく写っていた。

「朝、君が来るのを入口で待ち構えていて、チャイムが鳴っても来なかったときは確かに腹立ちを感じた。しかしこの新聞に写っている君の引き攣つった顔を見て鬱うつ憤ぷんが晴れた」

「それは良かったですねっ！」

　アップルパイからシナモンの甘い香かおりがして、ちょっとドキドキしていたのだ。

　特にこの写真は、使われていない小さな教室に移動して撮とったものだ。匂においの出どころがばれやしないかと、緊きん張ちようしていた。

「話を戻もどそう。今回のパイは白紙」

　水原は自作のスケッチブックを取り出して、捲めくり始めた。

「白紙といえど、材料費は出そう。君のそのシャツは見るに堪たえない。このパイのせいだと思いたくないからな」

「パイのせいじゃないからっ！」

　水原、どんだけ私のシャツに貧しさを感じているんだ？

　自分が着ているＴシャツを引っ張る。自分ではそれほど着古してはいないと思ったんだけど、そこまで言われると流石さすがに心配になる。

　今度の休日、買い物に行こうかな。新しいシャツ、買う。

「ほら、受け取れ」

　渡わたされた封ふう筒とうの中を見ると、三万円入っていた。前回は三千円。

「これ札を間ま違ちがってるよ」

　万札と千円札を間違えること自体凄すごいけど、そもそもそんな大金を持っているのが驚おどろきだ。

「合っている。それは十回分だから」

「……うぉいっ！」

　単位やるレベルとか貶けなしておいて、十回も作らせる気か！

　どれにしよっかなぁ～と楽しそうにお菓子の料理本を捲りだした水原。

「お前……本当は私のお菓子、気に入ってる？」

「悪くはない」

「捻ひねくれたやつ……」

　しかし自分が作ったお菓子を認められて悪い気はしない。

　趣しゆ味みで作っているものだ。水原に分けてやるくらい大して問題ない。

「けど、作ったの丸々はダメ。自分でも味見するし、ママにもアドバイス貰もらうし」

　だから三万もいらない、と封筒を返す。材料費にしては高額すぎる。

「この金にそんな深い意味はない。材料費をちょろまかして、君がシャツを買っても文句は言わないぞ」

「いや、言おうよ。っていうか買わないし！」

「それにこれは俺が汗あせ水みず垂らして、簡単に株で稼かせいだ金だ。だから気にするな。まぁ君が気になるなら十五回分でも良いぞ」

　簡単に株って、時給幾いくらの苦学生が聞けば、殺意を覚えるフレーズだ。

「じゃあ、一万円貰うよ。作っても半分は我が家で食べるし。やっぱり出来たてが一番美味おいしいからさ、作ってすぐに食べるよ」

「ふ～ん。出来たて……出来たてってそんなに美味しいのか？」

　パラパラと本を捲っていた水原の手が止まる。

「そりゃそうだよ。物によるけどさ。パイとかケーキとかクッキーとかはやっぱり焼きたてが一番美味しい。パイは皮がパリッとしてあっつあつだし。プリンは冷やしても美味しいけど、焼きたてもまた違った美味しさを味わえるね。スイートポテトは熱々が少し冷めたくらいが食べ頃ごろでほっくほくを味わえる。焼きたてのクリームスフレに、チェリーソースかけて食べるとふわとろでもう最高。揚あげたてのドーナツに砂糖を塗まぶすとじわっと溶とけて、もちっとした食感が堪たまらない」

「……ふーん…」

「水原に渡すときには冷めているから到とう底てい味わえないものだけどね。というか再来週から夏休みじゃん。だから菓子渡すのは来週の次は九月の最初の経済学総論ね」

　水原がちらりとカレンダーを見た。

「九月だとフルーツ系は持って来られないけどね。腐くさるからさ。食中毒は危険だよ。旬しゆんのフルーツはアクセントで良く使うんだ。旬だと形が悪いけど、味は良いのとか安く手に入るから……って水原？　聞いてる？」

　黙だまったままの水原。

　まさか寝ねてるんじゃないよな？　と肩かたを叩たたくと、ばっと水原が振ふり返った。

「君、夏休みは何をしている？」

「何って？　そうだな、サークルに参加して、バイトして、友達と遊んで、合間に課題をちょこちょこ終わらすかな。毎年そんな感じだし」

「君に相応ふさわしい特筆すべき点が一つもない平へい凡ぼんな夏季休きゆう暇かだな」

「悪かったな！　じゃあ、水原は何やってるんだ？」

「俺か。決まっている。毎年スイーツ求めて全国東とう奔ほん西せい走そうだ」

　だから全国区の情報誌が揃そろっているのか。納なつ得とくの過ごし方だ。

「しかし今年は夏季休暇に書き上げなければならない論文や、参加しなければならない学会や、受けなければならない試験があり、スイーツを集めることが出来ない。大変無念な夏となる」

「ネットで注文すれば良いじゃん」

「それが出来ればそうしている。出来ないから買いにいくんだ、この愚ぐ民みん、貧民、貧乳の三重苦が。そのくらい察しろ」

　水原が座っているキャスター付きの椅い子すを蹴けり上げ、机と椅子に挟はさんで圧あつ迫ぱくしてやった。

　ぐえっと苦しそうな呻うめき声が聞こえたので、もう一度蹴って止とどめを刺さす。

　バンバンと机を叩き、降参の合図。

「何をするんだっ！　君、信じがたい乱暴者だなっ！　このひんっ……」

　椅子の背もたれに当てられたままの私の足を見て、水原がこほんと咳せき払ばらいをする。言おうとした悪口を飲み込んだようだ。

「最後まで話を聞け。君、夏休み俺の家に菓か子しを作りに来ないか？」

　水原の言葉が私の頭に届くまで、しばしの時間を要した。

「水原って実家暮らし？」

「いや、俺は悠ゆう々ゆう自じ適てきの一人暮らしだ」

「……」

　知り合って間もない、一人暮らしの男の家に行くのはやはり抵てい抗こうがある。

　そんな私の心情を水原は察したみたいだ。

「いや、無む駄だに警けい戒かいしないでくれ。俺は君自身に全く興味を持っていない。女だとも思ってない。俺が興味あるのは、出来たてのスイーツだけだ」

　清すが々すがしいほどきっぱり言い切られて、怒いかりすら湧わかない。

　水原はくいっとメガネを押し上げ、涼すずしげな顔で尚なおも続けた。

「君がエプロンだけをつけてキッチンにいたとしても、俺はスイーツしか目に入らない」

「そんな寒いことやらないし！」

「だから良いだろう？　出来たてのスイーツ食べるのに君の家の前で待っていても良いけどな。不ふ審しん者と見なされる可能性がある」

　でもどうしてもと言うなら、俺は通報覚かく悟ごで待つと少し鼻息が荒あらい水原。

　どれだけ出来たてのスイーツが食べたいんだろう？

「でも水原の家じゃ作れないものが殆ほとんどだと思う。調理器具とかあんの？」

　それが大きな問題だ。

「それに関しては問題ない。君、今日の講義は何限までだ？」

「次の講義で終わり」

「そうか、では今日俺の家に寄っていかないか？　君に是ぜ非ひ見せたいものがある」

　家の場所を聞けば、ここから徒歩十分圏けん内ないだと言う。近すぎだ。

「時間は有効に使いたいからな。家を借りる時大学近くを条件に探した」

「研究室いらないじゃん。家に帰って勉強しなよ」

　さらさらと簡単な地図を描かく水原。渡された紙の下には住所と電話番号。

「迷ったらそこに電話しろ」

　頷うなずきながら、紙を折りたたんでポケットに入れる。

　それじゃあまた後で、と背を向けると、引き出しを開ける音が聞こえた。

　ちらっと盗ぬすみ見ると、水原はレンガ状に並んだ生チョコを食べていた。

　反復横とびの要領で迫せまり、水原がブロックする隙すきも与あたえず、一個掠かすめ取る。

「……おい！　これは横よこ浜はままで行って」

　水原が喚わめいていたが、聞かずにドアを閉める。

　ふわっと溶けてカカオの濃こい味がする。指に付いたチョコを舐なめながら、研究室を後にした。







　午後の講義を終え、地図を頼たよりに水原の家を探す。

　水原が描いた地図は簡潔で分かりやすく、迷うことなく辿たどり着くことが出来た。

「おーい、水原。来たよ。おーい、スイーツ狂ぐるいの水原君。知能、高いけど血糖値も高い、糖とう尿によう病の水原君」

「君、うるさい。チャイム鳴らしたら静かに待て」

　少し迷めい惑わくそうな顔をした水原が、入れと顎あごを杓しやくった。部屋は１ＤＫで八畳じようほど。

　男の子の部屋にしてはきれいに保っている方だと思う。

「君に見せたいのはキッチンだ」

　玄げん関かんを上がってすぐに広がるキッチン。

　自じ慢まんげに水原が私に見せたそこには、様々な調理道具が揃っていた。

　ケーキ型は数え切れないほど。ベーシックな型からドーナツ型、シフォン型、大小まんべんなく一ひと揃そろい。

　マドレーヌ型、タルト型、クッキー型。パレットナイフも三本。秤はかりも二台。温度計もある。

　チョコ削けずりの道具、発はつ酵こう器まであるのは驚おどろいた。普ふ通つう買わない。

「……水原も菓子作れるんじゃん。この製せい菓か道具うちよりも凄すごいよ」

　出来たて食べたいって言ってたけど、自分で作って食べれば良いと思う。

「俺は菓子を作れない」

　一度挑ちよう戦せんしたが、全くダメだった。天は二物を与えないものだ、とふっと息を吐つく。

「は？　じゃあ何これ？　何のために買ったの？」

　言われてみればシールが貼はられたままだし、使った形けい跡せきが全くない。

「君、グリム童話の『こびとのくつ屋』という話を知っているか？」

「はぁ？　あぁ……そりゃ知ってるけど」

　貧しいくつ屋の老ろう夫ふう婦ふのもとにこびとが現れ、立派なくつを作ってくれる心温まる話だ。

「俺はあの話が大好きだった」

「あ、そう……で？」

　話の流れと意図が摑つかめない。

　この無駄な製菓道具とこびとのくつ屋に何の関係があるんだ？

「いつか俺にもこびとが来てくれれば良いなと小さな夢を見た」

「小さい夢なのかどうか分からないけど。それで？」

「くつ屋にはくつを作る材料があったから、こびとはくつを作れたわけだ」

「はぁ……」

「もしだ。仮に奇き跡せきと呼ぶ何かが起こってこびとが俺の家に来たとしても、調理器具がなければこびとはお菓子を作れずに困るわけだ。そのまま帰ってしまうかもしれない。材料から運んでくるわけではないからな」

「……いや、あの……それ本気で？」

　あんまりな話に顔が引き攣つる。

「本気で来ると思っていたわけではない。しかし何事にも万が一という事があり、そういう場合に困らぬよう万ばん全ぜんの準備をしたわけだ」

「水原と話していると、バカと天才は紙かみ一ひと重えって、言い得てるなぁと思うね」

　頭が飛びぬけて良い人間ってバカみたいに突とつ飛ぴなことをするけど、水原はまさにそれだ。

　仮に万が一とか言っているけど、小麦粉から砂糖、卵、牛乳などのベーシックな材料も揃えている。

「こびとと呼ぶには大きすぎるが、俺は君を見つけた。この調理器具は好きに使ってくれ。……ジャンボこびと、君のために用意したようなものだ」

「ふざけた呼び方をするな。……でもこれはすごい。ちょっとワクワクする。このクッキー型とか初めて見た」

「かっぱ橋ばし道具街で見つけた。こんなものも買ってみた」

「アイスクリームメイド。わぁ～バカだー」

「バカとは何だ！　こんなものもあるぞ」

「ワッフルトースター！　バカの極きよく致ち！」

　使った形跡がないそれらの数々は、水原がバカだということを立証していた。

　これも見ろ、これも見ろと水原は自慢げに道具を掘ほり出していた。

「これだけあれば問題ないだろう？」

　右手にシリコン製の泡あわだて器を、左手にブレンダーを持ちながら、ふふんと胸を張る水原。

　確かに作るには問題ない。

　用よう途と不明なものや不要なものも多いが、ここならば大たい抵ていのものは作れる。

「それで？　夏休みはいつ来る？」

　ふっとクールに取り繕つくろってはいるが、早めに食べたがっているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　夏休み最初は比ひ較かく的てき、バイトも入っていない。

　早めの日付を言ったつもりだが、水原はそれでも不満そうだ。

「仕方ない。その日だ。ジャンボこびと、朝早くから来ても良い、五時とか」

「ふざけんな。始発で来るわけない。というかジャンボこびと、呼ぶな」

「君は俺のこびとだ。でもこびとと言うにはでか過ぎる。だからジャンボこびとだ。それがダメなら、何て呼べば良いのか分からん」

「こびとじゃなくて野田って呼べばいいじゃん」

「ジャンボ野田か……」

「ジャンボを外せ！」

　老夫婦は最後にこびとたちに服とくつをプレゼントした。

　それを思い出した水原が君にシャツを買ってやると真顔で言い出したので、蹴けり飛ばしてからその日は帰宅した。
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「さーちゃん……なんかあったの？」

　作りすぎた菓か子しを捌さばききれなくて、従姉いとこのちーちゃんを近所のカフェに呼び出した。

　ちーちゃんの本名は鬼おに塚づか千ち里さと、ママのお兄さんの娘むすめだ。

　私より一歳年上なだけなのに、性格も容姿も所作も、洗練されて落ち着いている。

　ちーちゃんはハイヒールや香こう水すい、ブランド品などの大人アイテムを自然に使いこなす。

　ダークブラウンのセミロングの髪かみはいつ見ても乱れがないし、形の良い爪つめはマニキュアをしてない時でもきれいに光っている。

　綺き麗れいな頼れるお姉さんなので、年下の男の子に大人気だけど、ちーちゃんは年上が好みなので需じゆ要ようと供給が合っていない。

　応こたえる気がない男の子にちーちゃんは告白させる隙すきを作らない。

　世間慣れしているというか、敏さといというか、場を読むのが上手うまいというか。

　今回もそれを遺い憾かんなく発揮し、私のちょっとした様子のおかしさを察してくれた。

「嫌いやな事があるとお菓子作りに没ぼつ頭とうするでしょ。この量、がむしゃらに作った感じがするわ」

「……うん……まぁ…」

「何よ。何があったのよ」

　ミシェルと木下さんが付き合うことになり、木下さんは空手サークルの部室に遊びに来るようになった。

　木下さんが来ると知るなりメンバーは雄おたけびを上げて、大おお掃そう除じ。

　特にエロ本の類たぐいは速攻隠かくしていた。

「おいっ！　野田。これをどこか安全な場所に隠してくれっ！」

　まとめて渡わたされたので、落ちていましたと学生課に届けておいた。

　今いま頃ごろは拾しゆう得とく物ぶつの棚たなにあるはずだ。安全な場所に違ちがいない。

　部室はそれなりにスペースが出来て、臭においも正常になった。

　持ち主不明のものは有う無むを言わさず捨てるという荒あら業わざだけど、自分のものはないから良いやと消しよう臭しゆう剤ざいを撒まいて傍ぼう観かんしていた。

「これで木下さんを迎むかえられる」

「俺らもやればできるじゃーん」

　木下さんが来るので部室は清潔に保たれている。

「それは良いことなんだけど……」

　可愛かわいい女の子が部室にいることで、メンバーが舞まい上がっている。

　そのとばっちりが私に来た。

「やーっぱり女の子がいると華はなやかで良いよね！」

　ルンルンのメンバーが言えば、木下さんは

「そ……そんな、それに野田さんがいるわ」

　と答え、メンバーからお前が華やか？　と冷ややかな視線を浴びて。

「優衣、僕が家まで送りますね～」

　ミシェルが木下さんをエスコートすれば

「嬉うれしいわ。ところで野田さんは誰だれが送っていくの？」

　と木下さんが尋たずね、え？　お前送る必要ある？　の驚おどろきの視線を集め。

「木下さんに一生のお願い。『頑がん張ばって手料理作るね』って俺に言ってみて。俺、それだけでしばらく空飛べる！」

　メンバーの要求に応える木下さん。語ご尾びにハートマークがついているような甘い声だった。

「俺の胸にぐっと来た」

「フライングハイ♪」

「野田さんでも良いと思うのだけど……」

「野田ぁぁ？……お前、ちょっと同じ台詞せりふ言ってみて」

　ガンバッテ、テリョウリ、ツクルネ。

　感情がこもらない声で要求に応えれば、それを聞いた空手メンバーが慄おののいた。

「うぉぉぉぉっ！　今日、人殺すって聞こえたっ！　殺人予告だっ!!」

「こえぇぇ！　野田、こえぇぇ」

「ちゃら～ちゃちゃ～。野田の三分クッキングー！　三分、二分、一分、ドッカーンッ!!　今週もデストロイヤー野田があの世にお送りしました～また来週！　ちゃら～」

　天下の往来で、メンバーに強きよう烈れつな追い突つきを食くらわす。有岡先せん輩ぱいは念入りにシメた。

　木下さんがメンバーを咎とがめ、お前のせいで叱しかられたと不条理な不満を買った。

「今いま更さらさ、空手サークルのメンバーに女扱あつかいをしてもらおうとは思ってないけど。木下さんみたいな可愛い子と比べられるのが苦痛。木下さんは、野田さんだって女の子だからって庇かばってくれるんだけど、それをメンバーが全否定の負のスパイラルになるんだよね」

　ちーちゃんは紅茶を口に運びながら、なるほどねと頷うなずいている。

「女扱いされるの望むわけじゃないし、今のままで良いんだけど、木下さんがそれはダメよって強制する感じで、何かちょっと微び妙みようで」

「ははぁ～その女、確信犯ね。それ、わざとやってるわよ」

　わざと？　首を捻ひねれば、ちーちゃんはカップをソーサーに戻もどした。

「空手サークルのメンバーがさーちゃんを貶けなすのを庇って、自分の評価を上げてるだけよ。木下さんは本当に優やさしい女の子なんだねって」

「そんな事ないと思うけどなぁ」

　やっぱり男だらけのメンバーに気が引けるのか、よく木下さんは私に話しかけてくる。

　野田さんがいてくれると安心します、と言われるとちょっと面おもはゆい。

「そもそもミシェル君が食べたクッキー作ったのは、さーちゃんでしょ。それをいけしゃあしゃあと市し販はんのクッキーシートで誤ご魔ま化かしておいて、ショコラだって名乗っているんだから、その女が性しよう悪わるじゃなくて何なのよ」

「でもそれで私は助かったわけだし」

　控ひかえめで理想的な女の子と大々的に捜そう索さくされて、ばれたら嫌だなっと思っていたのだ。

「さーちゃん……ミシェル君のこと好きだったんでしょ」

　以前ぽろっと零こぼしたことをちーちゃんは覚えていたようだ。

「好きっていうか……ちょっと良いなって思っただけで」

　一年前のある夜、肝きも試だめしをやった。

　他大学の空手サークルと合同でやったので、女子が余り、私が一人で行くことになった。

　怖こわがりではないので、まぁ良いかと思ったが、先発のミシェルが急いで戻ってきてくれて、私と一いつ緒しよに行ってくれたのだ。

「それでいいなぁって……」

「なら名乗れば良かったのに。クッキーを作れば信しん憑ぴよう性せいもあるじゃない」

「いや、無理だよ。ミシェルの理想は木下さんみたいな子だもん。たとえクッキーを作ったのが私だとしても勝負にならないよ」

　ちーちゃんははぁーっと大きな溜ため息を吐ついた。吐いた後私の全身に目をやって再び溜め息。

「さーちゃんも少しお洒落しやれに気を遣つかいなさいよ。そのシャツはないわ」

「あ……やっぱりシャツダメ？」

　水原の言い草を思い出し、シャツはそんなにダメなものか確かく認にんする。

「当たり前よ。決まったシャツとパンツのローテーション。それじゃ女扱いされないのは当然でしょ」

「だからそれは良いんだって」

「良くないわよ。それにさーちゃんがミシェル君に惚ほれたのもそのせいよ。普ふ段だん女扱いされていないから、ミシェル君がしてくれたのにキュンと来ちゃったんでしょ」

　ちーちゃんの指し摘てきにぐっと言葉に詰つまる。

「これから女扱いされるたび相手に惚れていたら良い恋れん愛あい出来ないわよ。……いいわ、私がさーちゃんのために一ひと肌はだ脱ぬごうじゃないのっ！」

「何をしてくれる……おつもりでしょうか？」

　痛いところを突かれて密ひそかに落ち込む私を気にせず、ちーちゃんは何やら燃えている。

　ちーちゃんは世話焼きの姉あね御ご気質なところがあり、小さな頃ころから面めん倒どうを見てもらっていた。

　ただ間ま違ちがった方向に突っ走ぱしる事もあり、その辺は注意が必要だ。

「まずは買い物ね。今、丁度セールで安くなっているわ。さーちゃんは夏休み忙いそがしいの？　空手サークルって毎日あるの？」

「夏休みね～。最近サークルに行き辛づらくってさ。夏休みは通ってる道場の方に行くって言って、サークルにはあまり行かない予定。そもそもお遊びの集団だから夏休みはそんな集まらないしね。あとはバイトをするよ。そのくらいかな」

「結構空いているわね。よし、夏は出会いを求めて合コン三ざん昧まいよ」

「は？……いやぁ、えーっと……合コン？」

「そうよ。合コンは出会いを求める場なんだから、元から男はそういう目で見てくるのよ。さーちゃんだって例外じゃなく、女の子として扱われるわ。当然」

　何だか痒かゆくなりそうと腕うでを摩さすれば、いーい？　とちーちゃんが身を乗り出してきた。

「外見なんてメイクと服である程度どうとでもなるのよ。木下優衣はその点、かなりの技量を持っているわね。自分に合った服、メイク。それは自分で磨みがくしかないものよ」

　ちーちゃんは何やらぶつぶつと呟つぶやきながら、携けい帯たいを操作している。都内のセール情報をチェックしているようだ。

　このシャツは水原にも散々貶されたので、買い換かえようと思っていた。

　ちーちゃんが付き合ってくれるなら選ぶのも楽だし、安く買えるならそれに越こした事はない。

「それにしても随ずい分ぶん作ったわね。量が多いのかと思ったら種類が多い」

「前期試験のストレスも重なって、一気に発散したというか」

「でもそれなら余ったんじゃない？　さーちゃん、学校の友達に秘密にしてるから」

「うん。でも最近、スイーツ大好き、スイーツに人生かけていますって人と知り合いになってね。ちーちゃんにあげる分もなくなりそうになって、慌あわてて数個ずつ袋ふくろに集めたの」

　君はストレスが溜まると菓か子しを作るのか、そうか、ストレス万歳と腹が立つこと言われた。

　ストレスを増やした仕返しに、水原が隠かくし食べていたマドレーヌを奪うばってやった。

「へぇ！　良いじゃないの。さーちゃん、私以外とお菓子の話しないし。……じゃ来週買い物に行くから日にち空けておいてね」

　ちーちゃんが伝票を取ってレジに向かう。お菓子のお礼と、会う時はちーちゃんの奢おごりだ。

　私としては余ったものを渡わたしてるだけなので気が引けるが、ちーちゃんはさーちゃんのお菓子すっごい好きだからまたよろしくね、と言ってくれる。

　素す直なおに嬉しい。

　そういえば水原も、今回の大量のお菓子を渡したあとに、茶ちや封ぶう筒とうにお金を入れてきた。

　これでシャツでも買え、とか言って。シャツシャツしつこいって蹴け飛とばしたけど。
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　そんな風に始まった夏休みは、思ったよりも多た忙ぼうだった。

　時間を費ついやしたのはバイト。倉庫内作業の完全なる肉体労働だ。

　お金を貯ためたい目的が出来たので、週の大半をバイトに費やしている。

　ママの勤め先のケーキ屋が、十一月に改装工事をすることになった。そんなに長くかかる工事ではないけど、二週間くらい休みになる。

　それに合わせてパパも有休をとって、旅行に行く計画を立てている。

　二人は私も連れて行く気だったけど、そんな長く大学を休めない。だから二人で行ってきてってお断りした。

　行き先はパパとママがずっと行きたがっていたフランスとドイツ。

　新しん婚こん旅行に行くはずだったらしいけど、色々あって結局行けなかったらしい。

　パリにはママがずっと憧あこがれていたスイーツがある。

　とあるホテルの宿しゆく泊はく客限定にふるまわれるそのスイーツは、パリジェンヌのみならず世界を魅み了りようしている。一いつ泊ぱく三万からするその五つ星ホテル。

　勿もち論ろんママはあっさり諦あきらめたし、パパはママがそこに行きたがっているのを知らない。

　でも折せつ角かくの機会だし、私はママにそのスイーツを食べて欲しかった。

　夏休みを使って、その宿泊費を私が稼かせげば良いんだ！　と思った。

　遠えん慮りよするだろうけど、ホテルを予約してお金を払はらってしまえばこっちのもの。

　そんなわけでバイトに励はげんでいたけど、そのホテルを調べてびっくり。パパとママがパリに滞たい在ざいする日は、日曜に当たるので割増料金。

　しかも予約が埋うまっていて、五万からの部屋しか空いてなかった。

　一泊五万。二人で十万、驚おどろきの価格。

　でもパパとママには新婚旅行みたいなもの。

　こうなれば絶対稼ぐって自棄やけになってバイトに励む私。

　そんな私に

【ガトーショコラ】

　水原から件名だけのメールが来たり。

「今日はＷ大の男の子と合コンよ！」

　ちーちゃんからテンションが高い合コンのお誘さそいが来たり。

【洗ってない空手衣を部室に隠しておいたら、木下さんからこの部屋で何か腐くさっていませんか？　と言われ、メンバーが地を這はうように凹へこんでいる。鬱うつ陶とうしいので野田、フォローを頼たのむ】

　有岡先せん輩ぱいから馬ば鹿か馬ば鹿かしいメールが来たり。

　無視するわけにもいかないので、それぞれ合間を見て付き合っている。
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「ちょっと形が崩くずれたんじゃないのか？」

　ご所しよ望もうのガトーショコラを作ってやると、文句を言いつつ食べる水原。

「あのね、ガトーショコラは粗あら熱ねつを取ってから抜ぬくの。それを水原が熱々が一番だとか言って無理に抜くから崩れたんでしょうが！」

　一度焼きたてのクッキーを作ってから、水原は妙みように焼きたてに拘こだわる。

　すぐに食べた方が美味おいしいものと、そうでないものがあるって言っているのにケーキは熱いうちが美味うまいって思い込んでいる。

「何だ。それならそうと早く言え」

「生クリーム泡あわ立だてている隙すきに、水原が勝手なことしたんじゃんっ！」

　水原はガトーショコラを抱かかえ込んで離はなさない。私はまだ一口も食べていない。

　私の分というと、薄うすっぺらく切り分けたのを寄よ越こしてきた。薄すぎて立たない。

　向こう側が見えそうなんだけど。ある意味すごいスキルだ。

「……お前なぁ～」

「次はそうだな。タルトが良いな。こないだのエッグタルト、また食べたい」

「あーあれ？　良いけど次、いつ来られるかまだ分かんないよ。バイトあるし」

「……君、夏休み無む駄だに働いてないか？……そういえばシャツじゃない。それキャミソールと言うのか？　それにキュロット。買ったのか。……あぁ、それで金が」

「違ちがうし。まぁ服にかかったのも間違いじゃないんだけどさ」

　たくさんの服をちーちゃんに連れまわされて買った。買い物とか面めん倒どうと思っていたけど、結構楽しかった。セールで安く買えたし。

　着古したシャツは、ちーちゃんに何を吹ふき込まれたのかママが雑ぞう巾きんにした。

　言われるまで床ゆかで使っている雑巾が私のシャツだって分からなかったから、シャツは相当な代しろ物ものだったとその時に実感した。

「宿泊費、稼ぎたいんだよね」

「宿泊費？　どっか行くのか？」

　行くならその地で有名な菓子を買ってきてくれと、茶封筒を用意しだした水原を止める。

「私じゃないって。パパとママ。二人の念願だったフランス・ドイツの旅行に十一月に行けることになったんだけど、ママが憧れていたホテルのスイーツ、宿泊客しか食べられない限定でさ。五つ星で一泊五万するの。ママは諦めて話題にもしないけど、私は諦めて欲しくなくて。その宿泊費」

「十万か。俺が貸してやろうか？　利息は菓子で」

「いらないし。夏休み働けば何とかなる」

　水原は株で稼いでいるらしく、ぽんっと軽くお金を渡してきたりする。

　価値観が違いすぎて、殴なぐりたくなる時がある。実際殴る時もある。

「しかし君、見かけによらず親思いだな」

「見かけによらずって何だ。そりゃ、両親のこと好きだよ。それにママはもう何年もそのスイーツに憧れてたから。折角の機会だし」

「ふーん……」

　単調な相あい槌づちに水原の方を見れば、ガトーショコラを完全に腕うででガードしている。

　最近、水原の防ぼう御ぎよ力が増した気がする。お菓子を掠かすめ取るのも三回に一回は失敗するし。

「君、これからどっか行くのか？」

「良く分かったね。ちーちゃん……私の従姉いとこと合コン行ってくる」

「ほう。無駄な時間の使い方としか思えないが、君には必要かもな」

　どういう意味だ？　と思ったけど、水原の目は明らかに私の新しい服に向いていて、何を言いたいのか分かった。

「そのために服を買ったんだろう。良い機会じゃないか。君が着ていたシャツからもう無理です、勘かん弁べんして下さいと懇こん願がんする声が聞こえてきて、いつも同情していた」

「擬ぎ人じん化か止やめい」

「合コンか、よし。君にアドバイスをしてやろう。携けい帯たいを出せ」

「ん？　何？」

　言いながら素す直なおに携帯を出すと、水原も携帯を取り出した。

「最近は彼女がいても、結けつ婚こんしていても合コンに参加する不届きものがいるらしい。そいつらを見分ける方法を伝授しよう。携帯の予測変へん換かん機能を使うんだ」

　予測変換とはユーザーが次に使う文字を予測して表示する機能だ。

　利用頻ひん度どが高いものや、過去に入力、変換したものに基もとづいて表示するらしい。

「気に入った男がいたら、メールの画面で『あい』って入れてみてとねだってみろ。その時、予測変換に愛してる、会いたい、アイラブユーが上位に出たらその男は恋こい人びとがいる可能性あり。その中にアイドルが交じっていたらオタクの可能性あり。愛人、愛妻と出てきたら結婚している可能性あり。その場合はすっぱり諦めろ」

「いきなり『あい』って入れてみてって不自然でしょ。はぁ？　ってなって終わりだと思うんだけど」

「機会があればやってみろ」

「機会があればね。……水原はあいって入れると、予測変換何が出るの？」

　何となくの興味で聞いてみると、水原は携帯のボタンを打ち出した。

「俺はＩＬＯ（国際労働機関）と、次にＩＭＦ（国際通貨基金）だな。君は？」

「うわ！　その辺りはインテリを感じた。私はね、えっと……」

　携帯のメール画面を出し、『あい』と入力。

「アイアンクローと相打ち」

「あぁ。やはり予測変換で相手を見るのは止めたほうが良いな。聞き返された場合、君の首を絞しめることになる」

「うるさい」

　水原が座る椅い子すを蹴け飛とばしながら、食器洗せん浄じよう機きに皿を入れる。食器洗浄機、うちにはないけどとっても便利。

　じゃあ、またねと水原の家を出て、ちーちゃんに連れん絡らくと思い携帯を開くとメールが八件。

　全部空手サークルメンバーから。

「俺らのバイブルどこにやった？」

　バイブルとはエロ本のことだろう。

　学生課と端たん的てきに返すと、物もの凄すごい量のメールが来た。うっとうしい奴やつらだ。
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　それから数日後、保ほ冷れい剤ざいを入れたバッグを持って水原の家に向かった。

「外は暑いよ。夏だね、本当」

　汗あせを拭ぬぐいながら、水原の家に上がる。

　水原はかなりの暑がりで、冷れい房ぼうをガンガンにつける。

　キッチンはお菓か子し作りに最適な温度で設定してあるけど、部屋は冬に近い。

「君、今日はサークルに行くって言ってなかったか？」

　論文を書いていたようで、パソコンの側そばに良く分からない専門書が重なっていた。しかも英語で、見るだけで頭が痛くなりそうだ。

「これから行く予定。ただケーキを渡わたそうと思ってさ。水原の家って学校に近くて便利だよね」

　私の言葉に、速攻テーブルを片す水原。

　今日は水原の誕生日なので、かなり力を入れて作った。

　夏休みに誕生日だと友達に祝ってもらえなくて寂さみしいねと言ったら、友などいないから別にいつでも良いという返事があった。

　水原がすごいのは本当に寂しいと思っていないところだ。

　かなり一人を満まん喫きつし、自分の世界を作り出している。

「君は四分の一な」

　開ける前なのに水原が念を押して来る。

　幾いくら言っても水原が独り占じめをするので、この間四分の一は私のもので、四分の三は水原のものとルールを作った。

　一度、大人おとな気げなくも取り合いになり、空手の技わざを使った私が勝利したので、それからというもの最低限、水原は分けるようになった。

　本日、持ってきたのはバースデーに定番のデコレーションケーキ。

　ママと試行錯さく誤ごを重ねた門外不出のレシピ。

　しっとり焼き上げたミルクスポンジに、クリームとイチゴを挟はさむ。その時にイチゴのジュレを使うのが我が家のレシピの特とく徴ちよう。

　生クリームでスポンジをきれいに覆おおって、ここからが水原仕様。

　イチゴのこびとを作る。形の良いイチゴを三分の一でカット。

　ヘタの部分の下三分の二が体、丸く絞しぼった生クリームが顔、その上に載のせた三分の一がとんがり帽ぼう子し。

　チョコペンで顔のパーツや服の模様を描かいてこびとっぽくする。くつも履かせようとしたけど、難しくて断念。

　同じ位の大きさのイチゴを選んだつもりだけど、やっぱり不ふ揃ぞろいで、でもそこがこびとに個性を作っている。

　見ていたママが、チョコを溶とかしてメガネを作り出した。

　これも使って～と渡されたチョコのメガネは、水原の黒くろ縁ぶちメガネに似ていた。

　これをこびとにかけるわけにはいかないっ！　と拘こだわって、シュガークラフトで水原を作製。

　ママが手伝ってくれたので、速回しで作業は進む。

　サンタのシュガークラフトは作ったことがあるけど、水原を作るのは初めて。ふっと嫌いやみに上がった口元を意識して描いた。

　目は点だけ。メガネをかけるから、そこは簡素に。

　ママに、シュガークラフト水原にスイーツ狂きようって描いといてと頼たのんで、私はチョコプレートに文字を描く。

『Happy Birthday Mizuhara 21』と白のチョコペンで描いた後、残ったピンクのチョコペンでデコレーション。

　細かい作業は神経を使う。描き終わって、止めていた息を吐はき出す。

　それからママの方を見て啞あ然ぜん。

　スイーツ狂って描いてって頼んだのに、『スイーツ卿きよう』って描いていた。

「マ、ママっ！　違ちがう、狂うって書くスイーツ狂だよっ！」

「えっ？　そうなの!?　ごめん、スイーツ王子がいるから、スイーツ卿もいるのかと思って」

　痛つう恨こんの漢字変換ミス！　卿って画数多いのに、綺き麗れいに描けている。流石さすがはプロだ。

　チョコプレートを中央に置き、その前にシュガークラフト水原。その周囲をイチゴのこびとで囲んだ。

　更さらに生クリームとフルーツでデコレーションして完成。

　かなりの手間と時間をかけた渾こん身しんの作だ。

　じゃじゃーんと効果音付きで箱から出したケーキを見て、水原はしばし固まった。

「私が切るね。水原がやると崩くずれるから」

　自分の分を四分の一切ろうとしたところ、全力で水原に拒きよ否ひされた。

「君っ！　これは俺のケーキだろうっ！　俺の誕生日だから君はこれを作って来たんだろうっ！」

「そうだけど？」

「それなのに食べようとするのかっ!?」

「良いじゃん。味見してないし。結構な手間隙ひまかけたから私も食べたい」

　ナイフで切ろうとすると、水原が騒さわいだ。

　水原がお菓子に命をかけて取り乱すのは良く見るが、今回は今までで一番酷ひどい。

「止やめろっ！　俺のケーキだっ！　俺が食べるんだっ！　俺だけの！」

　子供の癇かん癪しやくに近い自己主張。

「そ、そんなむきにならなくても……」

　水原の勢いに、ナイフを下げる。

　切ろうとナイフを向けたところに腕うでを出すから大変危ない。
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「君にはっ！　そうだ、君にはあれをやる！　昨日届いたブランデーチョコケーキ。二万するのに四ヶ月待ちだった。十万で四苦八苦している君には一生食べられないものかもしれないぞっ！　幾らでも食べて良いからっ」

「そんな高いケーキあるんだ……って食べて良いの!?」

「食べて良いからあっちに行けっ！　スイーツ卿水原と七人のジャンボこびとたちのケーキは俺のものだっ！」

「目ざとい……スイーツ卿に気付いている」

　水原がすすんでお菓か子しを分けるなんて初めてだ。

　しかもそんな高いケーキ。そのケーキを食べさせるくらいなら、私が作ったケーキを分けた方が良いと思うんだけど。値段が全然違うし、味も遥はるかに及およばない。

「んじゃー水原の気が変わらないうちに食べよっと」

　とはいえ二万。一センチくらいで我が慢まんした。自分の誕生日に取り寄せたのかもしれないし。

　一口食べて、フォークを持つ手が止まる。一口で高級さが分かる。

　ちまちま食べる私の正面を抜ぬけて、水原はバースデーケーキを冷蔵庫にしまっていた。

「あれ？　食べないの？」

「君がいると落ち着かない」

「いや、このケーキ食べているからそっちは狙ねらわないって」

「君は油断できない」

　信用ないな。

　水原がこれはどこどこから取り寄せた限定の～とか自じ慢まんげに言い出したときは結構本気で狙うけど、今回は自分で作ったものだ。そこまでの執しゆう着ちやくはない。

「これすっごい味が濃のう厚こう」

　初めて食べる味わいに満足して、ご機き嫌げんで皿を片す。

「ところで君、材料費足りているのか？」

　今回のケーキはフルーツをふんだんに使った。それを水原は気にしているのだろう。

　水原は妙みように律りち儀ぎなところがある。

「足りてるって」

　ぴらぴらと手を振ふると、水原は眉まゆに皺しわを寄せた。

「しかし今回のケーキは……それなりに金額が……」

「いや、水原のバースデーケーキなのに、水原から貰もらってる材料費を使うわけないじゃん」

　一応プレゼントのつもりで作った。

　それなのに水原のお金を使ってはプレゼントにならない。

「ふーん……」

「じゃあね」

　軽く手を上げて家を出たあと、言い忘れに気付いて閉まりかけたドアを手で止める。

「水原。ハッピーバースデー」

　ドアから顔だけ覗のぞかせてそう言えば

「……あ、あぁ……」

　水原はちょっと照れくさそうに笑った。

　喜んでくれたようで何よりだ。頑がん張ばったかいがあったなぁと足取り軽く、部室へ向かえば。







「俺の時代がやって来た！」

「俺の時代の幕開けだ！」

「俺の時代に変えてみせる！」

　部室を開けた途と端たん、テンションマックスのメンバーが目に飛び込んできて、こっちのテンションがガタ落ちした。

　暑苦しい真夏に、暑苦しいやつらだ。

「で？　誰だれの時代だって？」

「「「俺」」」

　声を揃そろえて自らを指すメンバー。うっとうしい。

「諸君らは少し声を抑おさえたまえ。誰の時代でも良いではないか。いっそ野田の時代が来たと言うことでここは丸く収めないか？」

　うんざりした表情の有岡先せん輩ぱいが、私にクッキーの載のったお皿を渡わたす。

　まだ届けられていたんだと思いつつも、数枚残っていたクッキーを摘つまむ。

「野田の時代って、どんな時代だ？」

「そりゃ、石器時代だろ。狩しゆ猟りよう、採集、ナウマンゾウが似合うこと」

　近くにいたメンバーの額を空になった皿で打だ撃げき。ゴツンと良い音がした。

「いってぇっ！　地味にいてぇ。皿でデコ、殴なぐられた！」

「いい加減に落ち着きたまえ。情けない。強く逞たくましき空手の使い手が、土器で殴られたぐらいで泣き言を言うな」

　有岡先輩は離はなれた場所にいるので、代わりに別のメンバーの背中を蹴ける。

　油断していたのかでかい図ずう体たいがごろんと転がった。

　屈くつ葬そうしようぜ、屈葬とはしゃぐメンバーは、俺の時代云うん々ぬんと騒いでいたのを忘れているようだ。

「で？　何でみんな異常にテンションが高いんですか？　夏休みなんて殆ほとんどサークルにこないのが通年の慣ならわしなのに」

　二、三人いれば良いほうだと思っていたのに、ほぼフルメンバーが揃っている。

「あぁ。諸君らがサークル活動に励はげむ理由は実に明快。木下さんが遊びに来るからだ」

「木下さんが？　夏休み来るんですか？」

　夏休み、ミシェルは日本にいない。例年のことだが、ミシェルは始まって早々にフランスに帰省する。ぎりぎりには日本に帰ってくるのだが、一ヶ月半ほど日本不在だ。

　ミシェルがいないのに、木下さんが頻ひん繁ぱんに遊びに来るだろうか。

「ここだけの話だが、ミシェルと木下さんがうまくいってないらしい」

「え？　そうなんですか？　仲良さそうに見えましたが」

　気き障ざにならず、スマートにレディファーストをこなすミシェルは、流石さすが欧おう米べい人というべきか。

　そのミシェルにエスコートされる木下さんもとても可愛かわいらしく、お似合いのカップルだった。

「ところがどっこい、どっこいしょ」

　ごろごろとじゃれあっていたメンバーが、話に割り込んできた。

「ミシェルがクッキーを作って下さいと頼たのんだのを、木下さんが断ったらしいんだ。成功する時と失敗する時があって、うまく作れなくって嫌きらわれると怖こわいからって。ミシェルはそれが不満だったみたいだけど、いつかは作ってくれるだろうってその場は我慢したらしい」

「……へぇ」

　真実を知っている私は、複雑な心情になる。

　ミシェルはまだ木下さんが作ったクッキーを一度も食べていない。その事を木下さんは知っている。

「夏休み、木下さんはミシェルを日本に引き止めたらしい。一いつ緒しよにいたいから、帰らないでって。でもミシェルはフランスに帰国。つまりミシェルは恋こい人びとである木下さんよりもママンを取ったわけだ」

「マザコンは女の子に嫌われる一番の原因になるぞ」

「ミシェルがいないのに木下さんが来てくれるのは、俺に気があるからだと思うんだよね」

「自意識過か剰じようすぎる！　現実を見ろ！　木下さんが見つめている先にいるのはこの俺だ！」

　俺だ！　俺だ！　と主張しあいもみ合うメンバー。蒸むし暑い時期に見たくない光景だ。

「こんにちは～」

　鈴すずの鳴るような可愛らしい声が聞こえた。

　空手サークルに似つかわしくない声が聞こえた途端、居住まいを直し、礼れい儀ぎ正ただしくなるメンバー。

　木下さん専用の座ざ布ぶ団とんをそっと出し、お茶やお菓子でお持て成しする。

　髪かみをアップにし、シフォンのワンピースを着た木下さんは、柔やわらかな微び笑しようでメンバーを魅み了りよう。

　にやにやとするメンバーはいつもより二割増で情けない。

「暑いのでアイス持って来ました。皆みなさんで召めし上がってくださいね」

　木下さんの気き遣づかいにメンバーはめろめろ。

　このアイス一つあれば、どんな事でも乗り越こえられます！　と鼻息荒あらく宣言し、木下さんは若じやつ干かん引き気味。

　うっはぁーとはしゃぐメンバーは、自分の世界に入って周りが見えてない。

　俺に気があるに違ちがいない！　と思い込んで自己アピールし、挙動不ふ審しんになっている。

「……」

　私には木下さんは有岡先輩を気にしているように見えるんだけど。

　木下さんは有岡先輩の近くに座って、小首を傾かしげて先輩を見上げている。

　有岡先輩はメンバーの中で唯ゆい一いつ平常状態を保っている。

　その有岡先輩の隣となりに座るのは、気があるとかじゃなくて普ふ通つうの心理かもしれない。

　ミシェルがいなくて寂さみしいか？　と聞かれてぽっと頰ほおを染める木下さんはやっぱりミシェルに恋こいしているように見える。

　有岡先輩に気があると見えたのは気のせいかも、色いろ恋こいに疎うとい私には良く分からない。

「野田さんもアイスどうぞ。バニラ好きかしら」

　木下さんがバニラのカップを私に差し出した。礼を言って受け取る私を押しのけるメンバー。

「はは！　野田は大好きなんですよ、ハニワ」

　うっとうしいので、蹴り飛ばす。

　前のめりに倒たおれこんだが、アイスを庇かばったので顔面をぶつけていた。いい気味だ。

　野田っ、てめぇ！　と嚙かみついてきたが、他メンバーの木下さんへの自分アピールにそれどころではないと悟さとったらしく、負けじと参戦しだした。

「これ、見てくださいっ！　俺、この間の大会で銅メダルを取ったんです」

　表ひよう彰しよう台でメダルを受けている写真をどこからか取り出した。

　一位の選手の顔をぎゅっと指で隠かくし、自分だけを見せている。写真の持ち方が不自然極きわまりない。

「おめでとうございます。頑張ったんですね」

　賞賛を受けたメンバーはでれっとしながら、愚おろかにも木下さんに写真を手て渡わたしている。

　その大会で優勝したのは、有岡先輩だ。写真は先輩に焦しよう点てんを当てていた。

「あら、やっぱり有岡先輩は強いのですね」

　当然のことながら、木下さんの意識は中心の先輩に行ってしまった。

　悔くやしげに床ゆかを叩たたいているが、少し考えれば分かることだ。

「有岡は、全国で上位に入るほどですからっ！　規格外の有岡を抜ぬかせばこの中で一番強いのは俺なんですよっ！　だから何かあれば俺が……」

　気を取り直し、力こぶを作りながら起死回生を試みるも

「野田だろっ！」

「二番は野田だろーがっ！」

「野田に敵かなうと思ってんのかっ！　打製石器を使わなくてもお前なんて一いち撃げきだぞっ。野田に謝れっ！　調子に乗ったこと謝れっ」

　最後まで言わせてもらえずに、全否定されている。

　そうなんですか？　とちょっと目を丸くした木下さんに見つめられ、照れ笑い。

　空手に男女混合戦はないので目に見えての証明は出来ないが、私の実力もそれなりのものだと自負している。

　三番は俺だ！　いいや、俺だ！　木下さんの前で喧けん嘩かすんな、俺に決まってんだろうがっ！　とドタバタと無む駄だな張り合い。

　八日目のセミよりもうっとうしいこんな俺、どーっすか!?　アピールにも、柔らかい笑えみを浮うかべながら相あい槌づちを打っていた木下さん。

　そんな木下さんが時計を見て

「では私はそろそろお暇いとまします。暑いですけど頑がん張ばって下さいね」

　可愛らしい声で激げき励れいの言葉をかけて、部室を出て行った。

　それを満面の笑みで見送ったメンバーは、部室のドアが閉まるなり、テンションを急落させて、ぐてっとだれ始める。

　あちぃ、と言いながらシャツを脱ぬぎ出すわ、誰だれのものか分からない靴くつ下したで汗あせを拭ぬぐうわ、どこに隠したっけ？　と物を投げながら秘蔵のアイドル写真集を探すわ、やりたい放題だ。

　木下さんの残した柑かん橘きつ系のフレグランスが一いつ瞬しゆんで汗あせ臭くさく、男臭いものにかき消される。

　この男子校に有りがちな空気が、私以外の女子を獲かく得とくできない原因だと思う。

　サークル紹しよう介かいの時とかは、外交担当の有岡先せん輩ぱいが出張っているから何人かの女子が入部を検討してくれるけど。

　この臭しゆう気きと部屋の有様とそれらの大おお本もとであるメンバーのデリカシーの無さを見るなり、絶対無理！　の四字を顔面に張り付かせる。

「我が慢まんできない時は、根源の元を絶てばいいんだよ」

　フォローして実じつ践せんしてみたけど、彼女たちの訪おとずれは二度となかった。




[image: ]




　そんな風にバタバタ過ぎていく夏休みのとある日。

　水原の家のドアを開けた瞬しゆん間かんに異変を感じた。いつもは温暖化を考えろ！　と責めたくなるほどの冷気が流れてくるのに、大した温度差を感じない。

　変だなと思って部屋に上がれば、真っ赤な顔をした水原が出てきた。

　一昨日おととい、十八度設定のまま寝ねてしまい、当然の結果風邪かぜを引いて、現在三十七・七度の熱があるらしい。

「お前……バカだな……」

「ごほっ……君如ごときの偏へん差さ値ちが俺をバカといえるとは。身の程ほど知らずが、ごほっ、俺は、ほぼトップで大学に入学し、それ以後もそれを維い持じしている天才だ。げほっ偏差値七十は下らない類たぐい稀まれな、ごほっごほっ」

　アホだと思いながら背中を摩さすってやる。

「うー俺のことは気にせず、君は作っていてくれ。ごほっ、今日はレモンケーキだったな」

　ごほごほ言いながら、キッチンを指差す水原。ふらふらとして、気にせずといわれても気になる。

「薬は飲んだ？」

「いや、薬の類は飲まない。脳に良くないからな」

「あーいるいる。意味の分からない理由で薬を拒きよ否ひの人間」

　水原をベッドに戻もどし、もう一度外に出る。

　コンビニでお粥かゆとスポーツドリンク、栄養ドリンク、風邪薬と冷れい却きやくシートを買う。

　レモンケーキを作ろうと思ったけど、予定変へん更こう。

「君、どこに行ってたんだ？」

「コンビニ、薬買ってきた」

「俺は飲まないぞ」

「無理やり飲ます」

　お菓か子ししか食べていないだろう水原に温めたお粥を渡わたす。

　製せい菓かを除き壊かい滅めつ的な料理しか出来ない私は、お粥を作ることすら困難だ。

　しかし温めれば良いだけのお粥はコンビニで簡単に手に入る。便利な世の中だ。

「窓開けなよ。空気が悪いから咳せきが出るんだよ」

　遮しや光こうカーテンと窓を開け、空気の入れ替かえをする。

「止やめろ。ごほっ、窓を開けると熱気と猫ねこが入ってくる」

「熱気は分かるけど、猫って……」

　呆あきれて振ふり返る私の足元から、うにゃーという鳴き声が聞こえた。

　猫だ。真っ黒な猫が、足を折りたたみ、お腹なかをフローリングにつけてリラックスしていた。

「隣の家の猫だ。いつも俺の部屋の窓に張り付いて涼りようを取っている」

「あれ？　ここってペット可だっけ？」

「いや、不可だ。隣の家の子が餌えさをやるので居ついたらしいぞ」

　適温の水原の部屋で、避ひ暑しよする気満々の猫。

　大人しく隅すみで丸まっているし、水原も溜ため息をついてそのまま無視しているので、私も気にしないことにした。

「薬飲みなよ」

「その薬の成分が、脳のう細さい胞ぼうに悪い影えい響きようを及およぼす可能性も否定できないだろう」

　良く分からない持論を展開しだして、なかなか薬を飲まない水原。副作用がどうの、薬を服用する時は専門家の判断が必要不ふ可か避ひどうたら。

　面めん倒どう臭くさいので、無理やり飲まそうとすると

「止めろっ！　苦い！」

　と本音を零こぼした。

　だらだら理り屈くつ臭くさいことを言ってたけど、本心はしょうもない。

　右手で口をカバーしながら、左手で近寄るな！　のジェスチャーをしている。

「喉のど元もと過すぎればなんとやらって言うじゃん」

「使い方、間ま違ちがってるぞっ！」

　そのことわざは江え戸どのなんちゃら～とご教授を始めた水原の口に素す早ばやく薬を押し込む。

　水原はふぐっと口を押さえ、私が持っていた水を奪うばってがぶ飲み。

　容易たやすいミッションだった。

　冷却シートを貼はりながら、額をどんと押してベッドに寝かす。

　ぶつぶつ文句を言っている内に、風邪薬の睡すい眠みん効果が効いて水原は眠ねむってしまった。

　ドアをしめて、ちーちゃんに電話をする。

「ごめん。今日の合コン行けなくなった」

「え？　何で？　さーちゃんと良い感じだったＷ大のあの男の子も来るのに？　さーちゃんも気に入ってたでしょ」

「うーん、そうなんだけど。友達が風邪引いてさ。その子一人暮らしだから一応夜までついていることにする」

「勿もつ体たい無いけど仕方ないわね。じゃあ、またＷ大の子とセッティングするわ」

　ドタキャンを謝って電話を切る。

　話し声で起こしたかと覗のぞくと、水原はさっきと同じ体勢で寝ね息いきを立てていた。

　そっとドアをしめて、いつもよりゆっくりと静かにお菓子を作る。

　レモンケーキはハンドミキサーを使うので、その音で水原を起こしてしまう。

　水原は風邪だし、食べやすいババロアとゼリーを作ることにした。

　ゼリーはこの間使ったフルーツが残っている。それをたっぷりゼリー型に入れて粗あら熱ねつを取ってから冷蔵庫に入れる。

　ババロアはママと作ったイチゴのジャムを混ぜ込んで、柔やわらかめに仕上げる。

　それほど面めん倒どうな作業がいらないので、すぐに作り終わってしまう。

　しかし固まるのに、数時間かかるのだ。課題をやりつつ時間を過ごす。

　しばらくすると

「いるのか？」

　水原の声が聞こえた。時計を見ると十九時を過ぎている。

　いるよ、と返事しながら部屋に入ると、水原が半身を起こしてこっちを見ていた。

「何をしているんだ？」

「課題しながら、お菓子の仕上がりを待ってた」

「こっちの部屋でやればいい。いくらキッチンが好きだと言っても課題をしづらいだろう」

「いや、水原寝てるじゃん。隣となりに私がいたら気にならない？」

　別に、と首を振るのでテーブルを片付けてノートを広げる。夏休みの課題は結構な量で、毎年ひーひーしながら終わらせるのだが、今年は余よ裕ゆうのスピードだ。

　水原は菓子が絡からむとバカなことをするが、学問の分野では天才としか言いようがない。

　君に分かるように説明するのは難しいとか、君の理解度の低さが理解不能とか嫌いやみを言いながら、分かりやすく教えてくれた。

「汗あせかいているから、水分取りなよ」

　言いながらスポーツドリンクを渡す。

　いつも涼すずしげな表情で、汗をかかない環かん境きようにいる水原の赤い頰ほおは大変珍めずらしい。

　もっと言えば、メガネを外した水原を見るのは初めてだ。

　その珍しい顔面をまじっと見た後、水で絞しぼったタオルを渡す。

「君、今日はどこかに行く予定じゃなかったのか？」

「いや、何もないけど？　何で？」

「シャツじゃないから」

　ちーちゃんがコーディネートしてくれた服だ。

　ちょっと良いなと思う人が今日の合コンのメンバーにいて、それを知っているちーちゃんがこれを着て来いと言い張った。

　首で肩かたひもがクロスされているキャミソールに、薄うす手でのストール、水色のキュロットは左についている小さめのリボンがキュートだ。

　シャツとズボンばかり着回ししていたので、最初は抵てい抗こうがあったし慣れなかったけど、着こなしが分かってくると楽しめるようになった。

「シャツじゃない服も最近買うの。で、もう夜だけど食べたいものはある？」

「今日は君、何の菓子を作ったんだ？　レモンケーキじゃないな？」

「そういうところ鼻が利きくね。ババロアとゼリー。咳していたから、ちょっと喉のどが痛いかと思って喉のど越ごしが良いものにした」

「レモンケーキはいつだ？」

　ごほごほ言いながらも、お菓子に対する執しゆう着ちやくを捨てない水原はある意味天晴あつぱれだ。

　水原はスポーツドリンクを飲まずにベッドサイドに置いた。

「水分取らなきゃダメじゃん」

「苦手なんだ。この類たぐい」

「うわぁ、好き嫌きらい多い男だな。面倒臭い奴やつ。仕方ないな、ちょっと待って」

　キッチンに行き、レモンケーキに使うはずだったレモンを搾しぼる。

　レモンと通常より多めのはちみつと少しの生しよう姜がを混ぜて、レモネードを作る。

　沸ふつ騰とうしたそれに氷を入れて少し冷やす。輪切りにしたレモンを沈しずめて、ストローを挿さした。

　家ではレモンのはちみつ漬づけを使って作るのだが、水原の家にはない。

「ほら、これは？」

　レモネードを渡すと、水原は黙だまって飲みだした。

　不要になったスポーツドリンクを飲んでいると、うにゃーと鳴き声が聞こえた。

　猫の存在を忘れていた。スポーツドリンクを見てにゃぁっと鳴いているので、何か飲みたいのかと牛乳を平皿に入れてみると飲みだした。

「猫は？」

「窓を開ければ勝手に帰る」

　へぇっと頷うなずきながら時間を確かく認にんする。

　水原にご飯を食べさせて、薬を無理やり飲ませたら帰るとしよう。

「あんまり食しよく欲よくがない」

「ババロアとゼリーは？」

「ババロア」

　はいはいと返事をして、冷蔵庫からババロアを取り出す。

　水原は億おつ劫くうそうにババロアを食べている。熱は下がったように見えるが、微び熱ねつが残っているのかもしれない。

　自分の分のババロアを食べながら、レモネードの追加を作る。これなら水原も飲めるようだし、生姜を多めに入れれば喉にも良い。

「ほら、薬」

「ゼリーは？」

「ゼリーも食べるのっ」

　食欲がないようなことを言っておきながら、お菓か子しは別らしい。ゼリーを差し出すと、それもゆっくりと食べた。

　そのまま寝ね転ころがろうとするのを阻そ止しして、無理やり薬を飲ました。冷却シートを貼りながら、ベッドに突つき倒たおす。

「んじゃあ、私は帰るけど。明日あしたもちゃんと薬を飲みなよ。夜中、熱が上がって死にそうになったら電話して。仕方ないから救急車呼んであげよう」

「君に電話できるくらいなら最初から救急車を呼ぶ」

　そりゃそうだと笑いながら、水原の家を出る。

　翌日、水原からメールがあった。水原から菓子に関すること以外でメールが来るのは初めてかもしれない。

　いつも件名にのみ記入だ。今回初めて本文記入。

　件名には、レモンケーキ。本文には、風邪かぜ治った。

　これを打つのに水原はどんな顰しかめっ面つらをしていたんだろうと想像して、笑えた。
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　バイトとサークルと水原と合コンと、そんな流れで過ごしている内に夏休みも後半に入った。

　残暑厳しい、そんなとある日。私は一いつ匹ぴきの猫ねこを抱だいて、遠い目をしていた。

　お金っていうのは稼かせぐのにどんなに苦労しても、一いつ瞬しゆんでなくなるものなんだなぁ～とその儚はかなさを実感して。

「お姉ちゃん、本当にありがとう。デビーナがぐったりしているって聞いてびっくりして……でも足の怪け我がだけで良かった」

　デビーナというのは隣となりの家の黒くろ猫ねこのことだ。

　隣の子は鳴き声からウーナと名づけたらしいが、水原はデビルと命名。

　窓に顔面を押し当てた猫は鼻が潰つぶれて舌が伸のびて、かなり恐おそろしい顔だったらしい。

　ウーナとデビル、名付けで揉もめて、話し合ってデビーナ。

　隣の家の猫なんだから、ウーナって呼びなよと言ったけど、水原はあいつはデビルだと譲ゆずらない。大人気ない。

　デビーナは隙すきを見ては、水原の家に侵しん入にゆうするふてぶてしい性格だった。

　夏休みなので、隣の家の子がデビーナを迎むかえに来て、そのままお菓子を分けることもしばしばあった。

　流石さすがの水原も子供相手に嫌いやみは言わないが、むっすーとしている。

　エアコン前を陣じん取どるデビーナに

「このデビルがっ！　君のせいで俺の取り分が減ったっ」

　長々八つ当たりをしていた。

　子供に言うのは我が慢まんしているようなので、見なかった振ふり。

　デビーナもストレスをぶつける水原を相手にしていないようだったし。

　子供の母親も一度挨あい拶さつに来た。うちの子と猫がいつもすみませんと、手て土産みやげ片手に頭を下げる母親。

　いえ別にと無ぶ愛あい想そうに返す水原をどつく。

　シングルマザーのようで、昼も夜も働きに出ているようだ。

　派手な独特のメイクは夜の商売のようだけど、礼れい儀ぎ正ただしく優やさしそうなお母さんだった。

　そのお母さんを思い出し、隠かくれて小さな息を吐つく。

　一昨日おととい私は、アパートの前でぐったりしているデビーナを発見した。

　びっくりして近くの動物病院に連れて行くと、左足に釘くぎ状のものが刺ささって化か膿のうし始めていると説明を受けた。

　膿うみを取ってもらって、細さい菌きんに感かん染せんもしていたので二日入院して、穴状の傷口を縫ぬって貰もらった。

　運悪く、お隣は親子同どう伴はんサマースクールのキャンプに参加していて留守だった。元野の良らのデビーナは餌えさと水を用意しておけば、三日くらい留守にしても問題ないらしい。

「あ、これ化膿止め。あと抗こう生せい物ぶつ質しつの入った塗ぬり薬と消毒薬。詳くわしい方法はこの紙に書いてもらってきたから。包帯はなるべく小まめに取り替かえるように言っていたよ」

「うん。ありがとう。……ねぇ、お姉ちゃん……病院代、いくら？」

「あぁ、そんなにかかってない。私の知り合いの獣じゆう医いに連れて行ったの。軽傷だったから診しん察さつも治ち療りようも簡単にすんで四千五百円だったよ」

「そうなのっ？　良かったっ！　僕、お母さんに頼たのんで貰ってくるね。ありがと！」

　不安そうな顔を一転し、ぱっと顔を明るくした男の子は、デビーナを抱かかえてバイバイと手を振った。

　その子に手を振り返し、家の中に入る。

　お菓子の材料を置き、はぁっと溜ため息をつく。

「君、噓うそを吐いたな。保険が利きかない猫の治療が千円単位ですむわけがない」

「……」

「しかもその病院はうちから一番近いところじゃないか。君の知り合いっていうのも噓だな」

　水原の言うとおりだ。

　治療費、薬代、入院代含ふくめて驚おどろくべき料金がかかった。

　動物病院は診察代の差が大きいらしい。私が駆かけ込んだ動物病院の価格は、通常よりも高めだった。

「幾いくらだ？　俺が払はらって」

「良い。そもそも私の判断で勝手に連れて行ったんだし」

　デビーナは野の良ら猫ねこだった。軽傷なら自然治ち癒ゆしたかもしれない。

　それなのにぐったりしているデビーナにパニくった私が、勝手に病院に連れて行ったのだ。

　しかも料金設定が高めの病院に。その高額な治療費を水原や隣に請せい求きゆうするのは、不条理な気がするし、私自身納なつ得とくできない。

「でも君。使った金は、君が貯ためていた宿しゆく泊はく費だろう」

　バイト代はもうゼロに近い。

　無言のまま俯うつむいた私を、水原は馬ば鹿かにするように鼻を鳴らした。

「なら貸してやる。返すのはいつでも良い」

「良いってば」

　借りたお金でパパとママを高いホテルに泊とまらせるのも何か違ちがう気がする。

「じゃあどうするんだ。パリの限定スイーツは」

「諦あきらめるしかない。今からじゃ到とう底てい稼かせげない金額だし、幸いパパとママにはまだ何も言ってない段階だし」

　ママが憧あこがれていたスイーツを食べさせてあげられると思っていたので、悲しくなってきた。

　それはデビーナのせいじゃないし、判断した自分の責任だ。

　あのまま放置してデビーナに万が一の事があったら、ずっと後こう悔かいする。

　かといってその治療費を隣りん人じんが払ってくれたとしても、そのお金でパパとママを送り出すのに罪悪感を持ってしまう。

　偽ぎ善ぜんなのかもしれないけど、あれは私にとっては最善の判断だった。

「君、馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどのお人よしだな」

「うるさい」

　潤うるんだ目を誤ご魔ま化かすように怒ど鳴なる。仕方ないと思いつつも、やりきれない気持ちもある。

「詐さ欺ぎとかに遭あいそうだ。そういえば君の名前、狭霧だったな」

「詐欺と関係ないっ！　ばかっ」

　水原は眉まゆ根ねを寄せ、八つ当たりは止やめろと言いながらメガネをかけなおした。

　メガネの奥の目が、半泣きで俯いた私をじっと見ていた。

「十万程度で面めん倒どうなやつだ。俺にとっては大した額ではないのだから軽く受け取れば良いものを。全く、これだから貧民は困る」

　腹が立つ言い方に、目を拭ぬぐって水原を睨にらむ。

　今の不安定な気持ちに水原の金持ち発言は、殺意を覚えるレベルだ。

「だが君でも二日で十万稼ぐ方法はあるぞ」

「やばいことはやらない」

　二日で十万なんて高収入、違い法ほうキャバクラとか怪あやしい仕事しか思いつかない。

「何も臓器を売れと言っているわけではない」

「それは全く考えてなかったっ！」

「十月の中ちゆう旬じゆんに行われるＫ大の秋風祭」

「へ？」

　秋風祭というのは大学見学も兼かねた大規模なＫ大の学園祭だ。

　毎年数千人が来校し、結構な賑にぎわいを見せる。

「その秋風祭で、君のスイーツを売るんだ」

　水原の提案が飲み込めず、私はしばし固まっていた。

「お祭りで……十万も稼げるもの？　それって材料費とか機材レンタルとか……」

「純利益で十万だ。しかし現段階ではリサーチ不足だな。君は菓か子しを作っていろ。俺は少し調べ物をする」

　パソコンを立ち上げ、どこかに電話までかけ始める水原。

　全国スイーツウォッチングの会、会員の水原ですけどと名乗っている。

　どこにかけてんの？　そして一体何の会員？

　画面をスクロールするスピードが速い。物もの凄すごい集中力で文字を追っている。

　何だか良く分からないが、当初の予定通りお菓子を作ることにする。

　嫌いやな事があった時、落ち込んだ時、お菓子作りを楽しむのがママ直伝の気持ちの立て直し方。

　気を取り直してベリータルトを作り始める。

　レーズンを入れたタルト生き地じをしっかりと焼き込み、アーモンドクリームとカスタードクリームを分厚く重ねる。

　フォークを入れたら崩くずれてしまいそうなほど、ブルーベリーとラズベリーを盛って、ナパージュでキラキラと艶つや出だし。

　粉砂糖を振って、ミントを添そえ、彩いろどり鮮あざやかに仕上げる。

　没ぼつ頭とうしていたら、いつの間にか数時間経たっていた。

「水原。ケーキ出来たよ」

「あぁ、こっちも大体の計画は立った。学園祭の実行委員にも詳しよう細さいは確かく認にん済みだ」

「あのさ、さっぱり分からないんだけど。どういうこと？」

「そのまんまだ。君が金を貰うのも借りるのも嫌だと言いつつ、はぐれこびとみたいな顔をするから。だから俺は、君が納得できる十万の稼かせぎ方を考えたんじゃないか。学園祭でお菓子を売って十万を稼ぐ」

「……無む茶ちや」

　ケーキナイフでタルトを切りつつ、水原の案をダメ出し。

　去年空手サークルでアイスを売った。その結果、四万の赤字。

「十月の涼すずしくなる頃ころにアイスは、良い選せん択たくではないな。しかも去年の学園祭は二日とも雨が降り、肌はだ寒ざむかった」

　売れ残り多数。保存はドライアイスを使ったのでその費用も多めにかかった。

　女の子がアイスを食べている姿って可愛かわいいよなとメンバーの下らない理由で決めたので、元から大して期待していなかったが、まさか四万も赤字になるとは思わなかった。

　それもこれも、ただアイス売るだけじゃつまらないよな～トッピングも買おうぜとか、スプーンを可愛くしようぜとか、衣装を作ろうぜとかメンバーのいらんアイデアによる無意味な出費が多かったせいだ。

　有岡先せん輩ぱいがアイスの着ぐるみをまとって得意げに登場した時は、本気で蹴けりを入れた。

「たくさん作れて、コストが安い菓子は何だ？」

「クッキーかな」

　タルトをフォークで突つき刺さしながら答える。

　タルトは良い出来だった。ベリーの酸味と濃のう厚こうなクリームがさくっとしたシンプルなタルトを引き立てている。

「クッキーだな。一日で作れる最大数は？　単価はいくらだ？」

「……分かりません」

　一日で何枚クッキーを作れるか、限界にチャレンジした事は勿もち論ろんない。売ろうと思った事もないので、単価など考えたことがない。

「次に来る時まで、出しておいてくれ。クッキーを作るのにかかる大体の材料費、一日で作れる最大数。あとはどんなクッキーを作るか、レシピも持ってきてくれ。デザインもな」

　走り書きしてある紙を見ながら、水原が次々と話を進める。

　付いていけずにぽかんとする私を置き去りに、どんどん前へ行く。

「実行委員への申し込みは、既すでに始まっているらしい。その辺りは全すべて俺がやっておく。君は学園祭のクッキーと、俺の菓子を作るのに励はげめば良い」

「そこはさ、クッキーだけに専念しろとか言って」

「最大の問題は保健所と食品衛生法だな。これをどうするか……」

「法律をどうするかって言われても……。クッキーとかケーキとか事前調理したものの販はん売ばいは許可が下りないんじゃなかったっけ？」

「それをどうにかするんだ。家庭での調理が許可されていない問題をどうクリアするかが最大の難関だ」

　水原の案は無む謀ぼうすぎる。

　食中毒に関して特に煩うるさくなっているし、許可が下りるとは思えない。

　タルトを作りながら、気持ちは切り替かえた。

　あの幻まぼろしのケーキは夢のままとっておいて、これから貯めるバイト代で美味おいしそうなパリのスイーツでも食べてもらえば良いのだと。

　一日三食スイーツ推すい奨しよう会、役員の水原ですが、とまたどこかに電話をかけている。

　役員？　と水原のプライベートに謎なぞが深まったが、追究するとややこしくなりそうなので聞かなかった事にした。
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　夏休みが終わりに近づいて、気持ちを通常に切り替えなくちゃと思った頃、水原からメールが来た。

　今度は何の菓子だよ、と思いつつメールを開く。件名には許可取れた、と書いてあった。

　水原の本気を悟さとり、慌あわてて電話する。

「食品営業許可がある製造物専用の厨ちゆう房ぼうと食品衛生管理者を探すのに苦労したが、会員の伝つ手てを辿たどって何とかなった」

「は？　えーっと……はぁ？」

「クッキーのレシピとデザインはどこだ？」

「……どこかな？」

　遠い目になる。水原が本気で取り組んでいるとは思わなかった。

「明日あしたまでにレシピと検便を提出するように」

　はぁ、と気のない返事をする私の手に、袋ふくろが渡わたされる。検便用のキットだ。

「念のために事前確認しておく。君、ギョウ虫とサルモネラ菌きんは飼っていないだろうな？」

「いや、飼ってないよっ！」

　いたとしても好きで飼っているわけではない。

「この検査に合格すれば、無事に保健所から許可が出る。それさえ下りれば、実行委員も許可すると言っている。六人以上の構成人数が条件なので、俺が三人、君が三人の計六人で申しん請せいしておいた。そのつもりでいてくれ」

「どのつもりだよ」

　そんな無茶しないで名前だけ友達に借りればいいじゃんと言えば、友などいないといつもの切り返し。

　そのまま水原の家に行けば、いつも整っている部屋が散らかっていた。

「これ何？」

　こびとの絵が描かかれたカードが多数。

「あぁ、クッキーに付けるカードの試作品だ。俺と君しかいないし、いかに短時間でクッキーを多く売るかが要かなめとなる。一つの作戦としてこのカードを使う」

　水原がパソコンを操作しながら、プリンターを動かした。

「俺の高校の体育祭の競技に障害物競走があった」

　いきなり高校の体育祭に話が飛んだ。

「障害物競走？」

　水原は障害物競走に出るイメージじゃない。パン食い競走に真しん剣けんに取り組んでいそうだ。

「その中にハードルの下をくぐる障害があった。五レーンあり、ハードルは五つ並んでいたが、みんな高さと広さが違ちがう。左側が一番狭せまくて低い。当然くぐるのは一番難しい。右側は一番広くて高い。つまりくぐり難にくい順に左から並んでいた」

「ふーん。平等じゃないんだ。……で？」

「左が一番くぐりにくいにも拘かかわらず、生徒は左のハードルをくぐろうと殺さつ到とう。何故なぜだと思う？」

　格好いいから？　と答えつつ、話の意図が読めなくて首を捻ひねる。

「障害物競走で格好良さをアピールしようとするのは格好悪いだろう。そうではない。ハードルには東大超一流、一流、そこそこ、三流、浪ろう人にんと貼はってあったからだ。もちろん一番狭きハードルは東大。簡単にくぐれるハードルは浪人。三年生ともなると熾し烈れつな争いだった」

　流石さすがは進学校と感心する私の前に、水原は四枚のカードを並べた。

「縁えん起ぎというのは担かつぎたいものなんだ。それを思い出して、考え付いたのがこのカードだ」




　一枚目のカードにはヒゲと髪かみがぼっさぼさでジャージを着ている小太りのこびとが描えがかれていた。

　ニートこびと。好物は親の臑すね。




　二枚目のカードはパンクファッションに金きん髪ぱつのこびと。

　夢追いこびと。好物はラブ・アンド・ピース。




　三枚目のカードはスーツを着た、特筆すべき特とく徴ちようがないこびと。

　ノーマルこびと。好物はカレー（中ちゆう辛から）




　四枚目は、ブランドのスーツを着た黒くろ縁ぶちメガネをかけたこびと。

　エリートこびと。好物はスイーツ。




「何これ？　ってエリートこびと、水原に似すぎ。誰だれが描いたの？」

「俺」

「自画像!?」

　他ほかのこびとも水原が描いたらしい。意外な才能を知った。

「借りる厨房と食品衛生管理者のお店の商品販売が協力条件としてある。そこまで無理な数ではないので売るには困らない。むしろ足りない量だろう」

　その店のサイトに繫つないで、画像を出す。美味しそうなパウンドケーキで、料金も手て頃ごろだった。

「クッキーに四枚のこびとカードをつける。エリートこびとが入っていた人にだけパウンドケーキを売ることにする」

　水原はエリートこびとの好物の下の欄らんに、『このカードを持つ人だけパウンドケーキを限定販売します（￥３５０）』と書き加えた。

「ノーマルこびとはさて置き、ニートこびとと夢追いこびとが出た人は、何だか縁起悪いな、もう一個買ってみようかな？　と思うはずだ。またエリートこびとを持つ人は限定なら買っておかないと損かな？　と普ふ通つうに売っているよりも購こう買ばい意い欲よくが増すに違いない」

「大学生が多い学園祭で、しかも就職氷河期の内定取り消しも多々起こる世せ知ち辛がらいこの時代に、良くそんな人の心を抉えぐる策を考え付くね」

「童話とは残ざん酷こくなものだ。このカードの後ろに成分表示と材料表示を印字する。その辺はアレルギーの問題もあるから正確にしてくれ」

「あぁ、うん」

　カードは端はしに穴を開け、小さなリボンが付いていた。

　内容はともかく、手が込んでいるのが分かる。

「あとはどうやって売るかだ。考えたが移動販はん売ばいが一番良いと思う。他の飲食物の出店はその場で調理が殆ほとんどだから、場所は決まっている。しかしクッキーなら移動は簡単だ」

　計画書をまくる水原。

　次のページには、スーパーのカゴのようなものが描かれていて、中にクッキーが入っていた。

　その下には学内地図が載のっていて、回るルートが描かれていた。あっち行ってこっち行ってとぐるぐるしている。

「学内のイベント、人気が高いお笑いライブやミスコンだな。それが始まる前を狙ねらう。早めに席を取って時間を持て余している奴やつらを対象に売り歩く」

　ルートは人が集まる場所の、コアな時間を狙って設定しているらしい。

「あとはお店の名前なんだが、これが未いまだ定まらない。パンフレットに載るものであるし、インパクトがあって、興味を引くような店の名前があれば良いんだが」

「店の名前かぁ」

　二人でうーんと頭を捻る。

『ＪＫキッチン』と、ジャンボこびとを由来とする水原の案は、私が却きやつ下か。

『クッキーの店』とそのまんまの私の案は、水原が却下。

　ああだこうだ、と長い時間をかけて議論したにも拘かかわらず決まったお店の名前は

『こびとのクッキー』

　捻りはない。私と水原の妥だ協きよう点が重なったのがそこだった。

　その日からひたすら、学園祭出店の準備に追われることになった。

　でも自分が作ったものを売るのは初めてだし、楽しくなってきた。

　ママにアドバイスを貰もらったり、協力してくれるお店に打ち合わせにいったり、レシピを改良したり、安くて良い材料を探し歩いたり、忙いそがしくも充じゆう実じつした日を送っていた。

　何より水原が真剣なので、こちらも真剣にならざるをえない。

「十万稼かせぐのに、こんなに時間をかけて苦労するのは初めてだ」

　文句を言いながらカードを作る水原。

　ぷんぷんしながら、几き帳ちよう面めんにカードを切って、器用にリボンをつけている。

　最初に言ったとおり、クッキー以外の手配は全すべて抜ぬかりなく水原がやってくれている。

　私はただひたすらクッキー作りに打ち込むだけ。

　クッキーは型抜きクッキーにした。水原の家には使いきれないくらいクッキー型があったし、見た事がない面おも白しろいものもたくさんあった。

　クッキーは一袋ふくろ五枚入り、二百五十円で販売する。一日六万が売り上げ目標で、二百四十袋売らなくてはならない。

　千二百枚クッキーを焼くのはかなり厳しいけど、お店には大型のオーブンがあるのでそれに期待。

　一回で五十枚焼けるので、二十四回。単純計算はその回数だけど、焼き損じも考こう慮りよして焼く。

　クッキーは五種類の型を選んだ。秋風祭にちなんで、秋らしい形をチョイス。

　まずはリンゴ。

　刻んだリンゴの甘あま煮にを入れるのがポイント。

　リンゴとシナモンの味が際きわ立だつけど、リンゴの水分で柔やわらかめになるので型抜きに時間が掛かかるのが問題点。リンゴの型抜き自体も、ヘタの部分が細いので失敗しやすい。

　型を抜きやすくするのが改良ポイント。

　二つ目はどんぐり。

　帽ぼう子しの部分はココアクッキー。茶色っぽくするのにココアかコーヒーか悩なやんだけど、やっぱりベーシックなココアにした。

「どんぐりの粉を混ぜてみたらどうだ？　どんぐりパウダーというのが売っているらしい」

「ふーん。本物のどんぐりで作ったクッキーなんてあるんだ」

「あぁ。縄じよう文もん時じ代だいの遺い跡せきから発はつ掘くつされたから縄文クッキーとも言う」

「縄文!?　石器時代じゃん。絶対やらない」

「何で怒おこるんだ」

　水原がちょっと怪け訝げんそうな顔をしていたが、どんぐりのクッキーはココアクッキーに決定。

　三つ目はきのこ。

　悩んだのはきのこの傘かさの部分をどうするか。

　チョコチップを交ぜるか、レーズンを交ぜるか、溶とかしたチョコでコーティングするか。

「きのこと言えば毒きのこだろう」

　水原は妙みように毒々しいきのこをデザインした。

　きのこの素人しろうとでも絶対食べないであろう毒性を感じる。

　きのこの傘の部分は、ピンクに着色。それからホワイトチョコチップで水玉模様。

　傘部分とそれ以外の型抜きを分けなければならないのが手間。

「なかなかのこびと茸だけだな！」

　毒っぽいその仕上がりに、水原もご満まん悦えつ。

　四つ目はリーフ。

　落ち葉っぽくするために茶葉を交ぜ込む。

　クッキーの生き地じに、ミキサーで細かくしたアールグレイを交ぜて焼くだけなので一番簡単。

　リーフ型も細かい部分がないので、さくさく進める。風味が良い紅茶を安く仕入れるのがポイント。

　五つ目はこびと。

　これにはもう水原が煩うるさかった。

　型の数も膨ぼう大だい。こびとの型抜きってこんなにあるんだーとびっくりしたら、水原はインターネットで世界中をリサーチしていた。

　無む駄だな行動力を発揮。せっかくの語学力を無駄に使用。

　私が選んだのは、ドイツ製のこびとの型。

「この型か。良いんじゃないか？　グリム童話発はつ祥しようの地だな」

　使いやすさと可愛かわいさで選んだだけでグリム童話は関係ないけど。

　こびとのクッキーは手間と時間がかかる。

　デザインを簡略化したり、手順を変えて無駄な時間を少なくしたり、改良はしている。

　こびとの形にくりぬいたクッキーをアイシング。その上にチョコペンで服の模様を描えがき、カラーアラザンで飾かざり付け。

　見み栄ばえが良くて、描きやすい服の模様を試行錯さく誤ごした。

　色んなものが形になってきて、どこから仕入れたのか食品用のラッピング袋ぶくろと完成済みのカードが水原の家で山積みになって、ワクワクしてきた。
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　学園祭まであと少し、というところで有岡先せん輩ぱいから呼び出しがあった。

　最近は準備にかかりきりで、部室には全く顔を出してなかった。

　合間を縫ぬって部室に向かえば、しーんと静まり返っている。

　いつもは外からでも暴れる音や騒さわぐ声が聞こえているので、誰だれもいないのかもしれない。

　呼び出しておいてどういうことだ！　と乱暴にドアを開くと、メンバー全員が揃そろっていた。しかし何故なぜか葬そう式しきのように静まり返っている。

　悲しげな顔をしたミシェルに、気まずそうな顔をしたメンバー。

　唯ゆい一いつ普ふ段だん通りの有岡先輩が、私に気付きちょいちょいと手招きをした。

「何ですか？　この通つ夜やみたいな雰ふん囲い気き」

「心配するな。誰も死んではいない」

「その可能性は考えてません」

　殺しても死なないメンバーの集まりだ。

　部室の中に入ると集まる視線。

　私の全身に目を走らせ、はぁと溜ため息を吐つくメンバー。情けない顔で沈しずみ込まれても、状じよう況きようが分からない。

　私を見ては溜め息を吐かれる原因が分からず、何なんだ？　という顔をしていると有岡先輩が状況を説明してくれた。

　それによると、日本に帰国したミシェルと、木下さんは部室でデートをしていた。

　ミシェルの里帰りに不満を持っていたらしい木下さんは、そんな様子を微み塵じんも見せずフランスの様子を尋たずねていたそうだ。

　王子いぬ間に姫ひめの奪だつ還かんを狙ねらっていたメンバーは、ミシェルへの差し入れをやけ食い。

「何か残ってない？　私もお腹なか減ったー」

「ない。完食した」

　即そく答とうしたメンバーを睨にらむ。

　するとミシェルが鞄かばんから箱を取り出して、私に渡わたした。

「どうぞ、狭霧さんに」

「あ、ずりぃ。野田にだけっ！」

　エッフェル塔とうのパッケージのチョコ。

　前にミシェルが買ってきてくれた時に、気に入っていたものだ。メンバーに取られる前にへへんと笑って、背中に隠かくす。

「狭霧さん、前に食べた時すごく喜んでいたでしょう。だから買って来ました」

「ありがとう！」

　ほろっとした甘さが癖くせになるチョコだ。

「最近、サークルに来ないからいつ渡そうかと思っていました」

「あーうん。ごめんね。ちょっと忙いそがしくて」

「野田。正直に答えて欲しい」

　メンバーがずずいとにじり寄ってきた。とっさにチョコを隠し、防ぼう御ぎよできる体勢を取る。

「お前さ、彼女、じゃなかった彼氏出来た？」

「はぁ？」

　てっきりチョコを狙っているのだと身構えていた私は、予想外の質問に間の抜ぬけた声をあげてしまう。

「何で？　何を根こん拠きよに」

「お前がトレードマーク捨てたから」

「トレードマークって何？」

「滅ほろびたシャツに廃すたれたジーパン」

　トレードマークのつもりはなかったんだけど、どれだけインパクトがあったんだろう。

　身なりに気を遣つかわなかった過去を反省。お洒落しやれとは程ほど遠いサークルメンバーに、滅んでいるとまで言われるシャツを着ていたのか。

「最近、お前ナウなヤングじゃん」

「古いよ！」

「そう、野田の服装の変化が落ち込みの原因なのだよ」

　私の服が変わったという話題が上がったらしい。

　その時に木下さんが

「私は前の自然な野田さんの方が良かったな。飾らない服が、野田さんの内面の良さを表していて」

　さり気に私の服装にダメだしをした。

　そうですね！　と同意をするサークルメンバー。

　自信を持って言えるが、メンバーは私がどんな服を着ていようが興味はない。

　じゃ、木下さんが野田にアドバイスしてあげなきゃ、木下さんはお洒落だからと煽おだてるメンバーに、木下さんはえ～？　と言いながらそうかな？　と乗り気。

　その時にミシェルが

「人の服装に口を挟はさむのは、余計なお世話です」

　きつい口調で咎とがめ、気まずい雰囲気になった。

「そうだな。野田はちゃんと自分に合ったものを選んでコーディネートしている。アドバイスなど必要はない」

　有岡先輩までも、ミシェルを支持。

　そんなつもりはなかったんだけど、気を悪くしたならごめんなさいと木下さんは謝ってそのまま帰っていった。

　その嫌いやな雰囲気を現在もなお引き摺ずっているらしい。

　私がいない時に、私の話題で拗こじれないで欲しい。

「ごめん。俺らもお前が最近付き合いわりーし、服も変えたからさ～。俺たちもてない同盟を裏切って相手作ったのかーと僻ひがみもあってさ」

「つい、悪乗りしちゃったんだよね～てへぺろーん」

「で、前の方がナチュラルで良いですねって言ってみるって木下さんの言葉に、ミシェルが余計なお世話とちょっときつい口調で言っちゃったんだ」

「それから木下さんとミシェル、めっちゃぎこちない空気なんだよね」

「木下さん、サークルにも遊びに来なくなったしさ」

「俺らの悪乗りのせい。どうしよう」

　メンバー一同反省。

「全く、諸君らはそういったデリカシーのない発言がもてない原因を作るのだと自覚したまえ」

　有岡先輩の容よう赦しやのない言葉に更さらに沈んでいる。

　まぁ自覚がないからもてないんですし、とフォローのつもりで言った言葉はメンバーにとどめを刺さしたようだ。

「野田。野田は自らのアピールすべきポイントをどこだと思ってる？」

　いきなりの有岡先輩の問いかけに

「関節技わざ」

　自信を持って即答。しかし有岡先輩ははぁっと首を振ふる。

「違ちがう。野田のアピールポイントはその美び脚きやくだ。良いか諸君、目を閉じろ。そして好きなアイドルの顔を思い浮うかべるんだ。その残像を野田にスライドしてみたまえ」

　いっせいに目を閉じたメンバー。

　によっとした後、かっと目を見開いて、ばっと私を見る。正直に言って気持ち悪い。

「……良いかも」

「だろう。その美脚を活いかす服、つまりデニムのショートパンツやキュロットは野田に似合ってるんだ。野田は腰こしから下が長いからな。ジーパンの上にだぼついたシャツを着るよりも、今の服はスタイルがより良く見える。そもそもだ！　木下さんは内面が服装に表れて良いなと言っていたが、諸君らは野田の内面を服装でも見たいのか？」

「……考えたけど見たくない」

「そう言われれば見たくない」

「どういう意味!?」

　貶けなされているのか褒ほめられているのか、いまいち分からない話の流れだ。

「それにだ、諸君らが仮に木下さんと付き合えたとしよう。いや、木下さんじゃなくても可愛かわいい女の子と付き合えたとする」

「うぉーレッツ、イマジンッ！」

「イマジーン！」

　目を閉じるメンバー。みんな一体誰だれを想像しているんだろう。

「ドキドキの初デート。デートプランを練ったあとは、服装を考えるわけだ。この方が俺を格好良く見せる？　いやこっちの方が〇〇ちゃん好み？　と一人ファッションショーを深夜まで開かい催さいし、悩なやみ抜いて決めたその服を」

「その服を？」

「誰かに貶されたらどうする？　前の全然気を遣わなかった服の方が良かったと言われたらどう思う？」

「むかつくっ！」

「ひでーよ。もてない俺らの頑がん張ばりをっ！　デート前に凹へこむわ！」

　想像で憤いきどおるメンバー。

　そういうことだと締しめくくる有岡先せん輩ぱいの意を読み取って、私に謝るメンバー。

「野田。ごめん。余計なお世話だわ、人の服にケチをつけるのは」

「それでデートのテンション落ちて振られたらどう責任取るんだよ！」

「うぉぉー。俺らの失言のせいで、廃れシャツで初デートに挑いどんだ野田が振られた～」

　初デート失敗するところまで想像を膨ふくらませ、平謝りするメンバー。

　忙しいのは彼氏ができたからじゃないんだけど……と言っても誰も聞いていない。

「諸君、落ち着け。すぐに反省できるのは諸君らの良いところだ」

「有岡からお褒めの言葉を頂いた！」

「おー！　滅めつ多たにないお褒めの言葉ー」

「その反省を次に活かせないのは諸君らの欠点だが」

「すぐに落とされたぞー」

「それでこそ有岡だ！」

　調子を取り戻もどしたメンバーの中で、唯ゆい一いつ浮うかない顔のミシェル。

　全く私は悪くないと思うが、拗れた原因となれば何だか気になる。

「大だい丈じよう夫ぶ。別に私は気にしていないし、木下さんと仲直りしなよ」

　何ならその時、シャツ着てきても良いし。

　木下さんも悪気とかなくて、心からシャツの方が似合ってるって思っていたのかもしれない。

　元気出しなーとミシェルの肩かたにぽんと手を置く。その手を取り、じっと見るミシェル。

　王子に手を取られる平民、水原に言わせれば貧民で、大変絵にならない。

「優衣は本当に僕が探していたクッキーの女の子なんでしょうか？」

「……え？」

　ミシェルがぽつんと落とした発言に、部室はしーんと静まった。

「何ナーバスになってんだよ、ミシェルー」

「そうそ、あの木下さん以外考えられないじゃん」

「未いまだにクッキー作って貰もらえないの引っかかってんの？」

　ミシェルは帰国してからも何度か木下さんにクッキーを作って欲しいと頼たのんでいるらしい。

　木下さんはミシェルのママと比べられるのは辛つらいわ、私自身も私のクッキーも、と言ってミシェルの願いをやんわりちくりと断る。

　木下さんはミシェルが自分よりも母親を選んだのを、気にかけているようだ。

　夏休みと正月くらいしか帰れないから、その少ない機会を逃のがさずママンに会いたいと思うミシェルの気持ちも分かるし、付き合い始めの恋こい人びとと、色んなところへ遊びに行きたかった木下さんの気持ちも分かる。

「マザコンはダメだ、ミシェル」

「母親よりも恋人である自分を優先して欲しいと思うのは当然の心理だぜ」

　メンバーの言葉に俯うつむくミシェル。懲こりないメンバーだ。

　家族を取るか恋人を取るかは、恋人いない歴イコール生存歴の私たちには答えなど到とう底てい出せない究極の選せん択たくなのに。

「私もパパとママ好きだから遠く離はなれた所にいたら、夏休みくらいは会いたいって思うかも」

　メンバーが木下さんの味方をするので、ミシェルを援えん護ご。

　それに私が同じ立場だったら、家族を取る。夏休みだけで我が慢まんできるかどうかも微び妙みよう。ホームシックにかかるのは絶対。

「そうだな。ミシェルは遠く離れた地にママンをおいてジャポンにやって来たんだぞ。その時点で大してマザコンじゃないと思うんだが」

　私のフォローを有岡先輩がフォロー。

　ミシェルはママンに会いに行くのに十時間以上かかるんだもんな、夏休みくらい帰って元気な姿見たいし、見せたいよな、とメンバーはコロッと前言撤てつ回かい。

　このメンバーの流されやすさをどうにかして欲しい。

「まぁ、恋人なら自分を優先して欲しいと思うのも女の子が持つ当たり前の欲よつ求きゆうだ。木下さんが拗すねる気持ちも分からなくもない。クッキーだってそのうち作ってくれるさ、もう少し待ってみたらどうだ？」

　有岡先輩の言葉に浮かない顔で頷うなずくミシェル。

　心が痛むので、クッキーは切り離して木下さん自身を見てくれないかな？

　複雑な心境になる。

「でさー話を戻すけど」

　横に置いた荷物を中央に戻すようなジェスチャーをするメンバー。

「え？　どっから？」

「五分前」

「内容わかんねーよ！」

　やかましいメンバーのせいで、複雑な気持ちが長続きしない。どうしてすぐに悪ふざけに発展するんだろう。

「野田に彼氏出来た？　って聞いたところ」

「あぁ、あそこね。って野田に彼氏が出来たのかっ！」

「出来てないって。忙いそがしいのは……あーその学園祭に出店することになったから」

　出来てないという私の言葉に小こ躍おどりするメンバー。

　私がロンリー歴更こう新しんしているのがそんなに嬉うれしいのかと複雑。私はメンバーに恋人が出来たらちゃんと祝ってあげられるのに。多分。

「出店って何すんの？」

「え？　何って、くっ……」

　クッキー販はん売ばいと言おうとしてためらう。ミシェルの話を聞いてすぐの微妙なタイミングだ。

「野田があくどい笑い声出してるっ」

「お前、何を企たくらんでるんだよっ！」

「しないよっ。くっ……えーっとお菓か子しの販売すんの！」

　クッキーと言うのを詰つまっただけなのに、何であくどいことを企んでいると思われんの？

「俺ら、今年のミスコン楽しみにしてるんだから、くれぐれも学園祭が中止になるようなことすんなよ！」

「あれ？　今年も木下さん、ミスコン出るの？」

　二連覇を狙ねらっているのかな？

「今年は木下さんとミシェルで、ベストカップルコンテストに出るらしい。主しゆ催さい者しや側からオファーが来ていた」

　流石さすがは美男美女カップル。目玉企き画かくから出場依い頼らいが来るとは。

「ってか閃ひらめいた。学園祭のベストカップルで優勝すれば、その流れでミシェルと木下さん仲直りできるんじゃねーの？」

「おーナイスアイデアー！　おい、ミシェル。対策は立ててんのか？」

　ミシェルが対策？　と聞き返している。

　ベストカップルコンテストに対策も何もあるの？　ビジュアルでぶっちぎり優勝だと思うんだけど、違ちがうの？

「それだけじゃなくて、相手のことどれだけ知ってるとかどれだけ相手と息が合うとか色々と審しん査さがあんだよ」

「へぇ。そうなんだ。知らなかった」

「諸君。ここは俺たちの手助けが必要だと思わないか？」

「思いますっ！」

　きりっとポーズを取る有岡先せん輩ぱい。嫌いやな予感がする。

「ではミシェルと木下さんをコンテストで優勝させようの作戦会議を開く。リーダーは勿もち論ろん、有岡。副リーダーはネアンデルタール人と出場すればミシェルたちの強力なライバルになりえる野田狭霧を任命す」

「私は忙しいんでっ！」

　巻き込まれる前に退出。退出する寸前に有岡先輩にローキック。

　去年の教訓を活いかし、空手サークルは出店をやめた。メンバーは暇ひまなんだろうが、付き合ってられない。

　そのまま水原の家までダッシュした。
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　準備、準備であっという間に学園祭前日になった。

　水原と厨ちゆう房ぼうを提供してくれるお店に向かっている。

　お店の名前は「ビッシュ・ド・ステージ」。不便な立地にも拘かかわらず、連日完売の洋よう菓が子しの名店。

　良いのかな？　と思ったけど店長の丸まる田たさんは快く協力してくれた。

「お忙しいところすみません」

　会うたび平謝りの私に丸田さんは

「水原君の頼みなら、このくらいお安い御ご用ようだよ」

　決まってこの言葉を返す。

　丸田さんが作る洋菓子は、どれも手が込んでいて芸術品。

　一つ一つ丁てい寧ねいに作っているのが分かる。味はもうパーフェクト。どの洋菓子も、個性があっていくつでも食べられそうだ。

　それなのに出店当初は閑かん古こ鳥どりが鳴いていたらしい。

　問題は立地。駅から少し歩く上に、その駅も利用者数が少ない。

　そこに来たのは、スイーツのためなら努力も苦労もお金も惜おしまない水原。一口食べて水原は、丸田さんの洋菓子を大いに気に入った。

　水原は意味不明な会の会員で、そこでは重要なポジションに就つき、発言力もあるらしい。その会が行うイベントでは必ずと言って良いほど丸田さんのお店を利用。

「イベントまで参加してんだ？」

「そこで色んな情報を入手できる。丸田さんのお店は、地下甘党秘密保守派の本ほん拠きよ地ちになりつつある」

　地下甘党とは甘いもの好きであることに、世間からの弾だん圧あつを感じる男子の集つどいである。

　世には男らしさへの拘こだわりや、周りに持たれたイメージ故ゆえに公言できない人も多く存在しているらしい。

「俺は甘党自由主義派だが、保守派のイベントにも参加する。ネット非公開の情報を得られる機会だからな」

　水原は己おのれが持つあらゆるネットワークを使い、あちこちでアピール。

　更さらに水原はテレビで開かい催さいされる大会に出場するように丸田さんを説得。丸田さんは優勝こそ出来なかったものの、テレビの宣伝効果は絶大だった。

　丸田さんのお店の知名度は一気に上がった。元から丸田さんの洋菓子はそれに応こたえるだけのものはあったので、不便な立地でも完売にいたる毎日だ。

　結局のところ、丸田さんの実力のような気がするが、丸田さんは水原に絶大な恩義を感じている。

　そんな訳で、今回の無理なお願いを聞いてくれたらしい。

　丸田さんのお店は、今時珍めずらしい土日休みだ。要望が多かったので来年からは定休日を変えるらしいが、こちらには都合の良い定休日だった。

「君はひたすらクッキーを焼く。俺はそのクッキーをより分けて袋ふくろに入れる。焼き損じ枚数を換かん算さんし、どのクッキーをどれだけ追加するか指示」

「分かった。でも先に言っておく。失敗してないものは食べるな」

「何のことだ？」

　水原が言う焼き損じを本当に失敗した数だと思ってはいけない。水原は自分がつまみ食いをした分を言うはずだ。

　形が悪いのをより分けていても、その内焼きたてが一番だ！　とか言って無限につまみ食い。

　そのせいで試作品であるクッキーは、殆ほとんど水原の口の中に消えた。

　分かりやすくそっぽを向く水原に再度念押しして、クッキー作りに取り掛かかる。

　覚かく悟ごはしていたがもう大変だった。一生分のクッキーを焼いた気がする。

　朝方近くまでかかって、途と中ちゆう幻げん覚かくを見た。

　パウンドケーキを作り終わった丸田さんが手伝ってくれたけど、それでも膨ぼう大だいな数だった。

　朝日を見て感動するどころか焦あせる。焼いて、焼いて、ひたすら焼く。

　少しでも形が崩くずれると、これは売り物にならないと水原にぱくりとやられるので、そこは丁寧に焼き上げた。

　焼き終わった頃ころは新聞も届け終わる時間で、そのまま丸田さんのお店で就しゆう寝しんした。

「君、今日はこれを着ろ。販はん売ばい促そく進しん効果がある服だ」

「うぅ～眠ねむい……」

　眠ねむ気けを振ふり払はらいながら、水原が差し出した袋を受け取る。

　先日水原に白のコビッティ、黒のパンツ、無地のエプロンを販売時要着用と言われた。

　後ろ二つは簡単に用意できるが、白のコビッティが何のことか分からない。ハテナマークを飛ばす私に、持っていないなら俺のを貸してやると言うので、そのまま頼たのんだ。

　手早く顔を洗い、髪かみを整えたあと着き替がえ。水原に渡わたされた袋の中身を取り出す。

　出てきたのはこびとがプリントされたオフホワイトのＴシャツ二枚。

「コビッティってこびとＴシャツ!?　えっ？　これ、着るのっ？」

　水原が待つ店のイートインスペースに行けば、既すでに同じものを着用している水原。

　ダサいシャツのペアルックで、クッキー販売。

　涼すずしい顔して、シャツを着る水原に絶句。

「水原、恥はずかしくないの？」

「どこが？」

「このシャツ……」

　そういうと水原は心底驚おどろいている表情をした。

「君が前に着ていたシャツの方が恥はじの極きわみだったぞ。洗われて、干されて、着られて、洗われてと死ぬまで酷こく使しされたシャツを死んでからも平気で着ておいて、このシャツを恥ずかしがるとは驚きよう天てん動どう地ちだ」

「言い過ぎだっ！」

　揉もめている時間がないので、しぶしぶコビッティを着る。パーカーを羽織って、上までチャック。大きめのエプロンを持ってきた自分に拍はく手しゆを送りたい。

　エプロンを付けてしまえば、鼻が立体プリントされたメルヘンチックなＴシャツは目立たないだろう。

　丸田さんの店から学校まではアクセスが不便で、開始時間ぎりぎりに到とう着ちやくした。

　水原が実行委員に手続きをしている間、私はクッキー販売の準備。

　こびとが付いたカゴの中に三十袋のクッキーを入れる。

　たくさん持って売り歩いた方が効率が良いと思ったけど、水原は残り僅わずかと思わせたほうが購こう買ばい意い欲よくは増すものだと、持つ数を三十袋に上限。五袋切った段階で、追加を取りに行く。

　カゴのこびとは水原が付けた。

　私もクッキー作りだけじゃ悪いなと思ったので、それくらいは手伝おうとしたけど水原に拒きよ否ひられた上に怒おこられた。

「何で君は、こびとの首に紐ひもを付けるんだ？　たくさんのこびとの首くび吊つり死体がカゴについているみたいじゃないか！」

　首に紐付けて、カゴの穴に縛しばるのが一番しっかり付けられると思ったんだけど。

　逆さまに吊るされている子まで……とぶつぶつ言いながら、私が取り付けたこびとを外し、丁寧にやり直していた。几き帳ちよう面めんなやつだ。

　左手にクッキーのカゴを持ち、肩かたからおつり用の小こ銭ぜにと売ったお金を入れるポシェットを下げる。

　エプロンにはお菓か子しのピンバッチ数個と、出店許可バッチ。

　二人で売る集客が多いエリアの時間もあれば、それぞれが別の場所で売る時間帯もある。

　最初の二時間くらいは来客が少ないので、ほぼリサーチと宣伝に使う。リサーチはもちろん水原が行い、それにより午後のルートを変えるらしい。

　十時になると同時に、お互たがい担当のエリアに向かった。




　売る数は二百四十袋。一人百二十袋ずつ。

　学園祭は十時から十六時なので、一時間に二十袋売らなくてはいけない。

　十二時になり、水原と落ち合う。

　二時間分のノルマは何とか達成した。

　ちーちゃんが来てくれて、十袋買ってくれたのが大きい。ちーちゃんには作ったお菓子を良く渡していた。そのお菓子を友達に分ける時に宣伝してくれたらしい。

「クッキー売るのも良いけど、自分を売るのも忘れないようにね」

　痛い言葉の置き土産みやげもあったが。

　他ほかは主に大学見学に来た女子高生の集団が買ってくれた。

　その場で食べて、美味おいしかったからお土産用にまた下さいと言ってもらえるのは嬉うれしかったが、持っているカードがニートこびとで悪い気がした。
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「って水原っ!?　今の二時間でどの位売ったの？」

「八十三袋ふくろ」

　残りの数が明らかに私よりも少ない。ちーちゃんを抜ぬかしてしまえば、私の倍売っている。

　詳くわしい戦略を聞けば、案の定水原は腹黒いことをやっていた。

　就職相談コーナー、進学相談コーナーの前で、わざとニートこびとが入ったクッキーを選んで売りさばいていた。

　パンフレット片手に迷っている人（特に数人のグループ）には積極的に声をかけ、目的地までガイド。水原はそのために学園祭の全すべての企き画かく内容、出店場所、時間等を頭に入れていた。

　お礼にと彼らはクッキーお買い上げ。

　混雑している出店に近寄って売れてますね～と感心した後、はぁっと溜ため息を吐つく。

　売れないんだなと同情した相手は、お店が盛り上がって気分が良い事もありお買い上げ。

　知り合いの教授と会えば

「教授のゼミの研究発表、見てきましたよ。一いつ般ぱん人にも分かりやすく、しかし内容は専門的で僕ら専せん攻こうの学生ですら楽しめる完成度の高いものでした。流石さすがですね」

　煽おだてた後、頑がん張ばったゼミ生にお土産どうです？　とクッキーを売る。

　ここで最も腹黒いのは、水原が発表を見ていないところだ。

　知り合いの学生に会えば、カゴのこびとを抱だっこしながらじっと見つめる。

　彼らは秀しゆう才さい水原の奇き妙みような行動に慄おののいて、クッキーお買い上げ。

「水原、お前という奴やつは……」

「さて、行くぞ。中庭だ。お昼時は狙ねらい目だからな」

　二人体制の時は、ほぼ私は荷物持ちとなった。

　水原の目には、クッキーを買ってくれそうな人を見分ける特とく殊しゆ機能が付いているようだ。

「良いか？　人を見て売るんだ。君にも分かりやすくいくつか視点を挙げる。飲み物を持っている人を積極的に狙う。もしくは日ひ陰かげを取って、まったり寛くつろいでいる人を狙う。学園祭は一通りみたけど、まだ友達と話したいグループを狙う。飽あきてぐずっている子供連れを狙う。その場合親ではなく子供を狙う。カップルの女の子を狙う。女の子が欲しいと言ったらこっちのもの、本当のターゲットは相手の男」

「狙いすぎ」

「手本を見せてやろう。ほら、あそこのカモ……じゃない、女の子四羽わのグループに声をかける」

　水原は午後も好調子でどんどんクッキーを売りさばいていった。

　予定よりも早い段階で完売。

　そのまま丸田さんの店へ行き、結果報告と明日あしたの打ち合わせをする。

　結果は上々なのに、何故なぜか水原は不満げな表情をしている。

「売り上げ目標いっているのに、何が不満？」

　丸田さんのケーキを食べながら、難しい顔をしている水原を見る。

　六万円。予定通りだ。

「純利益が予定よりも低い」

「あー材料費が予定よりもかかったからね」

　実は売り上げの半分程度、材料費にかかっている。この方が美味しいかも、と改良に改良を重ねた結果、拘こだわりが生じたせいだ。

「良いじゃん。明日も完売すれば純利益で七万近くは儲もうかるよ」

「三万足りないではないか」

「三万ならバイトすれば何とかなるし」

「君は俺に純利益で十万稼かせぐという目標を変えろというのか？」

　そんなのは恥はじだと吐き捨てる水原。水原の矜きよう持じの持ち方が良く分からない。

「販はん売ばい数を増やす。今日は二百四十袋だから、三百五十袋にするぞ。君は今からクッキーを焼け、材料は足りるはずだ」

「待った！　待つんだ、水原。千二百枚焼くのも超ちよう大変だったんだけどっ！　千七百五十枚は無理だってっ！」

「すみません。パウンドケーキの数増やせますか？　今日と同じ数だと足りないんです」

　水原は丸田さんに丁てい寧ねいにお願いしながら、私を厨ちゆう房ぼうに追い立てる。

　しかもどさくさに紛まぎれて、私が味わって食べていた丸田さんのケーキを横取りされた。

　水原め～と思いながら、必死にクッキーを焼く。

　昨日の経験で手て馴なれたお陰かげで、スピードは上がっている。

　水原は一度家に帰り、こびとのカードを増産。

　焼き上げた時は、倒たおれこんで茫ぼう然ぜん自じ失しつ。

　無になっている私の隣となりで、水原は焼き損じのクッキーを別の袋にせっせと詰つめていた。

　ちょっと焦こげてしまったものや形が崩くずれたもの、割れてしまったものは売り物にならない。そういったものは水原が、食べてしまう。

　しかし何故かそれを食べずに、袋詰めする水原。

「それどうすんの？」

「これも売るんだ。捨てこびとにだって需じゆ要ようはある」

「あ～……そうですか……」

　もう眠ねむくて思考がまとまらない。

　火傷やけどを負ったこびとと、怪け我がをして包帯を巻いているこびとが夢に出てきた。
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　気付けば学園祭二日目の朝を迎むかえていた。

「作戦変へん更こうだ。君は一定の場所で、クッキーを売る。昨日売ってみて分かったが、君は移動できるメリットを全然活用していない」

「すみませんねっ」

「君の方でクッキーを買って、美味おいしかったから俺の方に来たと言う女の子たちが数人いた。リピーターが付くことも考えれば、決められた場所で売るのもメリットだ。移動してしまうと、買いたくても買えない事態になるからな」

　私と水原が同じ出店先と分かったのは、やはりこのシャツのお陰らしい。

　本日もコビッティと黒パンツ、無地のエプロンを着用。

　またも水原は腹黒く売っていた。

　ミュージックライブやダンスパフォーマンスの後は、自じ動どう販はん売ばい機きの隣に並んでクッキー販売。飲み物を買おうと集まった人を狙う。

　人気のコスプレ喫きつ茶さの前で販売。

　可愛かわいいものが好きな女の子が多くいる上、料金設定が高めなその店を出た後だと二百五十円のクッキーが安く思える効果があるようだ。

　さらに水原は移動販売で学内を回っているメリットを活いかし、実行委員会に情報のオマケ付きで販売。忙いそがしく、小腹が減っている彼らは、情報付きのクッキーをお買い上げ。

　人気のないサークルの展示に、クッキーを買おうとする女の子数人を伴ともなって訪問販売。

　きゃっきゃしながらクッキーを買う女の子は彼らにとって目の保養。潤うるおいを与あたえたお礼にクッキーお買い上げ。

　さっきどこどこで買ったんですけど～と言うリピーターから、水原がどこで何をしているかの情報が入ってきた。

　リピーターから得た水原の所在地。もし追加分を買いたくなったらと水原はクッキーを売るときに私の販売場所も言付けているらしい。

　昨日よりもハイスピードでクッキーが売れている。

　昨日買って美味しかったからという同じ大学の生徒もいて、それはそれで嬉うれしい。

「あれ？　野田じゃん、何やってんの？」

　向こうから空手サークルのメンバーが私に気付き、近寄ってきた。

　メンバーに見えない角度で顔を顰しかめる。

　昨日は移動販売だったので、メンバーの顔を見れば相手が気付く前に方向転てん換かんしていた。

「野田、もしかしてクッキー売ってんの……？」

「あー……手伝いで」

　適当に濁にごせば台無しにする気か！　と責められた。何のことだ？

「ミシェルと木下さん、仲直り計画だよっ!!　クッキーとママンとフランスはタブー用語になっているんだぜ」

「野田は俺らが綿密な計画を練っている時ずっといなかったもんな。しかしクッキーとは……クッキーは避さけたい話題なのに」

「リーダー有岡が非情に副の肩かた書がきを奪うばうぞ」

　望むところだ。そんな肩書きなど欲しくはない。

「でも有岡、寝ね坊ぼうしてまだ家にいるんだぜ。急いで支し度たくするから、それまで計画を個々のメンバーに一任するって一いつ斉せい送信メール来てた」

「有岡先せん輩ぱいの方をリーダーから下ろすべきだと思うけど」

　クッキー下さい、二袋ふくろと女の子たちが声をかけてきた。

　横並びするメンバーは営業妨ぼう害がいなので、しっしっと追い立てる。

「ミシェルと木下さんはこっちに来ないようにしようぜ。クッキーを売っている上に、変なシャツ着てるし。二人が気まずくなると困る」

「え？　あっそうだねっ！　そうだよ。ミシェルと木下さんには私がクッキーを売っていること秘密にしておいて。うん、その方が良いね」

　内心ラッキーと思いながら、メンバーに大きく同意する。

　メンバーはミシェルたちが仲直り出来るように思いつく限りのフォローをしているようだ。

　楽しめる企き画かくや盛り上がるステージに案内し、一いつ緒しよに学園祭を回っている。

　仲直りさせたいなら、二人きりにしてやれば良いのにとも思ったが。

「野田。俺らもクッキー買うよ。売れ残ったら可哀かわい想そうだし。お前の将来を暗示しているようで」

「うるさい。そっちに言われたくない。それに、あー良いよ。ミシェルと木下さんに見られたら気まずくなる原因になるでしょ」

「んじゃ、そっちのパウンドケーキは？」

「あーこれは」

　限定販売なんだよねと言おうとしたけど、さっさとお引き取り願うためにパウンドケーキを渡わたす。

「これ本当は限定商品だから内ない緒しよね。ビッシュ・ド・ステージっていうお店のケーキ」

　丸田さんには本当にお世話になっているので、ささやかながら宣伝。

　お！　美味うまそうと言いながらパウンドケーキを買って、メンバーは去っていった。

「ミシェルと木下さんに、野田はどうしてるか聞かれたらどうする？」

「絶ぜつ滅めつしたって言おうぜ」

　会話が聞こえ、後でミドルキックと心の中にメモ。

　ミシェルと木下さんがこっちに来る危険は一度あったけど、メンバーの見事な連係プレーでばれずに通過。

　出店を隠かくすよう、でかい図ずう体たいのメンバーが壁かべになり、反対方向に二人の注意を引き付けるという作戦に出た。通り過ぎるまで私はこそっと柱の陰かげに。

　二日目の方が、来客数が多かったのでクッキーは昨日よりも速いペースで売れた。

　午後から売り出した捨てこびとクッキーの売れ行きも良かった。

　水原はカゴではなく、段ボールを用意。

　子供っぽい字で『拾って下さい、百五十円で』と記入。

　その下には怪我して泣いているこびとのイラストが描かいてあり、このままでは保健所行きかも……という吹ふき出しも付いていた。

　慣れない販はん売ばいに四苦八苦しているうちに時間が流れ、気が付けば完売していた。

「ほらお金」

　言いながら、小こ銭ぜにだらけでずっしりと重い売上金を水原が手て渡わたして来る。

「あぁ、うん。これらの計算は後日にする。気が抜ぬけて眠くなってきた」

「俺もだ。脳内停止状態に近い。昨日は二、三時間しか寝ねてないしな。しかもお店で雑魚ざこ寝ねしたから疲つかれが取れない」

「帰って寝ようよ」

　のろのろと後片付けをする私に、水原が無情な事実を告げる。

「出店者は終しゆう了りよう時間までいなければならない決まりだ。あと二時間は学内で待機、それから実行委員へ手続き」

　只ただ今いまの時刻十四時。

「眠ねむい～……けどお腹なかも減ってきた」

「そうだな、何か食べるか」

「私、フランクフルト食べたい」

「俺は、あっちで売ってたベルギーワッフルだな」

「あ、それは私も食べたい」

　手分けして食べ物を買いに行くことにした。

　フランクフルト、餃子ぎようざドッグ、たい焼きとお茶を買って中庭に行くと、水原は先に戻もどってきていた。

　水原が買ってきたものは、ベルギーワッフル、アンコの揚あげ餅もち、ベビーカステラ、タピオカミルクティー。

「あーもう、甘いよ、眠いよ。ちゃんと主食買いなよ、眠いよ」

「餅が主食だ、俺も眠い」

　眠ねむ気けがピーク。瞼まぶたが閉店ですよ、といった感じで重く下がってくる。

　水原のそれはないだろという組み合わせへの突つっ込みもなおざりになる。

　荷物に寄りかかりながら、うつらうつらと食べる。

　ぼーっとしている内に学園祭も終わりに近づいてきた。

　中庭の特設ステージではマイクを持った司会者が、集まった人たちを盛り上げている。

　大音量でかかるミュージックに何が始まるんだろうと注目が集まる。

「お待たせいたしましたっ！　皆みなさまお待ちかね、ベストカップルコンテストを開かい催さいいたします。今年は前年度にも増して、我こそはベストカップルと粒つぶぞろいの参加者が集まってくれましたっ！」

「あーベストカップルコンテスト……」

　ミシェルと木下さんが出場するはずだ。

　ステージはかなり高く作ってあるので、設置された椅い子すに座れなくともコンテストを見ることが出来る。

　渋しぶる水原を急せきたてて、場所を移動。

「今年はかなりハイレベルな戦いが見られそうです。エントリーナンバー１はやはり話題のカップル、ミスターミシェル＝フランソワ、アーンド、ミス優衣・木下っ。我が校のプリンスとミスＫ大のカップルは皆さま納なつ得とくのベストペアと言えるでしょうっ！　しかし本審しん査さでは様々な競技で二人の絆きずなを証明していただかなくてはいけませんっ！　果たして予想を裏切らず、栄はえある栄えい冠かんを手にすることが出来るのでしょうか？」

　ハイテンションの司会者が、ミシェルと木下さんをステージの真ん中に案内している。

　いつも以上に可愛かわいく装っている木下さん。キラキラして芸能人みたいに華はながある。

「ベルギーワッフル一本しか残ってなかった。君は最初と最後食べて良いぞ。俺は真ん中を食べる」

「ふざけんなっ。中身が入ってないところじゃん！」

　水原が持っていたベルギーワッフルを奪い、真ん中から齧かじりつく。

　串くしに刺ささっていたワッフルは細長い形状で、中には生クリームとベリーソースが入っていた。

　バータイプは手が汚よごれないので、食べやすい。もっちりしたワッフルに、生クリームと甘あま酸ずっぱいベリーソースがマッチしている。

「何やってるっ!?　アホウかっ、君はっ！　とうもろこしじゃないんだぞっ！」

「うるさいな、たい焼きあげるから……って真ん中だけ食べるなっ！」

　水原がたい焼きの頭部分と尻尾しつぽ部分を返してきた。アンコがない。

　水原と揉もめているうちに出場者の紹しよう介かいが終わって、三組のカップルが出で揃そろった。

　エントリーナンバー２は中なか村むらペア。

　ギャルっぽい女の子と不良っぽい男の子のカップル。

　女の子はノリノリだけど男の子はだりぃな、と言いたげな態度の悪さだった。

　エントリーナンバー３は宮みや本もとペア。

　こちらは年の差カップル。女の子はＫ大の生徒だけど、その彼はかなり年上のサラリーマン。

　他ほかの出場者もそれなりのレベルだとは思うんだけど、ビジュアルの面ではミシェルペアがやはり飛びぬけている。

「ワッフルを返せ」

「もうないよ」

　下の方だけが残ったワッフルを見せると、水原はがっくりと項うな垂だれた。

「君は血も涙なみだもないな。君にあるのはよだれだけか」

「きたなっ！……悪かったよ、餃子ドッグあげるから」

　餃子ドッグの真ん中だけ食べて、残りを戻す水原。真ん中ルールが出来そうで危険だ。

　無残な餃子ドッグを食べフランクフルトに取り掛かかろうとすると、いきなり後ろから腕うでを摑つかまれて引き上げられた。

　フランクフルトのケチャップが下に落ちる。

「なっ……！」

　誰だれだっと振ふり返れば、スーツをお洒落しやれに着き崩くずした有岡先せん輩ぱいがいた。

　普ふ段だんつけない香こう水すいとアクセサリーに違い和わ感かんがある。髪かみを後ろに撫なでつけ、ホストっぽく決めている。

「良いところにいた。さすがは副リーダーだ」

「ちょっとっ！　何ですかっ、はーなーせー」

　脇わきの下で腕をがっちりと組まれ、ずるずると引き摺ずられる。

　不意を突かれた分、体勢が圧あつ倒とう的に不利だ。

「何ですかっ、ちょっ水原っ！　たすけ……って何やってんのっ!?」

　女装したサークルメンバーが水原を同じように拘こう束そくしていた。

　イチゴ柄がらのチューブトップにフェミニンなカラーのプリーツスカート、手製のハイヒール。

　チューブトップはパッツリ伸のびて腹巻状態。風で舞まい上がったスカートからは、すね毛がぼうぼうの足をちら見せ。

　缶かんのフタを使って作ったお粗そ末まつなハイヒールは、歩くたびにポンカポンカと不思議な音を立てている。

　がっつりメイクした顔は裁判レベルの見苦しさ。

　付け睫まつげが瞼の中央についていて、軽くホラーだ。

　ニューハーフとホストに引っ立てられる私たちは、中庭に集まっている人の注目を集めた。

「ミシェルと木下さんをベストカップルコンテストで優勝させようの作戦に問題が発生した。コンテストでは飛び込み参加も認められている。俺は一番女装が似合うメンバーと飛び込み参加してコンテストを盛り上げようと思ったが、実行委員から出場拒きよ否ひされた」

「視界の暴力だからですよっ！」

「俺が野田と出ても良かったんだが、実行委員に顔を覚えられてしまってな」

「覚えたくなくても覚えますよっ」

　ぎゃーぎゃー言って振りほどこうとするが、相手は空手の有段者。

　あっさりと引きずられ、ぽいっとステージに放ほうり出される。

「飛び込み参加でよろしく！」

　司会者にウインクを飛ばす有岡先輩。

　慌あわててステージを降りようとするが、うぉぉぉーと盛り上がる野太い声が上がる。言わずと知れたサークルメンバーだ。

「二組目の飛び込み参加者ですね！　こちらにどうぞっ！　一組目の飛び込み参加の橋はし本もとペアの横に並んでください」

「いやっ！　違ちがうっ」

　既すでに席にスタンバイしている参加者の方へ案内されそうになり、慌てて否定。

「今時珍めずらしいペアルックのカップルにお名前を伺うかがいましょう。その前に、ステージへの飲食物の持ち込みは禁止となっております。予あらかじめ、注意事じ項こうに記き載さいしていなかったこちらの落ち度ではありますが、フランクフルトや揚げ餅を持って出場されるカップルは前例がないものでして」

　会場から笑いが起こる。

　いや、参加するつもりはないんですがっ！　と言ってもさぁどうぞ、とステージの席に押し出される。

　ステージに用意された椅子に座らされ呆ぼう然ぜん。メガネがずれた水原も、ぽかんとしたまま固まっている。

　寝ね不ぶ足そくの頭に、今の襲しゆう撃げきは耐たえ難がたい。

　水原にしてみればいきなり見ず知らずの女装した男に拘束され、ステージに投げ捨てられたのだ。私よりもショックは大きいだろう。

「ではお名前をお願いします。あ、餅もちは食べないで下さい」

　状じよう況きようが飲み込めないだろうに、餅を食べる水原はいっそ見事なマイペースさだ。

　私は手に持ったフランクフルトをどうして良いか分からない。

「野田さん、良かったらハンカチどうぞ」

　隣となりに座る木下さんが、レースのハンカチを差し出してくれる。フランクフルトのケチャップが真っ白なシャツに垂れていた。

　木下さんが渡わたしてくれたハンカチは高そうで、ケチャップのシミを付けるのは申し訳ない。

　捨てるわけにはいかないので、手早く食べる。

「彼女の方もお名前を……あ、フランクフルト、食べないで下さい」

　じゃあどうしろと言うんだ？

　急いで食べる私に、実行委員の一人がウェットティッシュを差し出してくれた。ありがたく使わせてもらう。

　ステージを降りようとするが、下のほうで見慣れたメンバーが阻そ止ししようと待ち構えている。

　有岡先輩が口パクで、いいぞ、その調子でコンテストを盛り上げていけと伝えてくる。

　ふざけんな！　と有岡先輩にフランクフルトの串を投げ付けると

「ステージからのゴミの投げ捨ては禁止ですっ」

　司会者に注意される。

　観客の注目を集め、ここで辞退するのは無理そうだ。

　水原から君のせいか？　君のせいなんだな？　という視線を感じる。

　ごめんとジェスチャーをすれば、水原は憮ぶ然ぜんとしたまま椅い子すに凭もたれかかった。

「個性的な出場者が集まりましたね。では、ベストカップルをかけた最初の競技です！」

　付き合って何日目？　相手との間に欲しい子供の数は？　デートの回数は？　キスの回数は？　別れようと思った回数は？　など答えが一いつ致ちした数だけポイントが与あたえられるカップル一問一答は、全すべて〇と答えた私と水原が抜ぬきん出てトップ。

　まさかの首位発進。ついでミシェルペア。

　私たちにブーイングが来ると思ったが、全くのスルー。

　あの二人本当にカップルなのかな？　ペアルック着ているからそうだと思う、とシャツの威い力りよくが強い。

　続く競技カップル四字熟語は、一を二度繰くり返す四字熟語（一いち汁じゆう一いつ菜さいや一進一退など）を一つ選び、相手と同じであればポイント加算。

　ここでは一いち期ご一いち会えで一致したミシェルペアが巻き返してトップ。

　他のペアは一いつ喜き一いち憂ゆう、一長一短など一致せずに加点なし。

　水原は言、メの文字を書き込んだ。カタカナが入る四字熟語あったかな？　と思いながら、考え込む。

「今の状況に対する気持ちを顔文字にした」

　水原の言葉に、司会者がボードをスクリーンにアップ。
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　何となく怒おこってるんだろうなっていうのが伝わる。

　ごめんっ！　と謝りながらもこの一いつ瞬しゆんで顔文字を作る水原に感心した。

　顔文字は四字熟語ではないので、ルール違い反はんで大おお幅はば減点。一気に最下位に転落。

　カップルシェイクハンドと名づけられた次の競技は、目め隠かくしした彼氏が出場者の彼女全員と握あく手しゆし、自分の彼女が何番目だったのか当てるというもの。

　これはまさかの全員正解。

　現時点トップのミシェルに、司会者がマイクを向ける。

「どうして木下さんの手だと分かったのですか？」

「実は消去法なんです」

　苦く笑しようするミシェル。

「一番の方は長い爪つめが当たったので、中村さんの彼女だと分かりました。三番の方は手が冷たかったので一番緊きん張ちようしている宮本さんの彼女だと思いました。五番目の方は太めの指輪が当たったので優衣ではないと分かりました。四番は狭霧さんなので、残る二番が優衣です」

「狭霧さんというのは、水原ペアの彼女の方でしょうか……。えーそれはどう解かい釈しやくすれば……」

　言葉を探す司会者。ミシェルの言い方だと誤解を生む。

「狭霧さんとは空手で組み手をするので。手の感じですぐに分かりました」

「あーなるほど。二人は同じサークルなんですね」

　ほっとしたように胸を撫なで下ろし、司会者は水原にマイクを向けた。

「水原さんはどうでしょうか？　やはり野田さんの手だと、すぐに分かるものでしょうか？」

「すぐに分かる。俺だって被ひ害がいに遭あっている」

　お菓か子しを取り合って、つかみ合いの喧けん嘩かは日にち常じよう茶さ飯はん。

　素す早ばやさは格段に私の方が上だけど、防ぼう御ぎよ力は水原の方が上。

　被害者ぶっているが、私の分までお菓子を食べようとする水原が喧嘩の原因だ。

「水原さんも空手サークルなんですか？」

「いや、違ちがう」

「あー……どういう付き合いをしているんでしょうか。しかし深入りは止やめておきましょう。続きまして、カップルカードの時間です」

　質問が書かれたカードを引いて、ラブ度をアピールしながら答えるというもの。

　ミシェルペアは、並び立つだけでポイントが高い。

　第一印象は？　デートスポットは？　というノーマルな質問から、恋こい人びとに借金があると発覚した場合はどうしますか？　というダークな質問まで優ゆう雅がに答える二人。

　木下さんがそうだよね？　と小首を傾かしげてミシェルを見る理想的な構図。

　仲なか睦むつましげに見えたので、仲直りしたのかな？　とサークルメンバーを見れば、あの子可愛かわいくね？　ちょっとお前声かけてみろよ、とコンテストそっちのけでナンパを試みている。

　巻き込んでおいて自由時間を満まん喫きつしているメンバーに報復リスト作成。

　一番上に名前が挙がる有岡先せん輩ぱいの姿が見えない。完全、怒った。

　有岡先輩が大事にしているアイドルの写真集にヒゲを描かいてやることに決めた。

　他ほかのメンバーにはどうしてやろうかと考えているうちに、他のペアのカード時間が終しゆう了りようする。




「では水原ペア、ステージ中央へどうぞ」

　声をかけられ、渋しぶ々しぶ立ち上がる。

　水原を見れば俺は行かないと言い張って、実行委員に椅子を取り上げられていた。

「では、野田さんから。一枚引いて頂けますか？」

　テーブルに並べられたカードから一枚選び、司会者に渡す。

「野田さんに質問です。もし水原さんと二人きりで無人島に漂ひよう着ちやくし、パン一個しかない場合どうしますか？」

　無人島でパン一個ってなればもちろん

「奪うばい合う」

　それしか方法はない。

　挑ちよう戦せん的に水原を見れば、水原も睨にらみ返してくる。

「だろうな。君はそう来ると思った。勝算は低いが、食料がそれしかない状況では受けて立つしかないだろう」

　無人島、自然に還かえれそうだ。

　空手メンバーから

「あのメガネ、野生化した野田と戦う気だぜっ！　見かけによらずすげぇー根こん性じよう」

　と感心する声が上がった。

「えー大変コメントしづらい答えが返ってきました。次のカードに移りましょう。では水原さん、一枚選んで頂けますか？」

　嫌いやそうにしながらカードを指差す水原。司会者がそれを捲めくって、質問を読む。

「相手は酔ようとどうなりますか？　という質問です。水原さんにお伺うかがいします。野田さんはお酒に弱いですか？　酔うとどんな風になりますか？」

「とても弱い上にたちが悪い」

　マイクを向けられた水原は迷いもなく、簡潔にまとめる。

　身に覚えのある私は、そっぽを向いて聞こえない振ふり。

「それは具体的にどのような感じなんでしょうか？」

　掘ほり下げて尋たずねた司会者は

「家電に絡からむ」

　水原の答えに、は？　と不思議そうな顔をした。

「謝ったじゃん」

　秘密にしておきたい酒さけ癖ぐせを暴ばく露ろする水原。

「謝ってすむ問題ではない。『回ってれば良いと思ってんだろっ！』と君が絡んだ洗せん濯たく機き、あれ以来調子が悪い」

　えーっと、と詰つまりながらも、進行しようとする司会者。

「水原さんには絡まないんですね」

「いっそ絡んでくれた方がましだ。『薄うすっぺらいくせにお高くなりやがって！』と買ったばかりの液えき晶しようテレビに摑つかみかかられた時は、命がけで守った」

「あ～あれだよね。最近、防御力上がってるよね」

　その時の水原の必死な様子を思い出し、褒ほめて誤ご魔ま化かしてみる。

　私は酔うと無機物に絡む癖くせがあるらしい。

　主に家電に。

「必要にかられたんだ。最近は対処法が見つかったので、前ほどの被害は出ていない」

「対処法なんてあんの？」

　それは初耳だ。司会者も水原に答えを求めるようにマイクを向けた。

「絡まない家電に気付いたんだ。君は冷蔵庫とレンジには乱暴しない。君が酔って冷蔵庫の前に座り込んだとき、一本背負いが来るかと覚かく悟ごを決めたが、君は神しん妙みような顔で『冷え性しようだよね』と冷蔵庫を撫でていた」

「記き憶おくにないんだけど……」

「この前は、『改めて言うのは恥はずかしいけど感謝してるんだ』とレンジに礼を述べていた。俺は君が酔ったら、冷蔵庫かレンジの前においておく事にした」

「……次のカードに行きましょう！」

　司会者の役目を奪い、話を無理やり切り上げ。

　水原にカードを引けと急せかす。水原が選んだカードを司会者にこれで！　と押し付ける。

「彼女が悲しそうに泣いています。理由を聞けば、知り合いの男に酷ひどい事をされたと。さて、水原さん。どうなさいますか？」

「男の冥めい福ふくを祈いのる」

「どういう意味だっ！」

　司会者を遮さえぎり、喧けん嘩か腰ごしで詳しよう細さいを聞く。

　聞かなくても大体察しはつくけど、言げん質ちを取らねば不利になる。

「君が泣くほど酷い事をされた。その仕返しを想像し、俺が取る行動はそれしか思いつかない」

　顎あごに手を当てて答える水原。

　ステージの下では

「不ふ遇ぐうの死を遂とげたその男に対し、一分間の黙もく禱とう」

　空手サークルのメンバーが手を合わせて、祈っていた。

　えーっと……と司会者が進行に困っている。

「終わりで良いんじゃないですか？」

　耳打ちすると、はっとした司会者が首を振る。

「いえ、後は野田さんに一枚引いて頂きます」

　まだあるのかとうんざりしながら、選んだカードを司会者に渡わたす。

「おーっとっ！　ここでチャンスカード、野田さんがチャンスカードを引きました。このカードに記き載さいされているのは質問事じ項こうではありません。とあるスポーツが書いてあります。野田さんにはそれをジェスチャーで水原さんに伝えていただき、正解しましたらポイント加算になります。今年は初めてのチャンスカードになりますね」

　戻もどされたカードを見ると、卓たつ球きゆうと書いてある。

　すかさず素す振ぶり。テニスと間ま違ちがえるかもしれないけど。

　小さくシェイク、シェイク。

「平手打ち」

　避よける仕草をする水原。卓球なんだから打ち返せよっ！

「とあるスポーツだって言ったじゃん！」

　下ではサークルメンバーが

「あ、ビンタか。俺、卓球かと思っちゃったよ」

「俺も」

　と呟つぶやいている。

　卓球で合ってるんだよっ！

「えー。残念ながら不正解です。ポイント加算にはならず。あー個性的なお付き合いを見せてくれた水原ペアに大きな拍はく手しゆを！」

　実行委員がこちらへどうぞ、と席に戻してくれる。

　終わったとほっと一安心したけど、このコンテストで私は確実に何かを失った気がする。

「この後五分間、審しん査さ員とランダムに選ばれた観客で、ベストカップルを選びます。今しばらくお待ち下さい」

　アップテンポな音楽が流れ、スクリーンには集計の様子が映し出されている。

　あーもう何なんだ、とうんざりしていると観客席から紙が飛んできた。

　メモのようなので開いて読む。

【良い感じで引き立て役になっていた。ご苦労、それでは副リーダー野田に最後の任務を与あたえる。実行委員の白いチュニックを着た女の子のアドレスを入手せよ】

　ミシェルと木下さん関係ないし、とメモを投げただろうメンバーを見れば、やっぱりあの子ダメ元で誘さそおうぜと未いまだナンパの計画を立てている。

　成功した例ためしがないんだから止よせば良いのに。

　首洗って待ってろ、と裏に書いて投げ返す。

　そうこうしている内に、結果発表。

　ドラムロールが鳴り、スクリーンにミシェルと木下さんの名前が出る。

　誰だれもが分かっていた結果だった。

「はぁ、君のせいで厄やつ介かいごとに巻き込まれた」

「ごめんってば。不ふ可か抗こう力りよくなんだよ」

　参加賞で貰もらった非常食セットを水原に投げ渡す。

　それを受け取った水原は不ふ機き嫌げんで眠ねむそうだったが、この時はまだ本気で怒おこっている様子ではなかった。

　水原が怒るのは、スイーツに関して。

　荷物を取りに戻ると、水原が買ったベビーカステラにアリが集たかっていた。大小のアリがパラダイス発見、やっほーい！　とばかりにうろちょろしている。

　それを見て、すっと無表情になる水原。あちゃーと顔を顰しかめる。

　ベストカップルコンテスト出場までは、お菓か子しで機嫌を直せるレベルだったのだ。

　私はダッシュでベビーカステラを購こう入にゆう。販はん売ばい時間を過ぎていたけど、拝おがみ倒たおしてゲットした。

　ふぅ、と汗あせを拭ぬぐって一息。ベビーカステラを水原に献けん上じよう。

　水原が空手サークルメンバーを敵認にん識しきした瞬しゆん間かんだった。

「一体何なんだよっ！」

「どうした？　ってかお前、まだ女装してんの？」

「俺の着き替がえの服と靴くつに、ベビーカステラとアリが集まってんだよっ」

「何だそれ？」

　メンバーがぎゃーぎゃー騒さわぐ隣となりを、しれっとした犯人が通過。

　水原は捨てるしかないベビーカステラを有効活用したようだ。

　グッジョブ！　と親指を立てたいところだが、主犯である有岡先せん輩ぱいがいない。

　やっぱり後で写真集に描かき込みだなと思いながら、実行委員会へ行き、終しゆう了りよう手続き。

　色々あったけど目的の宿しゆく泊はく費も稼かせげたし、学園祭はほぼ順風に終了した……と思っていた。
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「丸田さんへのお礼どうしよう」

　学園祭から二日後。

　ベルギーワッフルを一人で食べたことを水原が根に持っているので、本日のお菓子はワッフルにした。

　ワッフル生き地じをフライパンで焼きながら、丸田さんへのお礼の相談。

　パイナップルソースとカスタードクリーム、生クリームでトッピング。ワッフル自体は味が淡たん白ぱくなので、酸味が強いパイナップルソースが良く合う。

「菓子で良いんじゃないか？」

　ぺろっと食べ終え、皿を突つき出して次を催さい促そくする水原。

「いや、プロの丸田さんにお菓子はちょっとね。他ほか、何かない？」

「そうだな。店に置く小物が良いんじゃないか？　丸田さんのお店は、切り株とかそういった小物を色々と飾かざっている」

「あ、小物か。なるほどね、雑貨は良いアイデアだ」

　その辺はちーちゃんにお付き合い願うとして、早さつ速そく丸田さんに都合を伺うかがうメールをする。

　パウンドケーキの売り上げも渡さなきゃいけないし、早いほうが良い。

　手て隙すきの時間があったのか、丸田さんから電話がかかってきた。

「いつでも良いのに」

「直接お礼も言いたいので」

　そんな事ぜんぜん気にしないで、と丸田さん。しかしあれだけお世話になっておいて、お礼をしないわけにはいかない。

「いや、本当に良いんだよ。むしろこっちがお礼を言いたいくらい。パウンドケーキでうちのお店の宣伝してくれたでしょ。既すでにもう、Ｋ大の子とか買いに来てくれてるんだ」

「あ、そうなんですか!?」

　パウンドケーキの裏にはお店の名前が印字してある。

　丸田さんの洋よう菓が子しならリピーターが付くのも当然の結果だ。

「クッキーはどこですか？　とも聞かれたけどね。クッキーもうちのお店で売ってると思ったみたい。あのクッキーは五種類ともそれぞれ味わいがあって良い出来だったよね」

　プロに褒ほめられると照れくさい。そんな、と否定しつつも悪い気はしない。

「あ、そういえばこっちがびっくりするくらいの勢いでクッキーのこと聞いてきた子がいたよ。うちの売り物ではないんです、Ｋ大の野田さんが作ったんですよ、って言ったら呆あつ気けに取られた顔してた。外人のすごいきれいな男の子」

「……はい？」

　良い気分が一気にすっ飛び、頭の中が真っ白になる。

　外人のすごいきれいな男の子??

「野田さんって言ったら、狭霧さん……？　って名前出したから知り合いかな？」

「……えーっと……？」

　どういうこと？　外人のきれいな男の子の知り合いって言ったら一人しかいないんだけど。

「一いつ緒しよにいた男の子が野田というのは、アマゾネル狭霧・野田の事ですか？　って再確認してきたけど。アマゾネルって何？　野田さんのあだ名？」

　アマゾネルとかふざけたこと言うの、空手サークルのメンバー、しかも恐おそらく有岡先輩かと思われるんだけど。

　じゃ、売上金とかはいつでも良いからね、と電話は切られた。店長ーと呼ぶ声が聞こえたから、お店が混んできたのかもしれない。

「……オーマイゴット……」

「君、発音悪い。しかも悪い事が起こった時に使うのは、Oh my Gosh!　の方が良い」

「んなことはどうでも良いんだよっ！」

　外人のきれいな男の子ってミシェル？　クッキー売った覚えはないんだけどっ？

　それに空手メンバーがクッキーは遠ざけていたはず。

「水原、ミシェルってクッキー買いに来た？」

「いや、来ていない」

　水原の記き憶おく力は確かだし、目立つミシェルを間ま違ちがえるはずがない。

「ただ、ベストカップルコンテストで君を摑つかんでいた男は買いに来たな」

「有岡先輩のことっ!?」

「名前までは知らない。ニートこびとが出たのを気にして、何度か買いに来た。可哀かわい想そうなので最後はノーマルこびとを渡わたしてやった」

「エリートあげなよっ」

　有岡先輩、さり気に水原の策略に嵌はまっている。

　自信満々なのに、縁えん起ぎとか気にするところあるから。

　テレビの占うらないで運勢最下位だと、他の占いにアクセスして自分の運勢が上位にあるのを探したりする。試合前とかは特に。

「有岡先輩がクッキー買ったのか。でもクッキーからは丸田さんのお店は分からないよね？」

「あぁ、あの男にはエリートカードは渡していない」

「じゃあ、何で……ってまさかっ!!」

　携けい帯たい電でん話わを取り出し、メンバーに発信。

　あの時、さっさと追い払はらおうとパウンドケーキを渡した二人だ。

「何だよ、野田。俺は今、彼女とラブラブタイムなんだけど」

「部屋で妄もう想そうしているだけじゃん」

「何だよっ何で分かったんだよっ！　どこで見てんだ、お前～」

「見なくても分かるってのっ。そっちが今何しているかどうでも良い。あのさ、私から買ったパウンドケーキあるじゃん。あれ、どうした？」

「あーあれ？　有岡先輩がすっげぇ食いついて来てさ。このままだと俺はニートになる、俺の将来のためにはそのエリートケーキが必要だとか、訳のわかんないこと言ってしつこいからあげた」

　そこまで聞いて、ぶちっと通話を切る。

　混乱してきた頭の中を整理しよう。

　有岡先輩がクッキーを買った、パウンドケーキも手に入れた。

　ミシェルと一緒に丸田さんのお店に来た。

　ミシェルはクッキーの作り手を異常に知りたがっていた。

　水原には口止めしたけど丸田さんにはしなかったので、私が作ったと言ってしまった。

「有岡先輩がクッキー買って、ミシェルと一緒に店に来るって、どういう経緯いきさつ??　学園祭のクッキーとママンのクッキーが私のだってばれた？」

　いや、それは早計だ。ミシェルが、ママンのクッキーだと騒ぎを起こした時のクッキーとこびとのクッキーはレシピが違ちがう。

　そもそもミシェルは私のクッキーを食べた？　有岡先せん輩ぱいが買ったクッキーをあげた？

　でもメンバーはミシェルと木下さんには、クッキーとママンとフランスは極力触ふれない用語にしているって言っていた。

「ワッフルにトッピングしてくれ。小豆あずきとクリームチーズ、カスタードクリーム、ブルーベリーにイチゴ、バナナなどのフルーツ、それからアイス数種類が冷蔵庫に揃そろってる」

「他に言う事ないっ!?」

「ワッフル、こびとスペシャルで」

「そうじゃなくてっ！　ミシェルに例の件がばれたかもしれない事についてっ！」

　ワッフルの上にバニラアイスとフルーツを載のせ、生クリームとチョコレートソースでデコレーション。アーモンドチップを散らし、粉砂糖をささっと振ふり掛かける。

「ここで悩なやんでも仕方がないだろう。まずは有岡という男に話を聞いたらどうだ？」

　バンッとそれを押しやれば、水原は食べながら何てことないように言った。

「そうなんだけど……そうだよね……」

　考えていても仕方がないし、明日あしたの朝一で有岡先輩に状じよう況きよう確かく認にんしよう。

「話し声が漏もれ聞こえたんだが、アマゾネルって何だ？」

「アマゾネスとネアンデルタール人のハーフ」

「ふーん。アマゾンの血の方が濃こいんだな」

「そこまでの細かい設定はない」

　もう一個と際限がない水原に溜ため息。ワッフル作ってる場合じゃない気がしてきた。
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　悶もん々もんとしながら夜を明かした翌日。

　教科書を取りに来る有岡先せん輩ぱいを部室で待ち構えた。

「ドアを開けて早々鬼き気き迫せまる野田の顔が迫るとは。何とも爽さわやかな朝だな」

「先輩がミシェルとビッシュ・ド・ステージ行ったって聞いたんですけどっ！」

　先輩の嫌いやみをスルーして、自分が聞きたい事を切り出す。

　私の言葉に、先輩は眠ねむそうに半分閉じていた目を見開いた。

「あの店長から聞いたのか。半信半疑だったんだが、ミシェルの言う通りママンクッキーは野田が作ったんだな」

　続く有岡先輩の言葉に、がっくりと崩くずれ落ちる。

　何故なぜそこまでばれるっ!?　ミシェル、何故クッキーにそんなに敏びん感かんなんだっ！

「何でビッシュ・ド・ステージ行ったんですかっ!?」

　話せば長くなると言いながら、有岡先輩は部室に鍵かぎをかけた。

　お祭りメンバーには聞かれたくない話なので、その辺の配はい慮りよはありがたい。

「小腹が減ったな～と買ったクッキーを開けると何とも不ふ吉きつなニートカードが出てきた。何なんだ、と思いながらもう一個クッキーを追加で買ってみた。すると夢追いカードが出てきた。何てことだ、もう一個と追加して買えばまたニートカード」

「かんっぜん、水原の策略に嵌ってますっ」

　水原はどうやってか分からないが、人を見分けてクッキーを売っていた。

「五個買ってやっとノーマルこびとが出てきた。もう一個買ってみようかと思ったが、またニートだと恐ろしいので切り上げた」

　妙みようなところで小心な有岡先輩は、ノーマルこびとで一応満足したらしい。

「しかしメンバーが何と、エリートだけが手にすることが出来るケーキを持っていた。拝おがみ倒たおし譲ゆずってもらって一安心した俺は、ベストカップルコンテストの準備をするため、ミシェルと二人で部室に向かった」

　木下さんはミスコンの特別ゲストで呼ばれていて、他ほかのメンバーも見学しに行ったらしい。

　可愛かわいい女の子が大集合するミスコンは、毎年メンバーが楽しみにしているイベントだ。

「俺はクッキーに付いていたカードの処理に困った。捨てるとニートになる祟たたりが来そうだ。でも持っているのも嫌だ。悩んだ末、俺はニートカードと夢追いカードを一つのクッキーの袋ふくろにまとめ、ミシェルにあげた」

「クッキーはタブーなんじゃなかったんですかっ！」

　リーダー自ら禁きん忌きを犯おかしている。しかもカードを全部渡わたすとか小悪党じみている。

「腹が減ってたんだ。クッキーにせよ、ケーキにせよ、一人では食べ辛づらいだろ。だから俺はミシェルに分けただけだ」

　分け合いの精神だと堂々と正当化する。

「ミシェルはクッキーを食べてすぐに、これはママンのクッキーだと感動したように言った。興奮するミシェルを宥なだめてベストカップルコンテストに連れて行ったんだが、ママンのクッキーと言い張って聞かない」

　ミシェル、舌にママンのクッキー感知センサーでもついてるのか？

「せっかく木下さんと仲直りして嫌な雰ふん囲い気きが払ふつ拭しよくされたのに、ここでミシェルがクッキーに拘こだわっては、また元に戻もどってしまうだろう。だから俺はベストカップルコンテストの間にパウンドケーキのお店を調べて、翌日ミシェルを連れて行ったんだ。クッキーを作ったのが中年シェフだったら、ミシェルもそのクッキーにこだわらなくなるだろうと思ってな。しかし、実際行ってみれば、クッキー作ったの野田狭霧宣告。アンビリーバボー」

「アンビリーバボーじゃないって……」

「まさか野田の名前が出てくるとは思わなかったんだ。あの完成度の高いクッキーを野田が作ったなんて、想像もしてなかったぞ」

「パティシエのママのお陰かげか、お菓か子しだけは得意なんですよ」

　声がワントーン低くなる。

　ミシェルはあの最初のクッキーを作ったのが私だと確信しているわけだ。

「そんな事になってたんなら連れん絡らくしてください。丸田さんから聞いて初めて知ったんですよ」

「ミシェルも混乱してたし、時間を置こうと思ったんだ。俺がまず聞くからちょっと待てと言っておいた」

　朝一に有岡先輩に会いに行かなくとも、有岡先輩から来る予定だったらしい。

「ちょっとした出来心だったんです」

「犯罪者がよく言う台詞せりふだな」

「うまく出来たクッキーをおすそ分けしようかな、くらいの気持ちで差し入れに紛まぎれ込ませただけで」

「それが大おお事ごとになったわけだ」

「最初のクッキー作ったのが私だってことで、ミシェルと木下さんどうなりますか？」

　それが一番心配。

　ママンに似たキュートな子が作ったはずのクッキーの本当の製作者は、推定女子の私。

　木下さんではなかったという事実を、ミシェルはどう思うんだろう。

　眉まゆを下げて情けない顔になった私の頭を、有岡先輩が米を洗うみたいに粗そ雑ざつに撫なでた。

「ショコラさんだけじゃなく、ショコル君もいたぜって感じで二人説にするか？」

「ショコル君って何ですかっ！　大体、有岡先輩たちの悪乗りが話を大きくっ……」

　クッキーを差出人不明のまま置いてしらばっくれた私も悪いけど、勝手に話を大きくした挙げ句、ショコラさんを勝手に選出した先輩たちも大いに悪い。

「大だい丈じよう夫ぶだ、野田。ミシェルと話し合え。きっと丸く収まるさ……と良いな」

「何ですか、その頼たよりない語感っ」

「いやぁ……だって、ミシェルのクッキーへの拘こだわりが俺には分からないんだもーん」

「だもーんじゃないですよ……本当」

「何で野田のクッキーが分かるんだ？　フランス式の作り方でもしてんのか？」

「フランス式なんて知りませんよ。普ふ通つうのクッキー作りました」

　はぁぁと大きく溜め息を吐つきつつ、先輩に乱された髪かみを直す。

「ま、厄やつ介かいごとは早期解決が良いと思うぞ。ミシェルを後で呼び出すから、そこで話し合え」

「今日ですか……？」

「日にち延ばしてどうする」

「そうですけど……」

　あーやだな、ミシェルと会うの嫌だなと思いながら鬱うつ々うつとしていた。
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　私は四時限で終しゆう了りようだが、ミシェルと有岡先せん輩ぱいは五時限目まである日だ。

　ミシェルと二人きりは気まずいので、有岡先輩に同席を頼たのんだ。

　えー面めん倒どうな事になったら嫌だなと渋しぶる有岡先輩を、ミドルキックで説得した。八つ当たりもあって、威い力りよくがあるキックだった。

　ちょっと反省している。







　講義終了後、しらばっくれて帰ろうとする先輩をひっ捕とらえ、カフェまで引き摺ずって行く。

　既すでにミシェルはテーブルに座っていてその正面に私が、私の隣となりに有岡先輩が座った。

「「……」」

　最初の言葉が思いつかず、嫌な沈ちん黙もくが走る。

「あの、狭霧さん」

「……はい」

　ミシェルが先に口を開いた。

「あの時のクッキーと学園祭のクッキーは、狭霧さんが作ったものなんですか？」

　単刀直入に切り出すミシェル。疑問形なのに、確かく認にんに聞こえる。

「……うん、あの、ごめん」

　ミシェルの方を見ずに、テーブルを見つめながら肯こう定ていを返す。

　全員無言のままの沈黙が長く、そろりと視線を上げる。

「へっ！　何っ……！」

　ミシェルがだばーっと涙なみだを流していた。

「ナイアガラの滝たきのようだな」

「ちょっ……冷静に比ひ喩ゆしている場合ですかっ！　ミシェル、とりあえずナプキンっ」

　テーブルの上にあったナプキンを数枚とって、ミシェルに渡わたす。

　二人用のテーブルを少しずつ離はなし、他人の振ふりをしようとする有岡先輩の足の甲こうに踵かかと落おとしを食くらわす。

「いてっ！　だって悪目立ちしてるぞ。ミシェルを泣かした悪役だ、今の俺とお前」

　周りを見み渡わたすと、ばっと逸そらされる視線。

　三角関係じゃない？　あのキレイな男の子を取り合ってるのよとヒソヒソ話が聞こえる。

　あの女の子がどっちかと付き合っていたけど、同性である二人が相思相愛になって修しゆ羅ら場ばじゃない？　と言う声も聞こえてきた。

　あちらこちらで勝手なストーリーが出来上がっている。

「ミシェル、日本男児たるもの涙を見せるな。ただし親と俺が死んだ時だけは許す」

「僕はフランス人です」

「フランスボーイたるもの涙を見せるな。ただしママンとパトラッシュが死んだ時だけは許す」

「『フランダースの犬』って舞ぶ台たいはフランスでしたっけ？」

「ダを抜ぬけば、フランスになるだろ」

「あ、そっか」

「フランダースはベルギーです」

　掠かすれた声でミシェルが事実を伝える。危あやうく納なつ得とくするところだった。

「やべぇ、パトラッシュ思い出したら俺まで泣きたくなってきた」

　少し涙目になっている有岡先輩にぎょっとする。

「ちょっ！　パトラッシュで泣いて良いのはフランス男児だけじゃないんですかっ！」

「俺は前世がナポレオンだから、許されるんだ」

「ずうずうしいにも程ほどがありますっ！」

　ミシェルの長い金色の睫まつげが涙に濡ぬれて、肌理きめ細やかな頰ほおが赤く染まって、キレイな顔は悲しげに揺ゆらいでいた。

　本当に勘かん弁べんして欲しい。周りの目が冷たい。

「だって僕は間ま違ちがってしまいました……気持ちが舞まい上がって、素す敵てきな人に巡めぐり合えるとふわふわしてしまいました」

「いやぁ、その、私でごめん……」

　私が悪いのか？　と思いながらも流れで謝罪。

「ネロとパトラッシュも空に舞い上がっていったんだよな、ふわふわと」

「有岡先輩は黙だまってて下さい」

　ミシェルの話とフランダースの犬が混じってややこしくなる。

「違うんです。僕が悪いんです。あのクッキーは懐なつかしい優やさしい味がして、ふわっとした女の子が頭の中に浮うかびました。優衣を見たときに、あぁこの子なんだって思いました」

　木下さんは、ミシェルを始めとするみんなの想像したショコラさんそのものだった。

「でも優衣と付き合ううちに、違い和わ感かんを覚えてしまいました。僕は優衣と話し合わなくてはいけません」

「ちょっと待って。あのさ、いや、私が言うのも何だけど。クッキーはミシェルにとってそんなに大事？　それを切り離はなして、木下さんと向き合えば良いんじゃないかな？」

　ミシェルは私の言葉を肯定も否定もしなかった。

「もし僕があの時……」

　小さな声で何かを言いかけてから、きゅっと口を噤つぐんだ。

　ミシェルはぐいっと涙を拭ぬぐうと、すっと立ち上がって私を見つめた。

　涙の跡あとを残すミシェルの目を見てズキッとなる。戸と惑まどった私に、優衣と話し合ってきますねと柔やわらかく微笑ほほえみ、ミシェルはカフェを出て行った。

「わぁ、何？　あの儚はかない微笑み。ミシェル、木下さんと別れたりしませんよね？」

「恋れん愛あいは二人の間で解決すべし。ただし三角関係の時は除く、というのが鉄則だ。ヘタに口を挟はさむと、良くない結果を招くぞ」

「そのセリフ、よく有岡先輩が言えましたねっ！」

　あれだけ横から口を挟んで、楽しんでいたくせに。口笛吹ふいて誤ご魔ま化かすなっ！

「ミシェルは前から悩なやみを俺に持ちかけていた。クッキーの作り手が野田と判明しなくても、木下さんと改めて話し合う必要があったんじゃないか？」

　有岡先輩の言葉には二つのびっくり要素が含ふくまれていた。

　一つはミシェルが大分前から悩んでいたという事。

　もう一つは相談相手に有岡先輩を選んだという事。

「明らかに人選ミスをしている」

「そうか？　空手サークルのメンバーの中で恋愛相談出来るやついるか？」

　そう言われるといないかも。

　私もそうだけど、恋こい人びと出来たことない一人ぼっち集団だし。

「でも木下さんってほんわりした可愛かわいい子だし、女の子っぽくて、優しくてミシェルの理想にぴったりじゃないですか。ミシェルは何で悩んでいたんだろう。クッキーの作り手であるってそんなに重要でしたか？」

　だったら私が木下さんにクッキーの作り方を教えれば万ばん事じ解決する？

「ミシェルの悩み事の詳しよう細さいは話せない。個人情報保護法、プライバシーマーク取得済みだからな。ただなぁ……野田」

「はい？」

　有岡先せん輩ぱいがふぅぅっと長い溜ため息を吐ついた。

「もうちょっと人を見る目を養え」

「……？」

「世の中そんな単純じゃないぞ。ま、ミシェルと木下さんの事は俺がそれとなくフォローしてやる。安心しろ」

「は？　先輩もヘタに口を挟まない方が良いですよっ！　それが鉄則じゃないんですかっ！」

　絶対状じよう況きようの悪化を招く。

「素人しろうとはな。だが俺は違う。恋愛アドバイザーとしての俺の本領を見せてやる」

「いや、ほんっっとにっ！　何もしない方が良いですよっ。私、全力で阻そ止ししますっ！」

　余計なことをするんなら、私からの複合関節技わざを覚かく悟ごして下さいね！　と脅おどす。

　有岡先輩は降参と言うように両手を上げながら、それでも自信満々の笑えみを崩くずさない。

「俺はミシェルと木下さんが恋人同士でいてくれた方が都合が良いからな。本気で手を貸すつもりだ」

　その本気が不安なんだ！　と胡う乱ろんな目を向ける。

　そうかといって私は何をして良いか分からないし、ミシェルと木下さんが丸く収まるように祈いのるだけだ。

　こと、恋愛に関する男女の心の機き微びに私は疎うとい。全く分からないのだ。

　恋愛って難しいと水原にメールを送ってみた。

　水原からはイチゴのムースって返ってきた。話を振る相手、間違えた。
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　こうしてミシェルに事の次し第だいが露ろ見けんしてしまったわけだが、それによってミシェルと木下さんがどうなったのか、数日経たってもまだ分からない。

　事実を知れば騒さわぐメンバーがいる部室でおおっぴらに聞くわけにもいかず、ミシェルが一人の時を狙ねらって聞いてみたけれどそれとなくはぐらかされた。

「うぐぅ……気になるっ！」

　水原の家のキッチンで唸うなる。

　別れたのかそうでないのかくらいは知りたい。

　もやっとした気持ちを振り払はらうようにメレンゲを作る。

　ハンドミキサーを使わずに、手動でかき混ぜる。機械に劣おとらぬ手首のスナップだったと思う。

　生クリームも手動で作る。

　むぉぉぉーっと狂くるったように泡あわだて器を回転させ、短時間で滑なめらかなクリーム完成。

　イチゴを洗って粒つぶが残らないように潰つぶす。フォークを使ってめった刺ざし。

　ゼラチンを溶とかして、イチゴとメレンゲと生クリームを混ぜ合わせる。

　容器に流し込み、冷蔵庫で一～二時間冷やし固める。

　ふぉぉぉーっとイチゴ、グラニュー糖、レモン汁じるをミキサーにかけていると

「奇き声せいをあげながら菓か子しを作るのはやめてくれないか？」

　水原に怒おこられた。

　童話のこびとのように君が夜に忍しのんでこなくて良かった、もし来ていたら通報してたとも言われた。

　これはいらっとした時の、ママ直伝製せい菓かストレス発散法なのに。

「あーなんかすっきりしないっ！　もう一個作ろうかな。食べたいお菓子ある？」

　出来上がったソースを冷蔵庫に入れながら、水原に声をかける。

　学園祭のお礼とお詫わびに、ここ暫しばらくは水原のリクエスト通りのお菓子を作るつもりだ。

「水原、何してんの？」

　水原は私が持ってきた有岡先輩の秘蔵の写真集に、せっせと落書きをしていた。

　私はヒゲと鼻血を描かき込むくらいしか思いつかなかったが、水原は違った。

　全ページにこびとの描き込み。

　アイドル自体には落書きをしていないのに、小さなこびとの存在感がすごい。

　とっても先輩に似てる。先輩似のこびとがアイドルにまとわり付く感じであちこちにいる。

　しかも嫌いやなセリフの吹き出し付き。

【歯がないじじいになっても、親の臑すねは齧かじり続ける。それが俺の本ほん性しようさ】

　歯は抜ぬけの先輩こびとが誰だれかの臑すねを齧ってる。グロイ上にシュール。

【俺は何色にも染まらねぇ。無職だからな】

　無色透とう明めいの先輩こびとのクビが転がっている。そんな考えだから、リストラされたようだ。

　しょうもないことを考え付く水原が、本当に頭が良いのか疑わしい時がある。

　くだらないと思うけど、ニートこびとを気にしていた有岡先輩には効き目がありそうだ。

「で、水原。何が食べたい？」

「タルト・フィナンシェ・ガレット・ブラマンジュ・ドーナツ・バターケーキ・ティラミス・プディング・スフレ・メレンゲパイ・トルテ……」

「何の呪じゆ文もんっ!?」

　ノンブレスでエンドレス。全然聞き取れなかった。

「あーじゃあ、スティックチーズケーキね」

　水原があげた候補にはなかったけど、それを作りたい気分。

　水原を見れば、それで良いとばかりに鷹おう揚ように頷うなずいている。

　ぬぉぉぉーっとそれもアグレッシブに作ったけど、水原は何も言わなかった。諦あきらめたのか。

　作り上げたスティックチーズを冷蔵庫で冷やす間やることがないので、エプロンを外して落書きをしている水原の前に座る。

「ミシェルがはぐらかすのってやっぱり木下さんと話が拗こじれたからかなぁ？」

　テーブルの上に顎あごを乗せて、うぅっと悩む。

　水原は最後の仕上げとばかりに、嫌な感じで高笑いしているエリートこびとを描いている。

「理論どおりの答えがない話は、俺に聞いても時間の無む駄だだ。対象の二人以外にもプロセスの要因や外乱があって結果が出るだろう」

「外乱って何？」

　恋愛話を俺に振ふるなという主しゆ旨しは分かるが、後ろの意味が分からない。

「通信系などに不要な信号が伝わり、妨ぼう害がいになることだ」

「あぁ、分かった」

　つまり空手サークルのメンバーの事だろう。

　外乱って言葉は初めて聞いたけど、メンバーにぴったりだ。

　キッチンに戻もどり、紅茶を淹いれる。水原の家には色んな種類の紅茶が揃そろっていて、どのお菓子にどの紅茶があうのかもリサーチしている。

「君の携けい帯たいが鳴っているぞ」

「ちょっと手が離はなせないから、誰からか見て」

　中断したくないので、水原に発信先の確かく認にんを頼たのむ。

「見た」

「誰からか言ってよ」

　パパとママか、ちーちゃんか空手サークルの誰かだろう。

「木下優衣」

「……え？」

　慌あわててフキンで手を拭ぬぐい、水原から携帯を取る。

　メールを一通受信、差出人は木下さん。

【お話したいことがあります。お時間を頂けないでしょうか？】

　嫌な想像をかき立てるメールの内容だった。
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　翌日、木下さんのお薦すすめのカフェでアフタヌーンティー。

　ケーキを堪たん能のうしている場合じゃないのは分かっているけど、ケーキを食べて幸せを嚙かみ締しめる。しっとり、まろやかで美味おいしい。

「今日はいきなり呼び出してごめんなさい」

「いや、気にしないで。部室だとメンバーのせいでゆっくり話できないしね」

　紅茶を飲みながら、しばらく沈ちん黙もく。必要以上に紅茶に砂糖を入れ、手持ち無ぶ沙さ汰たにかき回す。

「あの、実は私、ミシェルに振られてしまったんです」

「……あーえっとー」

　そうなったかーっ！　気まずさがアップ。

　ミシェルははぐらかしていたのであまり良くない方向に進んでいるとは思っていたが、想像した中で最悪の展開だった。

「ミシェルはたくさん謝ってくれました。傷つけてすまないと泣きながら言われました。でも私は諦められません。ミシェルが好きなんです」

　きっぱりと言い切る木下さん。

　その勢いに押されて、私は言葉が見つからない。

「そのために私、空手サークルのマネージャーになることにしました。有岡先輩には了りよう承しようを頂いております」

「えっ!?　マネージャー？　メンバーは諸もろ手てを挙げて迎むかえ入れると思うけど、マネージャーって激務だよ。普ふ段だんの練習とか試合の時とか。うちのメンバー、アホなことばっかやるから救急道具の使い方とか覚えなきゃいけないし」

「傍そばにいたいんです。私がマネージャーになること野田さんも賛成してくれますか？」

「それはもちろん。木下さんが良いなら」

　木下さんがいるとメンバーは浮うわつきそうだけど、部室は清潔に保たれるし、練習も試合も無駄に張り切ると思うし、良いこと尽ずくめ。

　そもそもマネージャーになるのに、私の許可は不要。

　これからよろしくお願いしますね、と頭を下げる木下さんに私も下げる。

「でさ……聞くタイミング見計らっていたんだけど、あの……ミシェルは理由を言った？」

　デリカシーがない質問かな？　と思ったけど、それについて木下さんから話が出ないので勇気を出して聞いてみた。

「私と付き合う前と付き合ってからと、心に不和が生じたと言われました。抽ちゆう象しよう的で随ずい分ぶん勝手な理由ですけど……それでも私はミシェルが好きなんです」

　悲しそうに微笑ほほえみ、何度もお辞じ儀ぎをしながら去って行く木下さん。







　不完全燃ねん焼しようを引き摺ずり、ベッドの上でちーちゃんに愚ぐ痴ちの電話。

「ミシェルが酷ひどいっ！　自分から告白したんだから、末永く付き合えと思うんだけどっ」

「さーちゃん、感情ってそういったもので割り切れるものじゃないのよ。木下さんがクッキーを作ったと思っていた時から、ミシェル君は悩なやんでいたんでしょう」

　恋れん愛あいっていうのは複雑で、私には良く分からない。

「木下さんはクッキーの作り手がさーちゃんってこと知っているの？」

「それが分からなかったんだよね。木下さんは何も言わなかったから、ミシェルは言わなかったんだと思う」

　木下さんに呼び出されたとき、その件についてだと思った。

　しかし実際会ってみれば、マネージャーになった事への挨あい拶さつ。色んなパターン想像して、ドキドキしていたから拍ひよう子し抜ぬけ。

「わざわざ個別に挨拶するなんて律りち儀ぎだよね」

「違ちがうわよ。それって牽けん制せいでしょ」

「牽制って私に？」

　何で私に？

　木下さんと私は比べる対象にもならないと思うんだけど。女の子としての魅み力りよくは、何万光年もの差がある。

「空手サークルを通じてアプローチするなら、ライバルになるのさーちゃんしかいないじゃないの」

「ライバル……」

　それはちーちゃんの考え過ぎだと思う。

「ところで、さーちゃんは以前ミシェル君のことが好きだったんでしょ？」

「うっ！　だからちょっと良いなって思ってただけだって」

　ミシェルの理想の女の子を聞いて、あぁ私じゃ絶対ダメだなって思った。

　今は木下さんとミシェルがうまく行けば良いと思っている。

「それなら、他人の恋愛に構ってばかりじゃダメよ。もう十一月に入るのよ。分かる？　十二月はもうすぐ」

「それは分かるけど、十二月がどうかした？」

　秋が終わり、冬が近づいている。もう数日で、十一月になる。

　しかし何でちーちゃんは十二月まで話を飛ばすんだろう。

「十二月はクリスマスがあるからよ。こういうイベントを前にするとカップルって出来やすいのよね。というわけで、合コンよ。来週の土日は空いてるかしら？」

「土曜は練習があるから、日曜なら空いてる」

「なら日曜日にセッティングするわ。クリスマスまでに恋こい人びとを作らなくちゃ」

　ちーちゃんのクリスマスへの意気込みを聞き、勢いに飲まれる。

　クリスマスに一人で過ごす事の寂さみしさを過去の体験を交え、情感をたっぷり含ふくませた声で切々と語られると、そうなのかぁと頷いてしまう。

　一時間ほどに亘わたるちーちゃんの恋愛指南は、私の中で恋愛って難しいと要約されて終わった。
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　その日から数日で木下さんのマネージャー就任がメンバーに知らされた。

　狂きよう喜き乱らん舞ぶという言葉が、ぴったりで大変だった。

　喜びの極きわみに達して奇き声せいをあげたり、ごろごろとローリングしたり、シャドーボクシングを始めたり、手に負えない興奮状態。

　みんなの都合がつく日に歓かん迎げい会かいを開かい催さいすることになった。

　木下さんは恐きよう縮しゆくしていたけど、メンバーは大張り切りで部室の飾かざり付けをしている。

　お店でやるんだと思っていた私は、誕生日会みたいになった部室に入るなり、うわぁっと頭を抱かかえたくなった。

　折り紙の輪つなぎが狭せまい部室にぶら下がり、紙花と風船が壁かべに貼はられている。子供の誕生日会のように様変わりした部室。

　歓迎会準備には我関せずを貫つらぬこうと思っていたけど、懐なつかしさについ手を出してしまった。花ちり紙を五～七枚重ねて、じゃばら折り。真ん中をゴムで留めて、一枚ずつ開いて行く。

「野田～この紙に歓かん迎げいの言葉書くんだけど、なんて書けば良いと思う？」

「やっぱさー定番だけど、ウェルカム、ミス木下！　じゃね？」

「ハートマークって入れて良いと思う？」

「小さく好きですって書いて良いと思う？」

「その隣となりに黙だまれ、ハゲって書いて良いと思う？」

　垂れ幕になるだろう大きな紙を持って、わちゃわちゃとメンバーが集まってくる。

　折り紙を使って紙飛行機飛ばしたり、風船を叩たたき合って遊んだりするメンバーもいて、幼よう稚ち園えんかっ！　とうんざりしてきた。

「普ふ通つうに『歓迎！　木下優衣さん』とかで良いんじゃないの？」

　色々描かいたら文字のインパクトが薄うすれるし、木下さんも困るだろう。

「まだそこで揉もめていたのか？　それを貼らないと次に進めないぞ」

　スーパーの袋ふくろを引っさげた有岡先せん輩ぱいが戻もどってきた。

　油断した！　有岡先輩に買い出しに行かせてしまった。

「有岡先輩、その袋見せて下さい！」

　近寄って来た私から見えないように、ばっとビニール袋を後ろに隠かくす。

　やましい事がある証しよう拠こだ。奪うばい取って引っ繰くり返し、中身を確かく認にん。

「煎せん餅べい、おにぎり、お稲荷いなり、焼きおにぎり、手巻き寿ず司し、ちまき……はい、買いなおし」

　やると思ったけど、米過ぎる。

「はい！　じゃあ、次は俺が行きます！　野田、歓迎のメッセージ書いといて」

　私と先輩のやり取りを傍で見ていたメンバーが元気に挙手。

　私に差し出されたマジックを

「俺が書いてやる」

　有岡先輩が意い気き揚よう々ようと奪った。

　先輩は悪筆だから止やめたほうが良いと思ったけど、面めん倒どうなので止めない。

「野田ーどの曲流すべきだと思う？　意見まとまんなくて」

「どうせ騒さわいで聞こえないから必要ないと思う」

　木下さんが来るまで三十分切っているのに、準備半ば。

　今度は席順で揉めている。この狭い部室に席順などなく、好き勝手に動くのだから無む駄だな揉め事だと思う。

　木下さん専用の座ざ布ぶ団とんを一番奥に、あとのメンバーは木下さんと向かい合って並ぶ配置。

　木下さんの座布団が紫むらさきなので、法事っぽい。花とか飾っているので、祭さい壇だんにも見える。

　木下さんの居い心地ごこちが悪いに違いないので、料理の位置を変え円形にする。

「木下さんは？」

「ミシェルに迎むかえに行くように頼たのんだぞ」

　先輩がおにぎりを食べながらクラッカーを配っている。クラッカーまで用意していたのか。

　時間丁度に、ミシェルにエスコートされた木下さんが部室に入ってきた。パンパンパーンと鳴るクラッカーにびっくりした顔の木下さん。

「ようこそ！　我が空手サークルに。ミス木下」

　簡単な有岡先輩の言葉で、歓迎会は始まった。

　案の定メンバーは木下さんに群がり、席など関係なくなった。

　紙皿に用意した料理も、チャンプル状態。

　クラッカーの紙テープを頭に載のせ、イエス・キリストごっこをするメンバー。

　メンバーのはしゃぎっぷりを、木下さんは苦く笑しようして見ている。

　ちまきの皮を剝むいていると、ポケットの携けい帯たいが震ふるえた。

　差出人は水原。

　今度は何のお菓か子しが食べたいんだ？　と思いながら画面を開き、手が止まった。

　本文に文字が入っている。頼みたい事がある、という衝しよう撃げき的な言葉。

　あのひねくれ者の水原が頼みごとって一体どうしたっ？

「木下さんの微笑ほほえみ一つで、大たい抵ていの男はメロメロリン。笑え顔がお一つで心を鷲わし摑づかむとは……罪だ」

　水原の頼みごとってお菓子作ってとしか思いつかないんだけど。
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　いや、でもそしたら作って欲しいお菓子を件名に入れるだろうし。

「そんな。笑顔になると周りが明るくなるから、私だけが特別なんじゃないわ」

「いや、木下さんの笑顔の威い力りよくは凄すごい！　でもきっとそれを自覚していないから威力が増すんだろうなぁ～」

　頼みごと？　何だ？　気になる。

　そわそわしながら、携帯を開け閉め。

「木下さんの声も武器だよなぁ。その声で頼まれたら、絶対断れない」

「そんな……普通に話しているだけよ」

「木下さんもそうだけど、女の子の声とか抗あらがいがたいよな。上うわ目め遣づかいされて、手を組んでお願いとか言われると、何でもはいはい言う事聞いてるし」

「それはだな、騙だまされている可能性がある。こいつはちょろいと思われてアッシー君扱あつかいだな」

「有岡先輩ひでぇ！」

「男を落とす方法を知ってる女の子の仕草だからな」

　本文記入自体珍めずらしいのに、その内容はありえないレベル。

　気になる。

「おーい、野田」

　とても気になる。

　水原、死んだのかも。糖分の取りすぎで。いや、それは考えがぶっ飛びすぎか。

「おーい、野田ってばっ！」

「へ？　何？」

　何故なぜかメンバーの注目を集めていた。

　自分の思考に没ぼつ頭とうしていたので気付かなかったが、どうも私の話題になったらしい。

「お前って男を落とす方法とか知ってんの？　使えるかどうかは別として女の子は大抵知ってるとか有岡師し匠しようが言い出してさ。聞くだけ無駄な気がすっけど、参考までに聞く」

　やっぱり、気になる！　水原の家は近いし、今から行ってこよう。

　死んでいたら嫌いやだし。

　残されたこびとたちを頼む、とかの遺ゆい言ごんだったら困る。

「頸けい動脈を圧あつ迫ぱくし、脳への血流を止めればいいと思うよ。ってかごめん。用を思い出したんで、ちょっと先にお暇いとまするね」

　後片付けは頼んだーと鞄かばんを持って、大学から水原の家までノンストップダッシュした。

　ダッシュで乱れた息を整えつつ、チャイムを鳴らしたけど応答がない。

　ドアノブを回すと鍵かぎがかかってなかった。顔を半分覗のぞかせて水原を呼ぶと、入ってきてくれと返事が来た。

　部屋に入ると、左足と右手に包帯を巻いた不ふ機き嫌げんそうな水原がいた。

「階段を踏ふみ外して左足と右手を捻ねん挫ざ～？」

「怪け我が自体は大したことはない。軽い捻挫だそうだ」

　スポーツ観戦した帰り道、水原は歩道橋で足を踏み外し転落。

　幸い大した段数ではなかったし、全治十日ほどの軽傷だった。

　しかしやはり二、三日は腫はれが酷ひどく、歩く時は結構な痛みが生じる。安静にせよという医者の言葉。

「何やってんだか。コンビニで何か買ってくるよ」

　利きき腕うでを使えないので、左手でも食べられるカレーをチョイス。

　インド人じゃなくて良かったねと言えば、不機嫌そうに睨にらまれた。

「でも水原がスポーツ観戦行くなんて知らなかった。野球？　サッカー？」

　持ちづらそうにスプーンを握にぎりカレーを食べる水原の前で、紅茶を飲む。

　さっきの歓かん迎げい会かいで色々食べたので、お腹なかは一いつ杯ぱいだ。

「俺はスポーツに興味ない」

「は？　じゃあ、何で行ったの？」

「行ってない。俺が行ったのはスイーツ観戦だ。半年振ぶりに行われた和洋交流戦のプレミアシートが取れて、気持ちが高こう揚ようしていた。だからと言って足元を疎おろそかにするとは、俺としたことが情けない」

　スイーツ観戦って……世の中、知らないことがたくさんあるんだなと実感。

　水原はデザート用に買ってきたプリンのフタを開けるのに四苦八苦している。

　右手で押さえられないので、力を入れづらいんだろう。

　開けてあげようと身を乗り出すと、水原はアルミのフタにぶしっと爪つめを突つき刺さして穴を開け、そこにスプーンを突っ込んだ。

「うぉいっ！」

　冷静に見えても、動きが制限され痛みもある水原はイラッとしているようだ。

　手が上手うまく使えない幼児のようなことをする。

「次の日曜日だが。君、空いているか？」

「何で？　どうした？」

　水原は郵便物を左手で開けようとして上手くいかず、鋏はさみを使うものの右手用なので切れ味が悪く、ぱしっとテーブルに放ほうり投げた。

　利き腕がダメだと、色々不便なんだなと勉強になった。

「次の日曜日、地下甘党の役員会議があるんだが、会報の作成も兼かねるので欠席出来ない。荷物が多いのに、右手は使えず左足もダメだ。君、一いつ緒しよに行って手伝ってくれないか？」

「役員会議って……」

「もちろん報ほう酬しゆうは出す。そうだな、三万でどうだ？」

　一日三万ってどんな破格のバイトだ。

　呆あきれた視線を水原に送ると、今度はパソコンのキーを打つのに苛いら々いらしている。左手だけだとキーを打つにもマウスを動かすにも、手間をかけなければいけない。

　キーの押し方が、ベートーベンの『運命』を弾ひくようになっている。

「困ってんならそう言えば良いのに」

　お金なんてなくてもそのくらい手を貸してあげるのに。

「地下甘党って丸田さんのお店が本ほん拠きよ地ち云うん々ぬんって言ってたよね。その日も？」

「あぁ。役員会議は丸田さんのお店でする」

　それなら場所を迷ったりしないし、歩くのに不自由な水原も我が慢まんできる距きよ離りだろう。

「一時間くらいで行けるね。重い荷物とうるさい荷物があるから、余よ裕ゆうを見て一時間半前に出るか。何時から始まるの？」

「十一時半だ。うるさい荷物って俺のことか？」

　当たり前の確かく認にんをする水原を無視して、持って行くという荷物を一まとめにする。

　殆ほとんどお菓子。全国お取り寄せスイーツ。

「地下甘党は何らかの事情で、甘党であることを公言できない男の集まりだ」

「秘密保守派だっけ？」

　前に聞いた事がある。水原は自由主義派とか言ってたな。

「あぁ。だから会員は男のみで、女によ人にん禁制なんだ」

「ふーん……って私行って良いの？」

「良くない。だから男の振ふりをしてくれ。君なら簡単に出来る」

　水原の言葉にチョップを食くらわそうかと思ったけど、相手は怪我人なので我慢した。

「そもそもメンズ服持ってないんだけど」

「そこのクローゼットの三段目に一押しのコビッティが入ってる。好きなものを着てくれ」

「違ちがうのが着たい」

　許可が下りたので、クローゼットを漁あさってみる。

　あまり服のことは分からないけど、水原のセンスは良いほうだと思う。

「俺は服に興味ない」

「そうなの？　決まった系統がなくて、無難に着こなしてるじゃん」

「ディスプレイの組み合わせを全部買っていけば、悩なやまずに済む」

「何、その金持ち買い」

　プロのコーディネートをそのまま買っているから、手て堅がたいわけだ。

　試着してみたけど、ズボンは緩ゆるい。水原とは似たような背格好なので、服のサイズも同じだと思ったが、そういうわけにはいかないようだ。

「甘いものばっかり食べているから、お腹出てるよ」

「失敬な。俺は標準だ」

　緩いズボンをベルトで締しめるとデザインが歪ゆがむ。うーん、と悩みながら幾いくつかの服を並べる。

　選んだ服を上下で並べ、また悩む。今時のメンズコーデというのがそもそも分からない私にはかなりの難問だ。

「それと、それと、それで合わせたらどうだ？」

　水原が左手で服を指差す。

　デニムのジャケットに、黒のＶネックのシャツ、変わった柄がらのストール。

「ズボンは君が持ってるジーンズで良いだろう。サイズが合わない服は、どんなにおしゃれなものでも、だらしがなく見える」

　水原のチョイスした服を着てみると、ぴったりと似合ってる。

　胸むな元もとが開いているのが気になったけど、ストールでうまく隠かくせばおしゃれ度アップ、ばれる危険はダウン。

　お！　良いかもと鏡の前でくるっとターン。

「君、楽しそうだな」

「うん。意外にノッテきた」

　中学時代から劇に出ると男役だったので、何だか懐なつかしくなった。







　日曜日は早めに水原の家に行き準備。

　帽ぼう子しを被かぶって顔を隠すと、良い感じに性別が隠れる。

　髪かみを逆立ててみよーとワックスで遊んでいる私の前で、水原がホワイトチョコ入りの抹まつ茶ちやブラウニーを朝ご飯にしている。

　渋しぶい抹茶とホワイトチョコの甘さが絶ぜつ妙みようなしっとりブラウニーは、昨夜ママと作った。

　ブラウニーは三日くらい日持ちするので利き腕が不自由な水原の非常食にしようと持ってきたが、完食された。

　いつか絶対、水原の胃にアリが湧わくと思う。

　家から店まで水原を運うん搬ぱんする間に、今日の段取りを確認。

「丸田さんには事情は話してある」

「あぁ、それなら安心。丸田さん、ぺろっと話しちゃうしね」

　痛い目を見た私は、実感をこめた頷うなずきを返す。

　お店は本日休業日と札が掛かかっていたけど鍵かぎは閉まってなかった。ドアを開ければ鈴すずが鳴って、丸田さんが出てきてくれた。

「おはよう。既すでにみんな到とう着ちやくしているよ」

　お店のイートインスペースには四人の男の人が座っていた。

　年は四十五歳から六十歳までの間くらい。思ったより年上の人の集まりだった。

　彼らは見慣れぬ私を見て、おや？　という表情を浮うかべている。

「怪け我がをしているのかい？　ピスタチオ？」

「ピスタチオーっ!?」

「地下甘党は隠れた男の集まりだ。本名は明かさない。スイーツにちなんだ便べん宜ぎ上じようの呼び名をつけている」

　それにしても何でピスタチオにしたんだろう？

　そのネーミングチョイスに噴ふきそうになった。

「すみません。怪我をしてしまって、今回だけ彼の参加を認めて頂けると助かります」

「そういった事情なら仕方がない。秘密は厳守してもらうがね」

「もちろんお約束します。彼のことは……ピーカンナッツと呼んでください」

「やだっ！」

　何かすごいバカっぽい、その呼び名。

　やだっと抗こう議ぎすると、今日だけだと水原に流される。

「そうか、よろしく。私は会長のレンジだ」

　レンジさんは、六十歳手前くらいのナイスミドルだ。社会的地位のある大人のオーラを感じた。

「右から幹部のヒョウカ君、ケイキ君、ソルベ君にマルタ君だ」

　お菓か子しの名前ではあるけど、格好良いのを使っている。一人本名交じっているけど。

「俺、やっぱり嫌いやだ。別のが良い」

「別のって例えば何が良いんだ？」

「急に言われても思いつかないけど……」

「君にぴったりの呼び名だと思うが」

「嫌だ」

「ほらほら。水原君も野田君も喧けん嘩かしないで」

　まぁまぁと丸田さんが仲ちゆう裁さいに入ってくれる。

　ナチュラルに本名を出していたので、便宜上の呼び名は必要ない気がする。

「ではいつも通りスイーツ情報を交こう換かんしながら、会報に載のせる記事について話し合おうか」

　それぞれパソコンを開き、情報を飛ばしあっている。

　内容を知らなければ企き業ぎようの重役会議みたいだ。

　私はレンジさんたちが持ち寄ったお菓子を開かい封ふうし、並べるよう頼たのまれた。そのお菓子の中には憧あこがれていた限定販はん売ばい品もあった。

　うわぁぁぁ！　と口には出さない興奮を察したのか、レンジさんが勧すすめてくれる。

　出来る大人は気配りが違うと感激しつつ、限定品であるマロンケーキを食べる。

「神の御み業わざだ……これは」

　渋しぶ皮かわ煮にのマロンの甘さと上品な生クリームが見事なコラボ。

　スポンジは雲で出来ているのかと疑うほどの軽さ。

　ふわっとした口くち溶どけで一いつ瞬しゆんでなくなるのに、その感動はいつまでも舌に残っている。

「これもどうぞ」

「ありがとうございます」

　ヒョウカさんに渡わたされた大福を一口食べて、ぱたりと倒たおれそうになった。

　もっちりとした大福の中には、抹茶のクリーム。アンコは入ってなくて、抹茶のクリームだけがぎっしりと詰つめられている。

　味は濃のう厚こうなんだけど、甘さが控ひかえめなので幾らでも食べられそうだ。

　重役会議の邪じや魔まにならないように、心なしか隅すみに寄って形容しがたい美味おいしさに唸うなる。

「これも食べてみる？」

「ありがとうございます！」

　二種類のコンフィチュールの瓶びん詰づめ。ケイキさんがクラッカーも渡してくれる。

「おいし……」

　情景が目に浮かぶ。

　果樹園で捥もいだ新しん鮮せんなフルーツが荷台で煌きらめいてる。大地の恵めぐみをそのまま運ぶ。コトコトと鍋なべで煮に詰つめ、瓶びんに注ぐ。

　瓶も可愛かわいい。中身は言うまでもないが、外見も素す晴ばらしい。

　ぐうの音も出ないというのはこういう状じよう況きよう下で使われるのだろうか。

「……これもどうぞ」

「うぅ！　ありがとうございます」

　コンフィチュールの余よ韻いんに浸ひたっていた私に、ソルベさんがスイートポテトを渡してくれる。

　一口食べて生まれてきてよかったとしみじみ思った。感動の一品だ。

　中に入っているカスタードクリームも、ポテトの生き地じとお似合いすぎる。

　このあふれ出る感動を体で表現してしまうほど子供ではないので我が慢まんするが、家だったら大おお騒さわぎしていると思う。

「君、気が散る」

「へ？　俺ぇ？……ごめん」

　水原に注意されてレンジさんたちを見れば、何故なぜか注目を集めていた。

　体の中に感動を秘ひめたつもりだが、ちょっとばたついたのかもしれない。

「良いよ、良いよ。若い女の子がスイーツ食べて喜んでいるのを見るのは存外楽しいね」

　レンジさんの言葉に頷くヒョウカさんたち。

「……ばれてるじゃん」

　パパよりも年上の人の目を誤ご魔ま化かすには無理があったようだ。

　俺とか使って、無む駄だなことをした。

　ばれても怒おこっている風ではないので、安心してスイーツを楽しみ寛くつろぐ。

　紅茶を淹いれたり、ケーキを切ったり、ゴミを集めたり簡単な雑用をして、不自由な水原の手助け。

　それ以外はお菓子を食べてまったり幸せ。

　地下甘党の秘密会員にしてもらって、コンフィチュールの残りを貰もらって大満足だった。

「君、俺よりも楽しんでいたな」

「うん。楽しかったし、美味おいしかったっ！」

　タクシーに水原を押し込み、私は最も寄よりの駅へ向かう。ちーちゃんがセッティングした合コンに参加する為ためだ。

　その日の私はメンズコーデな上、演劇部に習った本格男装メイク。

　その格好で挑いどんだ合コンに実りはなかった。
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　ちーちゃんに何考えてその服装とメイクにしたのっ!?　と怒られた。ちーちゃんが選よりすぐったメンバー構成の合コンだったらしい。

　何も考えていませんでした、誠まことに申し訳ございません、以後気をつけます云うん々ぬんと詫わびるメールを作っていると

【お前の大事な教科書は預かった。無事に返して欲しくば昼休み、会議室（部室）へ来い】

　というメールを受信した。

　またか、有岡先せん輩ぱいめ～と思いながら階段を駆かけ上がったけど、良く見れば送信者は別のメンバーだった。

「どういう……」

　私が文句を言うよりも早く部室の中に引っ張り、ドアを閉めるメンバー。

　何だ？　と見ると既にいたメンバーが小さく円を作り、小声で話し合っている。

　膝ひざがつかんばかりの密着度で、何の密会だと厄やつ介かいごとを予感した。

「お！　野田、来たか」

　円の真ん中に入れられ、囲まれる。召しよう還かんか生いけ贄にえの儀ぎ式しきのようで嫌なスタンスだ。

「何と！　今年の空手サークルのクリスマス飲み会に木下さんが参加する事になった」

「どんどんぱふー」

「俺らのテンションはチョモランマよりも高いっ」

「木下さんとミシェルって別れたんだろ？」

「付き合ってからの不ふ一いつ致ちはざらにあるからな～」

　木下さんから聞いたのか、ミシェルから聞いたのか、それとも空気で気付いたのか分からないけど、メンバー全員が察したようだ。

　男女の仲って難しいよな～と神しん妙みような顔で唸る。

　それから一転して、満面の笑えみ。

「クリスマス、これは逆転のチャンスじゃありませんか！」

「でもここで一つ問題が。そのクリスマス会、ミシェルと有岡先輩も参加なんだ」

「うがぁー邪じや魔ま者ものっ！　という意見で一致した俺たちはとりあえず共同戦線を張ることにした。その二人を抜ぬかせば俺ら同レベルだし。ともかく二人を排はい除じよしたいわけよ」

「そこで出番なのがノダノザウルスだ」

　いちいち蹴けるのが面めん倒どうなので、合算して後でまとめて報復しようと話を促うながす。

「この前さ、飲み会しただろ。練習試合の夜」

「そこでお前、酔よって暴れたじゃん」

　先日、空手サークルのメンバーで飲み会をした。木下さん、初マネージャー業務を祝うという名目だった。

　歓かん迎げい会かいをした数日後に初マネージャー業務を祝う飲み会をするのはどうかと思ったけど、羽目を外したメンバーの監かん視し役を自負して参加。

　私はお酒に弱いので、ノンアルコールで料理を食べるのに専念してた。

　しかしいつの間にか木下さんのウーロンハイと私のウーロン茶が入れ替かわってしまった。

　あれ？　何か味がおかしいなと思ったときには、喉のどの奥に流れ込んでいて、そこから数時間の記き憶おくがない。

　監視役を自負した自分がちょっと恥はずかしい。

「普ふ段だんのお前はちょっと危険な野生動物だが、アルコールが入ったお前は仕留めなければならないＡランクの害がい獣じゆうだ」

「悪かったねっ！」

　お酒は飲まないように気をつけていたつもりだけど、ふとした気の緩ゆるみが事故を招くようだ。

　幸い人も物も壊こわさなかったそうなので、次回は気をつけようと固く誓ちかった。

「ここからが本題だ。今年のクリスマス会も是ぜ非ひ、ザウルスになって大暴れして頂きたい」

　決意した先からメンバーの意図が分からない要求。

「はぁぁぁ？」

　何で？　と怪け訝げんな顔をしてしまう。

「いやさ、お前覚えてないみたいだけど、ぎゃおーとどこかに行こうとするお前を有岡先輩が速そつ攻こうで捕ほ獲かくして事なきを得たわけよ」

「お前は暫しばらくジタバタしてたけど、そのせいで酔いが回ってそのままダウン」

「完全に寝ね入いったお前の面倒を見ていたのが、有岡先輩とミシェルだったんだよな～」

　全然覚えていない。

　目が覚めたらメンバーも死し屍し累るい々るいの状態になって、お店の人がそろそろ会計を、と困った顔で見ていた。

「次もそのパターンで頼たのむ！」

「はぁ？　何でわざと人に迷めい惑わくをかける!?　そもそもその作戦、寝てる私を隅すみに放置して二人が飲みに戻もどったら、意味ないし」

「いや、有岡先輩もしばらく用心して捕獲態勢だったし、ミシェルもその傍そばに控ひかえていたし、クリスマス会も同じシチュエーションを狙ねらうのだ」

　姑こ息そくなライバル蹴け落おとし作戦を立てるメンバーを白い目で見やる。

「お前の飲み代は俺らが負担するから頼む～」

　うっとうしい上、やることが小さいっ！

　大体二人がいなければいないで、他ほかも全員ライバルなんだから共同戦線なんてすぐ解消になるはずだ。

「そもそも私、今年のクリスマス会は不参加なんだけど。用事がある」

「へ？　何で……どこのジュラシックパーティに出んの？　聞いてないんだけど」

「参加できないって前に言ったよ」

「……まさかと思うけど、俺らのロンリー同盟裏切って相手作ったわけじゃないよな？」

「そういやお前、合コン行った……まさか…いや、でも男は恐きよう竜りゆう好き多いし……」

「ノダケラトプスが俺らを差し置いて……」

　ぶつぶつ呟つぶやいた後に大だい絶ぜつ叫きよう。

　お前らの方が恐竜だろっーと耳を押さえながら、退出しようと靴くつを履はく。

　鍵かぎを開けて出ようとすると

「諸君、周りの迷惑になる。もう少し声を控えたまえ」

　同じく耳を押さえた有岡先せん輩ぱいが入ってきた。

　その後ろにはミシェルもいて、どうしたんですか？　と首を捻ひねっている。

　メンバーの叫さけびは外まで響ひびいていたようだ。

「大事件ですっ！　有岡先輩っ！」

　今さっきまで邪魔者扱あつかいしていたくせに調子が良い。わらわらと先輩に集まり、口々に訴うつたえ。

「野田が、野田が……クリスマス会不参加だって言い出したんですっ！」

「大事な用があるって言うんです！」

「噓うそつくんですっ！　一人涙なみだに濡ぬれるケーキを食べるしか予定ないのにっ」

「噓じゃないしっ！」

　用事があるのは本当だ。

　有岡先輩はほうほう頷うなずきながら、メンバーの私情を挟はさんだ誇こ大だい報告を聞いている。

　面倒なので、さよならと先輩の脇わきをすり抜けようとしたけど、そう簡単にいかなかった。

　がしっと首に腕うでを絡からまされ、そのまま部室に逆ぎやく戻もどり。

「ちょっ！　放して下さいよっ」

　まぁまぁと悪びれない有岡先輩。

　ミシェル、紳しん士し的に靴を脱ぬがしてくれるより、有岡先輩の腕を外して欲しい。地味に苦しい。

「野田、本当にクリスマス会に出ないのか？」

「だーかーらっ用事があるんですっ」

　出られないと一点張りの私に、本当なのかとメンバーが絶望的な顔をする。

　私の協力を得られないってことよりも、私に相手がいるってことにショックを受けたようだ。

「野田に先越こされるとは……俺、生きる希望が減ったわ……」

「予想外のダメージだ……。くそうっ俺ももっと合コンに参加すべきだった」

「俺もちょっと後こう悔かいした。木下さんは高たか嶺ねの花だしな。野に咲さく花に挑いどめばクリスマスまでに手た折おることが出来たかもしれないのに……」

　この世の終わりのような顔で部室の床ゆかを叩たたくメンバー。

「狭霧さん、用事って何ですか？　あの……デートなんですか？」

「……」

　ミシェルの質問に黙だまる私。沈ちん黙もくに何かを察して顔を上げるメンバー。

　集まる視線を避さけて、ふわっと目を泳がせる。

「で、野田は何で来れないんだ？」

「あー……デートと似たようなものですが……」

「ずばりそれは何だ？」

「……バイト」

　似てんのは音だけじゃんっ！　と突つっ込みつつも、拍はく手しゆ喝かつ采さい。

　自分から仕し掛かけたとは言え、拳こぶしを突き上げて喜びを露あらわにするメンバーに腹が立って、手近なメンバーにキック。

「クリスマスにバイト入れたのか？」

　力が緩んだ先輩の腕から抜け出し、絞しまった襟えり元もとを直す。

「お世話になった人のお店、人が足んないらしくて手伝うことにしたんです」

　お世話になったお店とはビッシュ・ド・ステージだ。

　人気の出た丸田さんのケーキは予約が殺さつ到とうし、キャンセル待ちが出るほどだった。

　その予約ケーキを渡わたすクリスマス限定のバイトが見つからなかったらしい。

　丸田さんのお店は立地条件が悪い。人員が必要なのは二日間だけで、その二日のために面接に来る人もいなければ、クリスマスにわざわざ短期バイトをしようとする人もいなかった。

　困っている丸田さんに、私でよければと立候補したのだ。

「そうか、残念だな。クリスマスプレゼントに今年も服を買ってやろうと思ってたのに」

「また限界以上に飲んで、私にゲロ吐はく気ですかっ！」

　去年のクリスマス会、最新のシャツを着ていったのに、先輩に吐かれて終わった。

　服は弁べん償しようしてもらったけど、イブの悲劇は忘れない。

「あんまり飲みすぎて、羽目を外し過ぎないようにしなよ」

　無む駄だかもしれないけど、言わないよりはましだろう。

　メンバーからはおっす！　と良い子の応こたえが返ってきたが、信しん憑ぴよう性せいはない。

「バイト終わってから来れないですか？　もし来られるなら僕、狭霧さんが駅につく頃ころに迎むかえに行きます」

「あーうん……店の掃そう除じとかもあるし、お店自体がちょっと遠いんだよね」

　ミシェルの言葉を申し訳なく思いながら断る。

　実はバイトが終わった後でも、飲み会に参加できない最大の理由がある。

　クリスマスケーキを持っているのだ。要冷蔵のそれを持って飲み会に行くわけにいかない。

　そもそもそのケーキ、私のではなく水原のものだ。

　ビッシュ・ド・ステージの予約殺到プレミアケーキは半年前から予約しなければ手に入らないもので、私では到とう底てい間に合わないものだった。

　丸田さんはバイトしてくれるんだから特別に入れるよーと言ってくれたけど、我が儘まま言うわけにはいかない。

　そこに水原の提案。

　水原はクリスマスに予約が四件あるらしい。女の子ではなく、ケーキの。

　そのケーキを受け取りに首しゆ都と圏けんを回るそうだが、交通の便が悪い丸田さんのお店に行くには、結構なタイムロスが生じる。

　バイト帰りに持ってくるならケーキを分けてやるという交こう換かん条件。

　バイト後に水原の家に行くのは面めん倒どうだが、丸田さんのケーキはかなりの力作で、その魅み力りよくには抗あらがいがたい。

　私の取り分は四分の一だけど、他のケーキも四分の一ずつやると言われて条件を吞のんだ。

　そういうわけで、今年のクリスマスもお一人様が決定したのだ。







　クリスマスイブは幸い天気が良かった。

　店先でケーキを渡す私としては、この日の天気は死活問題だ。

　何せ服が寒い。去年、お店で使ったらしい膝ひざ上うえ丈たけの真っ赤なワンピースに、ケープに、ボンボンが付いた帽ぼう子しのサンタ服。可愛かわいいけど、防寒に適していない。

　寒さを除けば、バイトに問題はなかった。

　予約した人だけにケーキを渡し、当日のケーキやイートインの客を中に案内するだけ。予約は代済みが多く、苦手な金額計算も必要なかった。

　予約ケーキの受け渡しが早く終しゆう了りようし、店内のケーキも早めに完売した。

　二十時終了予定だったけど、十九時半で終了。

　イートインスペースの客引きも早く、これ幸いと店じまい。

　二十五日にケーキの受け取りをする人は少なく、イブを乗り越えればお店も落ち着く。

　私のバイトは結局一日だけで、それでも丸田さんに何度も礼を言われた。

　いやいやと首を振ふりつつ、クリスマスケーキとバイト代をゲット。

　ケーキを偏かたよらせないように慎しん重ちように持って、水原の家に向かう。







「うわっ！　そのケーキすごいっ!?」

　丸田さんのケーキ以外の三つも溢あふれんばかりの魅力で心が奪うばわれる。

　生チョコのホールケーキはシンプルだけど、グラサージュショコラで艶つややかにコーティングされ、高級感が溢れている。

　生クリームのホールケーキは大おお粒つぶで瑞みず々みずしいイチゴが山と盛られ、贅ぜい沢たくな仕上がり。

　レアチーズの上にフルーツを盛り、その頂点にメレンゲを座ざ布ぶ団とんにしたサンタを鎮ちん座ざさせたフルーツタルトはちょっとシュールでキュート。

　大本命の丸田さんのブッシュ・ド・ノエルは切り株に絡みつくツタや、その上に腰こし掛かけるサンタが良い味を出している。

　サンタの横には、チョコの斧おの。

「このケーキってさ、ストーリー性を感じるよね。サンタがきこりを本業に、プレゼント代を稼かせいでるっていうのが現代風で面おも白しろいと思う」

「ソリを作るために木を切っているんじゃないのか？」

　真相は次回会ったときに丸田さんに聞いてみよう。

「食べていかないのか？」

「うん。パパとママにもあげたいから」

「そうだな。ご両親も喜ぶだろう」

　十一月に無事にフランス・ドイツ旅行へ行ったパパとママには、宿しゆく泊はく費を稼いだ経緯いきさつと水原の協力をそれとなく伝えた。

　感かん極きわまって泣くママと、それを宥なだめながら感激を隠かくせないパパ。

　水原君はどういうのが好き？　という事前調査に、お菓か子し、それかこびとと答えた。

　私と水原に大量のお土産みやげを買って、帰国したパパとママ。

　手に入りづらいフランスやドイツのお菓子はしばらく水原をご機き嫌げんにしたし、ドイツのメルヘン街かい道どうで買ったらしいこびとのマグカップは、その中でもいたくお気に召めしたようだ。

　生まれたばかりの我が子の如ごとく、ぱしゃぱしゃと写真を撮とっていた。

　それ以来水原は会ったことがないうちのパパとママが好きなのだ。

「相変わらず水原の家、寒いよね」

　そのこびとマグと私のお気に入りマグに紅茶を入れようと、一段と冷えたキッチンに移動する。

　水原の家にある暖だん房ぼう器具はホットカーペットのみ。

　夏の間活かつ躍やくしていた機器は、クーラーの機能しかついていないらしい。

「そうか？　下から吸い上げた熱が体中に行き渡って温かいと思うが」

「そんな植物の根っこみたいなこと出来ない」

　コートを脱ぬがない私に比べ、軽装の水原は本当に適温だと思っているようだ。

　紅茶を飲みつつ、だらだらしゃべっている内に結構遅おそい時間になっていた。

　ケーキにドライアイスを詰つめて、急いで水原の家を去る。

　ケーキを傾かたむけないように抱かかえながら、電車に乗り込んで携けい帯たいを開く。

　メールが八件。

　ほぼ空手サークルのメンバーから。絶対酔よってメールを打っている。

【トナカイは軽車両扱あつかいで良いのかな（涙なみだ）】

　泣く意味が分からない。写真が添てん付ぷされていたけど、かなりぶれていた。

【メリクリー！　木下さんが遠い……でも楽しむ！　クリスマスだ死ね】

　クリスマスだしね、と言おうとしただけだと思うので見み逃のがす。素面しらふなら許さないけど。

【バイトお疲つかれ様です。どうぞ風邪かぜを召されませんように。メリークリスマス】

　木下さんからのメール。酔いを感じさせぬ気き遣づかいメールだ。

【Avec tous mes voeux de joyeux noel】

　ミシェルは酔ってるのかフランス語。残念ながら私にはノエルしか訳せない。

【有岡先せん輩ぱいがひでぇ。肉食だけどトマトときゅうり育ててるんだ、ってギャップ受けを狙ねらった俺の決めゼリフ、爆ばく笑しようしたあとマジ顔でダメ出しした】

　私もダメだと思う。

【ハッピークリスマス。人通りが少ない帰り道、変な奴やつにあっても撲ぼく殺さつしないように】

　バイト先がビッシュ・ド・ステージだと察したらしい。有岡先輩は一度来ているので、閑かん散さんとした周りの様子を知っている。

　しかし幾いくら私だって撲殺はしないし。実際遭そう遇ぐうした事がないから分からないけど、やり過ぎて意識混こん濁だくのレベルだと思う。

【天使は今、俺の対角線上でいやしの笑えみを浮うかべながら枝豆を食べている】

　対角線上って遠いよ。木下さんの隣となり争そう奪だつ戦に敗れたメンバーだ。

　メール打ってないで、再戦しろ。

【クリスマス合コン、いまいちだったわ。特に相手の幹事が段取り悪い上、ドケチ。食事代一円単位まで割られたわ。そのくせ、また会いましょうねとしつこい。二度と会わないわよ】

　ちーちゃんから怒いかりマークに溢れたメール。それらにポチポチ返信しながら、電車を降りる。

　こうしてロンリーを更こう新しんしたまま、今年のクリスマスは過ぎた。
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　クリスマスが終わると、町は一気に正月モード。

　一夜にして行われる様変わりは何年経験しても、感心してしまう。

　年末年始は実家に帰るかもしれないなと思い、帰省するの？　と水原にメールしてみた。

　お菓子作りに行って、留守だったら無む駄だ足あしになる。

　会話のキャッチボールが出来てない。何を投げても、菓子を投げかえしてくる奴に対し、私はどうすればいいんだ。

　メールではどうしようもないので、直接文句を言うため水原の家に向かう。

「水原、実家に帰らなくていーの？」

　夏休みも帰省しなかったのを知っている私は、何とはなしに聞いてみた。

　しかし私の質問に水原にしては珍めずらしく、沈ちん黙もくしている。

　もしかして家族の事はタブーだったかな？　と気付き、言いたくなきゃ言わないでいーですと付け加える。

「いや、別に隠すような事情はない。両親や兄と折り合いが悪く、絶ぜつ縁えん状態なだけだ」

「隠して欲しかったな～」

　さらっと言われたこっちが困る。存命なので、その点は安心したけど。

「水原の実家ってどこにあんの？」

　懲こりずに重ねて質問。

「北海道」

「北海道ーっ!!」

　意外だった。何となく水原は首しゆ都と圏けん出身のイメージだった。

　北海道と水原が結び付かない。

　ラベンダーも酪らく農のうもマリモもジンギスカンも何か似合わないし。

「はぁ～水原が道民だってのにびっくりだ……。だから寒さに強いのか」

　今日も水原の家は冷え込んでいる。使い捨てカイロで寒さ対策。

「あれ？　でも高校は都内だったよね」

　千葉県民の私ですら知っている有名な進学校出身のはずだ。

「あぁ。幸い母方の祖父母の家が都内にあったからな。義務教育が終わると同時に、引っ越こしてそこから通った」

「……自立心溢れるコドモデスネ……」

　片言になる。かなり早い段階で両親と絶縁状態になったようだ。

　詳くわしく聞いたらさらっと教えてくれるかもしれないけど、やめた。

　パパに甘やかされて、ママと仲良く育った私は言葉に詰まる結果になりそうだ。

「じゃあ、おじいちゃん、おばあちゃんの家には帰らないの？」

「一昨年おととし二人とも亡なくなった」

「ソウデスカ……」

　何だか負のスパイラルに陥おちいってる気がする。

　気まずくなっているのは私だけで、水原は変わらぬ態度で株価見てるけど。

　コンビニで買ってきた肉まんとピザまんに齧かじりつく。

　水原はあんまんとプリンまんを食べた。マカロン片手に、その二つも食べきった。

「もしかして水原のスイーツ狂ぐるいのせいで不仲になったんじゃ……」

　夜な夜なスイーツを求めて泣く赤子。

　ミルクよりもガムシロップを好む、カブトムシみたいな乳児。

　お菓子食べている時しか笑わない幼児。

　幽ゆう霊れいもサンタも非科学的なものを鼻で笑うくせに、こびとだけは信じている小学生。

　友達？　そんなのスイーツ一個分の価値もないなと吐はき捨てる中学生。

「君、妙みような事を考えてないか？」

「ないよ。全然、ないよ。私、シフォンケーキ見てくる」

　キッチンに逃にげ込んで、ふぅっと溜ため息を吐く。

　水原が両親の話をしたことは、今まで一度もない。高校から家を出るというのは何か事情があったんだろう。

　その日は一方的に気まずいものを感じて、早めに水原の家を退出した。







　年末は時間が過ぎるのが早く、あっという間に大おお晦日みそかになり年が明けた。

　三十一日は近くの友だちと、小さな神社に除じよ夜やの鐘かねを聞きに行って就しゆう寝しん。

　元がん旦たんは隣となりのおじいちゃんちに行って、お節せちを食べたあとちーちゃんと初売りセール。

　二日は去年と同じく空手サークルのメンバーと初はつ詣もうで。

　木下さんの前で小さな見み栄えを張って、五百円玉を賽さい銭せんしたメンバー。木下さん目を閉じて拝んでいた時だから、見てないと思う。

　私は五円。

　脱だつロンリーと就職できますようにと真しん剣けんに拝めば

「神でも成しがたい願いを二・五円ずつで叶かなえてもらおうなんてずうずうしいっ！」

　とメンバーに突つっ込まれた。

　うるさいっ！　と言いながら、人ひと混ごみを抜ぬけ屋台を目指す。

「狭霧さん」

「あれ？　ミシェル。みんなは？」

「おみくじを引きにいきましたよ。僕は狭霧さんが違ちがう方向へ行くので慌あわてて追ってきました」

「あーごめん。おみくじより、たこ焼き食べたくて」

「たこ焼き。僕も好きです。戻もどるのも大変ですし、買いに行きましょうか」

「うーん、そうだね。どうせ誰だれかが大だい凶きようを引いて、大おお騒さわぎして時間がかかるだろうし」

　そこまで広い神社ではないので、歩いていればその内見つかるだろう。屋台に行ってくるとメールを送り、たこ焼き屋を目指す。

「あれ？　ミシェル？」

　たこ焼きを買っていると、ミシェルとまではぐれた。きょろきょろしていると、後ろからミシェルの声。

「すみません。豚とん汁じるがおいしそうだったので」

　湯気が立っている紙コップを渡わたされる。座るところを探したけど、どこも混雑していて、なかなかいい場所が見つからない。

　冷めてしまうので立って食べようかと移動したけど、右手にたこ焼き、左手に豚汁。

　たこ焼きを食べる手が足りない。

「私が持ってるから。ミシェル、先に半分食べて」

　豚汁を飲みながらたこ焼きのパックを差し出すと、ミシェルは爪つま楊よう枝じで器用に切り分けた。

「はい、どうぞ」

　爪楊枝に刺ささったたこ焼きを口元に持ってこられて、反射的に口に入れる。

　周りはかりっとしているけど、中はとろ～っとしてタコが大きい。

　味わった後に

「ミシェルが先に食べて良いのに」

　幾いくら両手が塞ふさがっているからといって、誰かに食べさせて貰もらうのは気き恥はずかしい。

　ミシェルに先に食べるように何度か言ったけど

「冷めない内に食べた方が美味おいしいですから」

　と譲ゆずらない。

　熱々のたこ焼きを口元に持ってこられると、つい口を開けてしまう。

　その状態で揉もめると逆に目立つし、何よりメインのタコが落下したら一大事だ。

　自分は一個丸々食べるのに、私の分は半分に切るミシェルはやっぱり紳しん士しだと改めて思った。

「そこにいたのか」

　有岡先せん輩ぱいの声が聞こえると同時に、食べようとしたたこ焼きがなくなる。

　最後だから味わって食べようと思ったのに、奪うばわれた喪そう失しつ感かんは大きい。

「何するんですかっ！」

　ぎっと睨にらんだけど、先輩は私を見ていなかった。

　ぷんっとしながら豚汁を飲み干し、空になったたこ焼きのパックをゴミ箱に捨てる。

「境けい内だいは放し飼い禁止だ」

「放し飼いって何ですか。それにメール送りましたよ」

　携けい帯たいを確かく認にんすると、送信できませんでしたと表示されている。

「他ほかのメンバーはどこに？」

「木下さんに捧ささげる貢みつぎ物を得る射的大会をしている」

「射的かぁ。うー、チョコバナナ買ってから行くんで、先に戻ってて下さい」

　完全に別行動になっているが、屋台では遊びよりも食べ物を優先にしたい。

「射的の屋台が分からないだろうから、ついて行ってやる。ミシェルは先に戻って、少し遅おくれることを伝えておいてくれ」

「僕だって射的の場所が分かりません」

　どうせメンバーは射的の次は隣の輪投げに戻るだろうと、焦あせらずに屋台を巡めぐる。
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「あれ、面おも白しろいですね。何ですか？」

　ミシェルが興味を示したのは、ヨーヨー釣つり。金魚すくいは知ってるのに、何故なぜかヨーヨー釣りは知らないらしい。

　ここは日本人の腕うでの見せ所かと張り切ったけど、全然ダメだった。一いつ緒しよにやったミシェルは二個取れたので、一個分けてもらう。

「野田は小さい的を狙ねらうのが下手だな」

「人間くらい大きい的なら狙いやすいんですけどね」

　パシンパシンとヨーヨーを弾はじきながら、チョコバナナを食べる。射的の屋台に行くと、メンバーが大はしゃぎしていた。

　営業妨ぼう害がいっぽいけど、お金を落としているわりに景品は落としていないので、屋台のおじさんはニコニコしている。

「野田、見ろよ。光る消しゴムセットをゲットしたぜ。停電中でもすぐに見つかる」

「停電中なら、もっと他に見つけたいものがあるんじゃん？」

「野田さん。心配しました。姿が見当たらないから」

　気き遣づかわしげな木下さんの言葉に、自由行動を詫わびる。

「あーごめん……ちょっと」

「どうせ食い物狩がりに行ったんだろ」

「狩ってない。買いに行ったの！」

　輪投げでもメンバーは上客だった。集団で来た全員がど下手。

　木下さんに捧げる一投だーとか恥はずかしげも無く叫さけんで投げた輪が、隣の射的の屋台に飛び込んで注意を受けていた。

「懐なつかしいですね。ちょっとやらせて貰えませんか？」

　パシンパシンと打っていたヨーヨーを、木下さんが遠えん慮りよがちに指差す。

　中指につけていた輪ゴムを外し、木下さんに渡す。

「野田ー。俺の輪を一個分けてやるよ」

　輪を受け取りながら、景品を物色。どれもお金を出してまでは買わないレベルだなーと思う中で、デビーナに似た猫ねこのぬいぐるみを発見した。

　それに狙いを定めてみる。シュッと放たれた輪は、一直線にぬいぐるみに向かっていった。

「おーっ！　すげぇじゃん！　ぬいぐるみが倒たおれたっ！」

「ちげぇーよっ、倒してどうするよっ！　輪をくぐらせなきゃ意味ねぇだろっ！」

「俺も一いつ瞬しゆんやったとか思ったけど、射的じゃねーんだよっ！」

　輪が顔面に直ちよく撃げきし、勢いよくぬいぐるみが吹ふっ飛んで行った。

　射的の名残なごりを残すメンバーは歓かん声せいを上げたあと、輪投げだと気付いてブーイング。

　狙いは正確でしたね、とフォローする木下さんからヨーヨーが返される。

「諸君、輪投げというのは、上から狙いを定めるものなのだ。お手本を見せてやろう」

　傍ぼう観かんしていた先輩に場所を譲る。

　有岡先輩は結構何でも器用にこなすから、輪投げもいけるんじゃないかなと期待してみていると、パシンパシンとやっていたヨーヨーが割れた。

「おわっ！　何やってんだよっ」

「お前っ、高速ドリブルみたいに打ってるからだよ」

「最悪……冷たい……」

　昨日の初売りで買ったばかりの巻きスカートが濡ぬれた。

　全力でヨーヨーしすぎだろっ！　と言いながらメンバーがハンカチを投げてくるけど、多分洗われずして年を越こしたものだと思う。

　くしゃっとなって、使いづらい。

　うーんと悩なやんだ末、べしゃっと張り付いた布が気持ち悪いので一足先に帰ることにした。夏だったらすぐに乾かわくけど、冬だと凍こおる可能性がある。

　んじゃ、またねーと手を振ふる私に、有岡先輩が

「野田にやろう」

　と猫のぬいぐるみを放ほうる。

　手乗りサイズのぬいぐるみは、ふてぶてしい顔がデビーナに似ていた。
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　三日は特に予定がないので、家でのんびりしていた。

　ママがお昼ピザで良い？　と聞いてきたので、良いよーと答えてキッチンに向かう。

　冷れい凍とうピザを取り出した私の隣となりで、ママがバタンバタンと粉を捏こね出した。

「……」

　ピザは好きだけど、生き地じから作ると多分二時間はかかる。イースト菌きん発はつ酵こうさせるのに一時間必要だ。

「パパー。ママがお昼に本格ピザ作ってるけど」

　苦く笑しようしたパパが来て、ピザは夕飯で昼はうどんにしようなと説得した。

　ピザソースを作り始めていたママも、足りない材料があると気付いたらしく了りよう承しよう。

　パパがうどんを打ち出したらどうしようかと思ったけど、市し販はんの麵めんでクッキングしてくれた。

　うどんを啜すすりながら、団だん欒らん。

「お節せちも美味おいしいんだけど、ピザが食べたくなったんだよね」

「ちょっと飽あきてきたな」

「そうかな？　私は全然いけるけど」

　パパとママはお節に飽きてきたらしいけど、私はまだまだ食べたい。

「じゃ、お節ちょっと貰もらっても良い？」

　良いよと言われたので、お節食べるか、家に行って良いかと問う主しゆ旨しのメールを水原に送る。

　珍めずらしく数分以内に返信があった。

　件名に伊達だて巻まき。伊達巻きをスイーツのカテゴリーに入れている可能性を感じた。

　新年も変わらぬ意い思し疎そ通つうが不十分な水原のメールだ。

「言葉のキャッチボールというのはっ！」

　憤いきどおる私の言葉を

「キャッチ＆リリース」

　ママが繫つなげてくれる。

「そう！……そう？」

　何かよく分からなくなってきたけど、とりあえずお節を容器に詰つめる。

　ピザまでには帰ってくるね～と言って、水原の家に向かった。







　チャイムを押すと、応答なし。

「まさかの……留守？」

　初めての事態だ。悩んだ末、玄げん関かん先さきで待機する。

　丁度デビーナが歩いていたので、コートの中に入れて暖を取る。

　四十分くらいすると、大きな荷物を持った水原が帰ってきた。

「君、新年早々何をしてるんだ？」

　寒そうに震ふるえる私を家に入れながら、眉まゆを顰ひそめる水原。

「伊達巻きってメールが来たから、家にいると思ったんだよっ！」

「なぜ伊達巻きで家にいると思うんだ？」

「私が悪いのかっ!?　家に行っていいかって質問に対し、伊達巻きって返すお前が悪いっ！」

　手を擦こすりながら、玄関先で怒ど鳴なる。

「冗じよう談だんだ。思ったよりも君が早く来た」

　水原はホットカーペットに電源を入れながら、大きな荷物の紐ひもを解ほどいた。

　中から出てきたのは小型の電気ストーブ。凍こごえている私は歓声を上げて飛び付いた。

　段ボールを開ける水原の周りをうろうろすると、小型ストーブを渡わたされる。

　ビニール袋ぶくろや発はつ泡ぽうスチロールを外して、コンセントを差し込むと、空気が暖まってくるのを感じた。

「即そく暖だん性、高性能な電気ストーブだね～」

　喜ぶ私の前に座った水原は、何だか疲つかれた顔をしている。

「電気屋っていつもあんなに混こんでいるものなのか？」

「初売りセールやるから、年始はいつもより混んでるよ」

　暖かさにご機き嫌げんの私は、テーブルを片付けてお節を並べた。うどんは食べたけど、まだ腹八分目の私も食べる気満々だ。

「ほら、伊達巻き」

　水原はまず、伊達巻きに手を付け、次に栗くりきんとん。それから伊達巻きに箸はしを向け、その後栗きんとん、次はまた伊達巻き、栗きんとん。

「ツーローテーション禁止」

　二品を取り上げて、炊たき込みご飯はん、煮に物ものやカマボコ、田作りを押しやる。

「伊達巻きくれ」

「好きだね～。これ、ママの手作り」

「売り物ではないのか」

　感心したように、水原がしげしげと伊達巻きを観察する。

「ママの手作りが多いよ。カマボコとか数の子は違ちがうけど。炊き込みご飯はパパが作った。黒豆とか田作りはおばあちゃん」

「ふーん。君が作ったのはあるのか？」

「お雑ぞう煮に作ろうと思ったけど、具が水死体みたいになったから捨てた」

「賢けん明めいな判断だ」

　多分何らかの化学反応が起こって、食物ではない何かに変化したんだと思う。

「私が作ったのは、これ。おじいちゃんが好きなお菓か子し」

　肌理きめ細やかに仕上げるのに試行錯さく誤ごした黒糖カステラ。

　年を取って、食べる量が少なくなったおじいちゃんもこれなら食べてくれる。

　薄はく力りき粉こが良いのか、強力粉が良いのかとかバターの量を減らせないかとか、砂糖じゃなくてはちみつにしたほうが体に良いんじゃないかとか、改良を重ねた。

「財産と甘味を守るシニア会の方が喜ぶかもしれないな」

「シニア会に入ってんの？」

　水原の謎なぞが深まったが、新年早々頭を悩ませたくないので、深く突つっ込むのは止やめた。
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　正月ボケを治す猶ゆう予よ期間はほとんどなく、一月末から後期試験が始まった。

　息も絶え絶えになりながら何とか終しゆう了りよう。

　空き時間をだらだら潰つぶしていると、メンバーの一人が大おお慌あわてで飛び込んできた。

「おいっ！　重大な知らせがあるっ！」

「何だよ？」

　どうせ大したことないだろと思いながら、有岡先せん輩ぱいとオセロの続きをする。

「木下さんが今年は義理チョコを渡さないって……」

「「「「何だとーっ！！！」」」」

「さっき、さり気なく探さぐりいれたら、『去年義理チョコで誤解させてしまった人がいるので、今年は配らない事にします』って言われたっ！」

　木下さんは去年のバレンタイン、お世話になった人たちにチョコを配った。

　数十名に同じものを配ったのだから、義理チョコなのは明らか。それなのに勘かん違ちがいしてしまった人がいるらしい。

　木下さんと自分は両思いだと思い込んだその人は、しばらく木下さんの彼氏気取りでストーカーのように付き纏まとった。

　ちょっと危険な事件になったそうだ。

「義理チョコがないなんて……。木下さんのチョコ、楽しみにしていたのに何てことだっ！……これはもう本命チョコを狙ねらうしかないということかっ！」

「そういうことかっ！」

「なるほどっ！　義理チョコは渡さなくても、本命は渡すということだなっ！」

「違う、違う」

　冷静に突っ込むけど、ヒートアップしたメンバーは止まらない。

「去年はとても悲しいバレンタインとなった。未み収しゆう穫かくという過去に類をみない不作ぶりっ。いや、野田が塩せんべいを配ったので稲いな作さくぶりっ！」

「バレンタインに稲作！　ありえねぇー、何でバレンタインにせんべいなんだっ!?」

「そっちが大量のチョコで口の中が甘いから、しょっぱいものをくれって言ったんじゃん」

「その場のノリって分かるだろーがっ！　マジでせんべい用意すんなよっ！」

「あんな湿しめっぽいせんべいの音、初めて聞いたぜっ」

「野田だけは元気良くバリッバリッ食ってたけどな」

　メンバーは去年のバレンタインを振ふり返って落ち込むものの、すぐに立ち直る。

　今年こそは！　のスローガンを抱かかえ、何やらコソコソ話し合っている。

「去年の二の舞まいを演じてはならないっ！　チョコをゲットする作戦会議だっ！」

「有岡先輩とミシェルと野田のイケメン三トリオは、今回仲間に入れねーから。いないミシェルには後で通告するとして、二人はそこで耳を塞ふさいでオセロでもしてて下さい」

　しっしと手を振られ、メンバーは隅すみで固まって何やら話し合いをしている。

「バレンタインかぁ」

　もうそんな時季なんだなと今いま更さら気付く。

　お菓子が盛り上がるイベントは楽しいんだけど、バレンタインはトラブルが発生する事があるので、用心が必要だ。

「イベントって気持ちが盛り上がるから、自分の良いように解かい釈しやくしてしまうんでしょうね」

　木下さんの災難と自分の過去を重ね合わせて、溜ため息が出てしまう。

「何だ？　野田も木下さんと似たようなことがあったのか？」

「あーはい。昔のことなんですけど」

　話し始めようとすると、メンバー全員がこっちに注目している。

　何？　と視線の意味を問うと、その話聞いてから再開するから早くとせっつかれる。

「本命チョコはお断りしてるんですが、友チョコと間ま違ちがえて受け取ってトラブルに……」

　私がその子の本命チョコを受け取ったので、両思いだと誤解させてしまった。

「……何言ってんの？　お前」

「木下さんの話と違くね？」

「何でよ。チョコのやり取りで誤解させた話だから一いつ緒しよじゃん」

「いや、ちげぇよ。やっぱり」

　文句を言って円に戻もどるメンバー。

　高校時代までと比べ、大学ではそういうトラブルはない。

　個人の靴くつ箱やロッカーがないのは、バレンタインには良い環かん境きようだ。

　そんな過去のバレンタインの話を有岡先輩にしていると、話し合いをしているメンバーが喧けん嘩か腰ごしで口を挟はさんできた。会議に集中しろと言いたい。

「くっそぉ、野田め。女の子に本命チョコを貰もらって困るとは一体何様なんだっ！」

「モテる奴やつむかつくっ！　そこの二人むかつくっ！」

「今年こそは俺だって！　チョコを貰う」

　チョコゲットに熱意を燃やすメンバーの中の一人が

「木下さんが本命チョコしか渡わたさないというなら、俺も本命チョコしか受け取らない心構えでいる。母ちゃんからの頑がん張ばりなさいよチョコも、野田からの義理せんべいも一いつ切さい絶って、後がない気持ちで木下さんに挑いどむっ」

　止めた方が良いことを言い出した。

　拍はく手しゆ喝かつ采さい、やんややんやとそのメンバーを讃たたえる。

「おー格好良いぞっ！　お前がチョコを受け取ろうが、受け取るまいが木下さんにはまぁーったく関係ないことだと思うけど、格好いいぞ！」

「ばかやろうっ！　万が一ってことがあるだろうがっ」

「そうだっ！　宝くじ一等が当たるくらいの確率、俺たちにもあるっ！　俺は義理チョコ大だい歓かん迎げいだけどな」

「俺もー！」

　宝くじ一等って、現実が見えてるんだか見えてないんだか、曖あい昧まいなラインだ。

　当たったらどうしようかなぁ～と想像して楽しむのがメインだから、木下さんの本命チョコを宝くじ一等に喩たとえるのは言いえて妙みようだけど。

「チョコを貰うモテ男になるための作戦会議しようぜー」

「おーっ！」

「もてる発言集作ろうぜー」

「おーっ！」

　有岡先輩が仕切ってないと、まとまりがない。

　話が逸それても軌き道どう修正する人がいないので、本題から遠ざかる一方だ。烏う合ごう之の衆しゆうって言葉がぴったり。

「サークルのメンバーは義理チョコなしでいっか」

　友チョコが多いので、義理チョコの手配は省きたい。

「野田はチョコ作ったりするのか？」

　お菓か子し作りの趣しゆ味みは、学園祭で先せん輩ぱいにばれている。少し距きよ離りを縮めて、小声で返す。

「パパたちには作ってますよ」

「ほう！　それは是ぜ非ひとも俺も賞味したい。学園祭の時のクッキーは俺好みの味だった」

　友チョコは市し販はんだけどパパやおじいちゃん、ちーちゃんたちにあげる分はママと作っている。

　ママとお菓子を作るのは頻ひん繁ぱんにやるけど、バレンタインは意気込みが違ちがう。

「野田、チョコ」

「……」

　おもちゃ屋の前にいる猿さるのようにオセロの石を鳴らして返答を急せかす先輩。

　先輩は四年生なのでバレンタインの日に来るのかな？　と思って間が空いただけで、あげるのを渋しぶったわけではない。

「分かりましたよ。けど、私が作ったって黙だまってて下さいね」

「了りよう解かいだ」

　満足そうに頷うなずきながら、石を置く先輩。そこか、そこに置くのか。

　次に打つ場所を探しながらも、今年は何を作ろうかなぁと頭の中でレシピを並べた。
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　ママと相談の末、今年はトリュフに決まった。

　トリュフの中味はラズベリーのピューレと、マーマレードの二種類。

　バレンタイン当日までママと毎日試作品を作り、日夜レシピの改良点を考える。

　のめり込み過ぎてパパの帰宅に気付けず、パパはちょっと寂さみしそうだった。

　バレンタインに完成したトリュフは今までの最高傑けつ作さくと言ってよかった。

　材料を張り込んだというのもあるけど、その時の手の加え方と適量がヒットしたようなので、再度作ってもこれ以上のものは作れないかもしれない。

　残り少なくなった自分用のトリュフを抱えながら構内の廊ろう下かを歩いていると、不ふ穏おんな空気を感じた。

　気に敏びん感かんな私が身構えて振り返ると、その空気は剣けん吞のんな顔をした水原から漂ただよっていた。

　とっさにトリュフを後ろ手に隠かくす。

「あー……あれ？　今日は神か奈な川がわに行くんじゃなかったっけ？」

　水原は数日前から、チョコを求める小トリップを繰くり返している。ネットで注文出来ないものは、日帰りで買いに行く執しゆう念ねん。

　今日はバレンタインチョコの祭典を見学後、グランプリのチョコを買うんだと言っていた。

「そのつもりだったんだが、昨日の夜、教授が学会で使う統計資料を最新のものにして送れと言ってきた。そのために、今まで研究室に籠こもることになった」

　学会で使う資料を任される学生も中々いない。

　水原はそれを得意に思うどころか、忌いま々いましいという口調だった。

「だからそんなに殺気放ってるのか。何事かと思ったじゃん」

　チョコが買えなかったことで、殺し屋並みの殺気を出す水原。

「君に向けたわけじゃない。山形の学会にいる教授に送った」

「山形まで届く？」

　お菓子に対する執しゆう着ちやくが尋じん常じようでない水原は、グランプリチョコを食べられなかったことが相当頭にきているようだ。

「じゃ、これあげる。メレンゲショコラなんだけど、友チョコのお返しに用意していた……」

「君がさっき後ろに隠したものが欲しい」

　見なくて良いものをしっかり見ている。

　しかしこれは譲ゆずれない。私に残された大事な五粒つぶだ。

　何のことかな～と言いながら、チョコの袋ふくろをしっかり握にぎり締しめる。

「これは……貰ったものだから」

　目を逸らしながら噓うそを吐つく。

「君の愛用、北ほく欧おうデザイン二重チャックの袋に入っている」

　本当に目ざとい。

「昨日ちょちょいと作ったものだから、食べない方が良いと思うなぁ」

　大したもんじゃないと言いながら距離を取る私を、じーっと見つめる水原。

　じーっと見た後、はぁっと長い溜ため息。

「俺は今回の後期試験、単位を落としたかもしれない」

　いきなりの話題転てん換かん。

「はぁ？　『必要な知識は全すべて入っている。俺には試験勉強など必要ない』って宣のたまってたのに」

　水原は苦く悩のうするかのように頭に手をやって、項うな垂だれた。

　思いっきりポーズなのが分かる。

「試験前はやはり勉学に励はげむべきだった。いや、励もうとしたんだ。それなのに、試験前の大事な時間をとあるこびとに奪うばわれた」

　水原の話の意図が読めた。危険信号がチカチカ光る。

「勉強せねばと鉛えん筆ぴつを取ったところで、『教授が何を言ってるか訳わかめで、全ての基き礎そも理論も訳わかめっ』と喚わめくわかめこびとに乱入された」

　棒読みスキルがすごい。

　はぁと溜め息混じりに言っているけど、全然感情が伝わってこない。

「『こんなの分からなくてもさー将来困らない気がするんだ、今は困ってるけど、でも将来はさー』と愚ぐ痴ちるやさぐれこびとにも絡からまれた」

　物もの憂うげな表情を作ろうとしたのか、半目になっている。

「研究室のドアをキツツキのようにノックされ、勉学に勤いそしんでいた俺が仕方なしに開ければ、行き詰づまったこびとが『もうダメだー』と言いながら飛び込んできた」

　こんな似非えせ臭くさいことが出来る水原は、逆にすごい。

　白々しい演技もここまでやれれば、いっそ天晴あつぱれだ。

　いつ行っても水原はチョコのリサーチをしていた。グルメ情報誌とマップ、ネットをフルに使い、全ての力をチョコに注いでいた。

　試験勉強で多大に迷めい惑わくをかけたのは認めるが、そのせいで単位を落とすかもしれないというのは絶対に噓だ。

「はぁ、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな人生もこれまでか。とあるこびとのせいで……いや、良いんだ。手を貸そうと決めたのは俺だ。たとえ単位を落とそうとも自己責任だろう」

　自分は恩人アピールが清すが々すがしいほど、あからさまだ。ふぅっと長い溜め息を吐いた後

「後ろに隠しているチョコをくれ」

　本題。

「結局はそこかっ！」

　確かに水原の協力なくしては、試験は乗り越こえられなかった。

　教科書読んでも、ノート読んでも分からなかった私は、切せつ羽ぱ詰つまって水原を襲しゆう撃げき。

　人間危機に直面すると第六感が働くようで、水原の居場所を何となしに探さぐり当てた。

　水原は迷惑そうな顔をしつつ、しかし私が納なつ得とくするまで勉強に付き合ってくれた。

　君は物覚えが悪いと、分かりやすくまとめた解説もくれた。それでも分からなくて半泣きになれば、取っていない講義までヤマを張ってくれた。

　水原がいなければ、単位を落としていた講義もあっただろう。

　大いなる借りは、お菓子で相そう殺さいさせようと思っていた。

　でもこのトリュフは惜おしい。

「……やっぱりさぁ～素人しろうとの最高傑作と言っても、プロには及およばないものだし」

　実際恩を感じている私は、そこを責められるとちょっと弱い。

　何とか気をそらそうと、メレンゲショコラをぐいっと押し付ける。

「これはママの勤務先の人気商品でねっ。数量限定で手に入りづらいチョコだよ、絶品」

　もてる全ての語ご彙いを使い、差し出した商品を褒ほめちぎる。

「メレンゲ生き地じがサクサクしてて、チョコは濃のう厚こうでふんわり。さっと軽かろやかだけど、チョコの余よ韻いんがいつまでも残る私のお薦すすめスイーツ」

「ならばそれも欲しい」

　結局、両方持っていかれた。

　全ての発ほつ端たんである山形にいる教授に、殺気を送りたくなった。

　届くかどうかは分からないけど、とりあえずやってみる水原の気持ちが分かった。

　水原は私が渋しぶ々しぶ差し出したチョコを受け取ると

「単位は問題ない。来期も特待生なのは確実だ」

　とだけ言って、すたこらと去っていった。

　水原に渡わたしたチョコは五個、何で全部渡しちゃったんだろうと物もの凄すごく後こう悔かい。

　私のチョコ、最高傑作がぁと思いながら、鞄かばんの中の袋を取り出す。

　有岡先せん輩ぱいもパパと同じものが欲しいと言っていたので、用意したチョコ。

　これから先輩に渡しに行く途と中ちゆうで、水原に遭そう遇ぐうしてしまった。先輩に渡すチョコはまだ手元にある。

「……」

　先輩にあげるチョコを五粒から三粒に変へん更こう。二個取り出して、リボンを結びなおす。

　気を取り直して、先輩との待ち合わせ場所に向かう。

　今日は私と先輩、ミシェルは部室出入り禁止を食くらっている。

　バレンタインはメンバーの浮うき沈しずみが激しいので、正直それは望むところだ。

　待ち合わせ場所に指定された空き教室に入ると、有岡先輩だけでなくミシェルもいた。

　私に気付かず二人は何やら言い合っている。

「何やってんですか？」

　声をかければ二人はどこか苦い顔で振ふり返った。

　いつもの悪ふざけとはちょっと違ちがう雰ふん囲い気きの悪さに首を捻ひねってしまった。

「ミシェルもどうしたの？　この時間、ゼミじゃなかったっけ？」

「そうですけど、有岡先輩が使う予定のない教室に入るから何だろうと不思議に思いまして」

　ミシェルはにっこり笑ってそう言ったけど、ゼミを休むのはまずい気がする。

　ミシェルは目立つから、不在がすぐにばれてしまう。

「でも狭霧さんに会えて丁度良かったです。渡したいものがありました」

　ミシェルが箱を差し出してくるので、リボンを解ほどいて開けてみる。

　箱の中にはバラをモチーフにしたチョコレートが入っていた。

「うわぁっ！　可愛かわいいっ」

　チョコの香かおりに混じって、ほんのりバラの香りが漂ただよう。

　まるで本物の花びらのように薄うすいチョコが繊せん細さいに重なって、バラの引き立て役であるリーフにも、細かな意い匠しようが施ほどこされていた。

　芸術品としか言いようがないチョコレートだ。

「これっ！　貰もらっていいのっ!?」

　疑問形で言いながらも、ぎゅっと箱を握り締める。

　固い箱がめきょっとへこんで、慌あわてて力を抜ぬいた。

「もちろんです」

　ミシェルがふんわりと笑った。

　再度バラのチョコレートを見て興奮してしまう。

　バラの咲さき加減も違いがあり、蕾つぼみや五分咲きもある。色も、白と黒とピンクの三種類。

「フランスのバレンタインは、男性から女性に花を贈おくるものなんです。でも狭霧さんは花に興味がないので、こちらにしました」

　バラの花びら一枚一枚色が違う。カカオの含がん有ゆう率を変えて、色を変えているんだろう。

　緑のリーフには抹まつ茶ちやが混ぜてある。

　細部まで拘こだわって、道管、師管の葉脈まで表現されている。見たことがない芸術的なチョコレートに、興奮が抑おさえられない。

　メルシーっ！　と言えば、ツエシ、ミヨンヌとフランス語で返ってくる。

　分からないけれど話の流れから〝どういたしまして〟だろう。

「それはミシェルから野田へ、義理チョコだそうだ。フランスでも最近流行はやってるらしいな、義理バラ」

「へ？　そんなのあるんですか？」

　何だか宝たから塚づかで有名な作品に響ひびきが似ている。

　ミシェルが何か言いかけた時に、全員の携けい帯たいがいっせいに着信。

　二人はちゃんとマナーモードにしていたけど、私は通常モードにしていた。

　しーんとした教室に映画『ロッキー』のテーマ曲『Gonna fly now』の耳につく音が響く。

　携帯の画面を見れば、サークルのメンバーの名前が表示されている。

　二人の様子を見れば、どうも発信先は同じ固まりだと分かった。

　ミシェルか先輩が取るだろうと放ほうって置いたら、二人も同じ考えだったらしい。

　着信が切れた後、メールを受信。

【去年の悪夢再び……】

【今年もまた……何もない…木下さんもいない……】

　哀あい愁しゆうが漂うメールを次々受信。

「そもそも後期試験終わったばかりで、木下さん今日学校に来るの？」

「さぁ？　僕は今日、会ってません」

「俺は朝、部室で会ったきりだから、今どこにいるかは知らんぞ」

　部室で体育座りして、メールを打っているメンバーが目に浮かぶ。

　また『Gonna fly now』が鳴り、仕方がなしに電話に出る。

「野田～今どこにいるんだよ～」

　ぎゃーぎゃー後ろがうるさいので、声があまり聞こえない。しかし焦あせっているのは分かる。

「今？　Ａ棟とうの三〇五号室だけど」

「すぐに来てくれよ～！　チョコ貰えなかった奴やつらが自棄やけを起こしてんだよ。俺は義理チョコ一個貰ったんだけど、そのせいで袋ふくろ叩だたきにあったしっ。平成の大チョコ飢き饉きんとか言って、チョコ会社への打ちこわし計画するほど我を失ってるやついるし」

「いや、チョコ不作なのは天候のせいじゃなくて、自分のせいじゃん」

　ともかく来てくれと言われたので、へいへいと了りよう承しようし電話を切る。

　先輩とミシェルも電話に出ていた。

　先輩は、わーわーけたたましい嘆なげきが聞こえるスピーカー部分から耳を離はなしながら、器用に会話している。

　ミシェルは困った顔をしながら、それは止やめてくださいとしきりに宥なだめている。

　漏もれ聞こえてきた会話から状じよう況きようを察するに、モテ男になるためのマニュアルを、部室で燃やそうとしているバカがいるらしい。

「ちょっとコンビニ行って、チョコでも買ってきます」

　甘いものでも食べれば気が紛まぎれるだろうと、財さい布ふの中身を確かく認にんする。

　五百円あれば足りるだろうと思ったけど、財布の中には二百円しかなかった。

　乏とぼしさにびっくりした。

「二百円でもお徳用のチョコ買えますよね？」

「まさかそれしか持ってないのか？」

「今日はたまたまですよ。普ふ段だんはもうちょっと入ってます」

　流石さすがに所持金が千円切るのは滅めつ多たにない。最近はトリュフを作るのに夢中になっていたので、寄り道をせずに真っ直すぐ帰宅。

　そのため財布の中身を確認していなかった。

「野田、何か忘れてないか？」

　有岡先輩がポケットに突つっ込んでいた手を差し出した。

　当初の目的を思い出し、コンビニに行こうとした足を止める。鞄の中から袋ふくろを取り出したものの、そのまま動きを止めてしまう。

　ミシェルの分がない。

　ホワイトデーにお返しをすれば良いと思うけど、有岡先輩にだけチョコを渡すのは感じ悪い。

　しかしチョコがない。

　その場で交こう換かんしていた友チョコの予備は水原の手に渡った。

　うーっと苦く渋じゆうの決けつ断だんで袋を先輩に渡し、ミシェルには抜いた二個のチョコを渡した。

　トリュフはキャンディみたいに一個ずつ包装しているから、袋がなくても見み栄ばえはすると思うけど、むき出しといえばむき出し。

「これは、狭霧さんが作ったんですか？」

「うん。ママと一いつ緒しよにだけど」

　ミシェルは嬉うれしそうにチョコを受け取り、有岡先せん輩ぱいも袋を見て嬉しそうだった。

　喜んでくれるのは嬉しいけど、自分用のトリュフがなくなったのはやっぱりダメージ。

　ダメ元で再度作ってみるかと思いながら、コンビニに寄ってから部室へ向かう。

　入る前にミシェルから貰ったチョコを厳重にガードする。

　寒いけどマフラーを外して、箱をぐるぐる巻きにした。

　ちょっとの衝しよう撃げきで割れてしまう可能性があるチョコを、自棄になったメンバーがいる部室には持ち込みたくないのだが、この場合は他ほかに選せん択たく肢しがない。

　バリバリに警けい戒かいしながら、部室のドアを開けば。

「俺たちが間ま違ちがっていました」

　二名を外し、メンバーが土下座していた。

「我ら空手サークルが誇ほこるお三方の協力なくして、チョコ作戦が成功するはずがないと今いま更さらながら思い至りました。つきましては今からでも間に合うチョコを手に入れる方法をご指導願えましたらと……」

　ははぁっとばかりの土下座するメンバーの後ろで、びりびり本を破る男が一人、小声でぶつぶつ言いながら膝ひざを抱かかえる男が一人。

　軽くカオスだ。

　縋すがりつかんばかりにチョコが欲しい気持ちを先せん輩ぱいに訴えている。

　なるほど、と同意しながら何度も頷うなずく先輩。

　私は散らかった部室を軽くブルドーザー走行しながら、破った本を燃やそうとするメンバーを頭ず突つきで止める。

「あい分かった。諸君のやるせない気持ちはしかと受け取った。野田、例のものを」

　先輩に呼ばれて、入口付近に置いておいたコンビニ袋からチョコを取り出す。

　バレンタイン限定販はん売ばいのちょっとリッチなチョコレートだ。

「野田ーっ！　お前って奴はっ！　用意してくれたのかっ～」

　この日にチョコが食べられるだけで、こんな嬉しい気持ちになるとは思わなかったとひれ伏ふしたままのメンバー。

　どれだけチョコに思いを馳はせているんだろう。

「ちなみにこれは俺とミシェルで買った」

「……は？　野田は？」

　ぽかんとするメンバー。

　やっぱりまずかったかなぁ？　と思いながら、せんべいを取り出す。

「お前っこの期ごに及およんでせんべいかよっ！」

「空気読まないにも程ほどがあるだろっ」

　ガンガンに責められて、一応言い訳。

　コンビニで商品を見る前まではお徳用チョコを買うつもりだったのだ。

　しかしバレンタインだからか、通常商品は品しな薄うすだった。残っている大袋のチョコは二百九十八円から。

　バレンタインチョコのコーナーもあったけど、所持金二百円はお呼びでない。

　どうしようかなぁ？　とクルクル回りながら、何を買うか悩なやんでいる私の目に飛び込んできたのは、美味おいしそうな新商品のせんべい百九十八円。

　せんべいは駄だ目めだよね～でもすごく美味しそうだなぁと商品を取ったり戻もどしたりする私を見て、先輩とミシェルがチョコを買うことになった。

「音が出ないぬれ煎せんだよ」

　せんべいにした決め手をアピール。

「そういう問題じゃねーよっ」

「お前の気の遣つかい方間違ってんだよっ！」

　クレームの嵐あらしだ。

「っつーかお前が食べたかったんだろっ！」

「まぁ……ちょっと」

「図星かよっ！」

「落ち着け諸君、チョコでも食べて血糖値を上げたまえ」

　先輩が袋を開けるとわぁっとチョコに群がるメンバー。

　血糖値が上がったおかげか、少し落ち着きを取り戻すもまた土下座。

「チョコは美味しく頂きました。しかしながら師し匠しよう、我々が真に得たいのは、今日限りのチョコに有らず。永久に続くモテスキルなのです」

「よろしくご指導下さい」

　有岡先輩とミシェルに椅い子すを用意して、自分たちは床ゆかに正座している。

　私は自棄になった二人をやっとの思いで正気づかせたので、ちょっと疲つかれて眠ねむくなってきた。

　昨日は夜よる遅おそくまでチョコを作っていたので寝ね不ぶ足そくだ。

「ここに一冊のモテ男マニュアルがあります。モテる仕草を日々練習し、モテる発言を丸暗記しました。しかしチョコゼロという有様です。バイブルと崇あがめていたこの本に書いてあるのは噓うそということでしょうか？」

　先輩はせんべいを食べながら、本を開いた。パラパラと捲めくってうーんと唸うなる。

「そうは言っても、俺も分からん。女性はミステリアスな存在だからな。ミシェル、どうだ？」

　ぽいっと本を渡わたす。本をパラ見してミシェルもうーんと唸る。

「マニュアルはあくまで基き礎そであって、臨機応変に変えなければならない気がします。ですので、これを丸暗記したからと言って、実際女性の心が摑つかめるのかは……僕も判断できません」

　ふむふむと頷きながら、メモを取るメンバー。

　あまりに真しん剣けんな眼まな差ざしを向けられて、先輩もミシェルも居い心地ごこち悪そうだ。

「例えば、その本の四章の五十八ページの五行目に女性はどんなに些さ細さいな事でも褒ほめられるのが好きと書いてあります。師匠、その真しん偽ぎはどうなのでしょうか？」

　本を見ないで、ページと行を言えている。

　丸暗記したというのは噓ではないようだ。

　その努力を別のところに回した方がいいんじゃないかなぁ？　と思いながら机の上に突っ伏ぷす。眠いので帰りたいが、もうちょっと様子を見てからにしよう。

「ミシェル、パス」

　有岡先輩がミシェルに振ふる。ミシェルは少し困ったように首を捻ひねる。

「褒められて嬉しくない人はいないと思います。ただ間違った褒め方をすると、怒おこってしまう人もいるので、難しいところかと……」

　僕にも良く分かりませんので先輩に聞いてください、とミシェルが投げ返している。

　先輩はいやいや、遠えん慮りよするなと投げ返し、二人して師匠スタンスを押し付けあっている。

「俺、多分間違った褒め方してる。だって褒めても喜ばれないし」

「見けん当とう違ちがいのところを褒めているんじゃないのか？　本人が好ましくないと思っているポイントを褒めても逆効果にしかならないぞ」

　先輩の言葉に師匠っ！　と縋すがりつくメンバー。

「褒める、褒めるかぁ。きれいだね、とか光ってるねとか言えばいいんじゃねぇの？」

「いや、お前その適当な感じがいけないんじゃないのか？　とりあえず褒めとけば良いって言う雰ふん囲い気きがあけすけだと、逆効果にしかなんねぇだろ」

「なるほどね～。よしっ！　ちょっと野田を褒めてみる。おーい、野田っ！」

「何だー……」

　巻き込まないで欲しいが、とりあえず返事。

「さっきさぁ、本を燃やそうとする奴やつに言ったセリフ、光ってたぜ！」

「今すぐ正気を取り戻さないと、来年のバレンタインまで意識を飛ばすことになるぞ」って言った脅おどし文句のことか。

「頭突きもきれいに決まってた」

　ぐっと親指を立てて私を褒めたあと、先輩に伺うかがいを立てている。

「こんな感じでどうっすか？　師匠」

「きれいと光ってるの二大キーワードを取り入れ、我ながら高スキルかとっ！」

「野田もまんざらじゃない様子っすけど！」

「うーむ。残念だが少し違う気が……ミシェル、パス」

「あー褒める時はもっとなんていうか、努力している場所を褒めた方が良いのかなぁ？　と思います。先せん輩ぱいはどう思いますか？」

　ミシェルが有岡先輩にパス。

「そうだな。生まれ持った性質より、その女性が努力して得たものを褒めた方が高ポイントかもしれないな。例えばある女性が、特定のモデルや女優に憧あこがれて、その女性に近づこうと努力しているとする。それは髪かみの美しさだったり、スタイルの良さだったり、話し方の上品さだったり、それに気づいてピンポイントで褒めるとかだな」

「あぁ、そうですね。その女性の憧れている人との共通点を見つけて言ってあげるのも良いかもしれませんね。直接的に〇〇に雰囲気が似てるねとかでも喜ばれるのではないかと思います」

　なるほどーっとメモを取って頷くメンバー。

「よし。野田で挑ちよう戦せんしてみる」

「野田？　難しいな。野田が憧れている人って誰だれだよ？　誰と比べて褒めりゃー良いの？」

「俺が知るか。おーい、野田」

「何だー……」

　欠伸あくびをしながら顔を上げる。

　先輩に奢おごってもらったココアを飲んで、体が温まったせいかますます眠い。

「お前さー憧れている人とか、目指している人とかいる？」

　憧れている人は何人かいるけど、一番はやはり

「坂さか本もと龍りよう馬ま」

　この人だ。

「リョーマな、オッケ」

　あの行動力と決断力はすごいと思う。

「リョーマと野田の共通点を見つけて褒める。なんか俺、出来そう」

「俺も」

「あー諸君、それも残念だが、ちょっと違う……ミシェル、パス」

「もう無理です。僕だってもてる方法なんて分かりません。先輩パス」

　短い距きよ離りでパスしあう二人を見て、

「俺さー改めて思ったんだけど、先輩とミシェルのモテカテゴリーが違う気がする」

　メンバーの一人が、したり顔で説明しだす。

「先輩の持ち味は、顔と強さのギャップだろ。ミシェルは顔と一いつ致ちした性格だろ。顔が良いのが大前提になるけど」

「ミシェルは女性には誰にでもジェントルマンだからな。知ってるか？　ミシェルは女の子が一人でも交じっていると、その子に食事のペースを合わせてる。その子が落ち着いて食べられるようにだ」

「おぉー知らなかった。ジェントルメェーン」

　ジェントルマンスキルを上げるぜ、と腕うでを振り上げるメンバーの中で、一人が異議を唱えた。

「ミシェルのやり方を学んだからって、上手うまくはいかねぇぞ。俺、ミシェルの真似まねして女の人がお店に入るときドア押さえてみたんだけど、その後に二十人くらい連なって入ってきて、ずっとドアボーイすることになったんだぜ」

「げっ！　何それ、チップもらえそうだな」

「もらえなかった」

「バカ、お前ら、そういう発想が既すでにジェントルマンじゃねーんだよっ」

「ミシェルはレディファーストの習慣が根付いた国の王子だぜ。真似するにはちとレベルが高すぎる」

　がっくりと項うな垂だれるメンバー。

　でも真似する内に、そのスキルを自分のものに出来るのではと活気付く。

　上がったり下がったり、切り替かえが早いなぁと感心しながら机に突つっ伏す。

　もう駄だ目めだ、眠さがマックスに来た。ほんの少し寝ねてから帰ろう。

「狭霧さん、ここで寝ると風邪かぜ引きますよ」

　空調が効いているとは言え、二月の部室は少し寒い。

　ミシェルは自分が着ていたコートを私にかけてくれた。

　それを見て、我先にと真似しだすメンバー。

　私に向かってうぉぉっっ！　とコートを投げまくる。

　眠ねむいので反応が遅おくれた私は、あっという間にコートの山に埋うもれた。

「だーっ!?」

　息苦しい上に、十数名分のコートは重い。もがいて脱だつ出しゆつ。

　完全に眠ねむ気けが覚めたのでメンバーに報復後、師し匠しようと弟で子しを置いて帰宅した。







　家のドアを開けたらすぐに、ママがフォンダンショコラを作ろうと誘さそってきた。

　フォンダンショコラは焼き加減が重要で、焼き過ぎると中のチョコが固まってチョコケーキになってしまう。

　程ほどよく焼けば熱々のケーキから、とろっとチョコが零こぼれる。

　フォンダンショコラこそ、焼きたてを味わうのが一番。

　ママとフォンダンショコラを作りながら、水原に明日あした家にいるか問うメールを送る。

　焼きたてで思い出すのは、今までにないほど機き嫌げんが悪かった水原。

　試験が終わってすぐ、ママとトリュフ作りに嵌はまったから最近水原の家に行ってなかった。

　バレンタインが終わってから、試験のお礼に水原のリクエスト通りのものを作るかと思っていた。

　スイーツのためなら小トリップ日帰り上等の水原も、明日からは家にいる可能性が高い。

　ここ連日、水原はチョコを食べているはずなので、さっぱりしたフルーツ系が良いかなと頭の中でリストを作っている時に、水原から返信あり。

　件名にはフォンダンショコラと書いてあって、色んな意味でびっくりした。
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　色んな人が未み収しゆう穫かくの憂うき目にあったバレンタインを終え、三月に入った。

　去年までは春休みでワクワクしていたが、今年は就職活動をしなければいけない。

　これまで会社説明会やガイダンス、セミナーを受けてきたけど、これからは本番の採用試験が始まる。

　今日は大学が主しゆ催さいする面接対策のセミナーを受けに行った。幸さい先さき悪そうな情報ばかりで、気が滅め入いる。

　同じくセミナーに参加していた空手サークルメンバーとトボトボと部室へ向かう。

「はぁ、わかっちゃーいたけど就職って大変だな」

「だねぇ……。就職率の上昇を体感したいよ」

　はぁぁぁっと溜ため息を吐つく私たちに、木下さんがお茶を淹いれてくれる。

　ついでにお菓か子しも置いてくれて、糖分が身に沁しみた。

「ＳＰＹとかはさて置き、面接の対策法は有岡先輩に聞けば？　良い所に決まったんだろ」

　卒業ぎりぎりの単位でありながら、先輩は上場会社の営業職に採用が決まった。

　何だかんだで世よ渡わたりが上手い。

「ＳＰＩだよ。ってか就職活動してないけど平気なの？」

「俺には決められた未来があるからなっ！　就職活動必要ないっ」

「へ？　どっかの御おん曹ぞう司しとか？」

「ここだけの話、ずっと前から留年が決定してるんだ。驚おどろくな、俺の単位一年生からほぼ増えてない」

　だから今年は就職活動をしないと堂々とした問題発言。その単位の取得数では、卒業まであと二年は必要だ。

「就職かぁ～」

　進路は悩なやむ。自分が何をしたいのか不ふ透とう明めいの私は、どの職種を受けるかも定さだかではない。

　明確な進路を決めないとまずいと焦あせりながら、どういうものが自分に適しているか未だに良く分かってない。

　ともかく少しでも興味ある会社の説明会に行って、エントリー。

　はぁっとお茶を置くと、机の隅すみに部室に似つかわしくない雑誌が置いてあった。

「最近大学の側そばに出来たショッピングモールが、それに載のってるんです」

　雑誌は木下さんのものらしい。

　許可を取って中を見ると、ショッピングモールの店てん舗ぽ紹しよう介かいがずらっと並んでいた。

「良ければどうぞ。もう読み終わったものなので」

　大学の側のお店の紹介も載っていて、ちょっと面おも白しろい。

　ありがたく雑誌を借りることにする。







　大学を出て、そのまま水原の家に直行。

　気が滅入るセミナーで受けたダメージは、アクティブにお菓子を作って発散したい。

　サーターアンダギーを作りたくなったので、それに決定。

　生き地じをピンポン玉くらいの大きさに丸め、百六十度の油でゆっくりと揚あげる。

　上白糖より黒糖の方が沖おき縄なわっぽいなぁと味見をしていると、思いっきり視線を感じた。

「配給みたいに待つの止やめてくれない？」

　揚げたて大好きな水原が、皿を持って待機していた。

　キツネ色に揚がったのを、箸はしでひょいひょいと皿に載のせる。その先から水原がひょいひょいと食べている。

　きな粉を混ぜてアレンジしたサーターアンダギーも揚げて、部屋に移動する。

　牛乳たっぷりのカフェオレとサーターアンダギーを楽しみながら、束つかの間の現実逃とう避ひ。

　就職活動の資料を開かずに、木下さんから借りた雑誌を広げる。

　気になったのはショッピングモールの中にある、スイーツビュッフェ。

　九十分制限、二千五百円。

　スイーツの種類も豊富で、その他ほかのサイドメニューも充じゆう実じつしている。

　しかし就職活動には思ったよりも費用がかかる。

　就職活動中はバイトも出来ないし、ここは節約したいところだ。

　うーん、でも良いなぁと雑誌を見ていると、横から水原が覗のぞき込んできた。

「行きたいのか？」

「うーん、悩み中」

　いつも行くビュッフェよりも割高だ。しかし払はらえない金額ではない。

　んーんーと唸うなりのハミングをしながら雑誌を見つめる。

「君、明後日あさつての土曜日は空いているか？」

「明後日？　三月九日か、空いてるけど」

　スケジュール帳を開いて確かく認にん。その日は白紙だ。

「ならば行くか？　俺が奢おごってやる」

「へ？　急にどうした？……ホワイトデーのお返し？　な訳ない」

　バレンタインの翌日、水原の家に行くとたくさんのチョコの箱が山積みになっていた。

　わぁお！　血糖値！　と思わず声を上げてしまった。

　箱からしてハイクオリティなそれらを開けると、どれも中ちゆう途と半はん端ぱに素す敵てきな中身が残されている。欲しければやると言われたので、ありがたく貰もらって帰った。

　なのでバレンタインデーは相そう殺さいしている。

「君、誕生日だったろう」

　三月四日に、私は二十一歳になった。

　しかし水原に誕生日を教えたことあったかな？　と首を捻ひねる。

「前に聞いた。大おお塩しお平へい八はち郎ろうと同じ誕生日だなと言ったら君は、大塩平八郎って誰だれだっけ？　と聞いてきたぞ」

　大塩平八郎って誰だっけ？　私の記き憶おく力がやばい。

「俺もそのビュッフェは気になっていた」

　十四時でどうだ？　と言いながら水原がお店の情報を確認している。

　出来たばかりだというのに、口コミが多数あり、高評価でケーキの味も期待できそうだ。

　就活で滅入っていた気分が上がってきた。

「時間はそれで良いか？」

「十四時で平気。お昼抜ぬけば、たくさん食べられるしね」

　時間は無制限ではなく、九十分だ。お腹なかを減らしていかなくてはならない。

「昼を抜くって君はアホウか。前日の夕飯から抜くんだ」

「お前がバカだ」

　九十分にどんだけ全力で挑いどむんだ。活力の源である朝は食べる。







　九日、十四時に待ち合わせ場所へ行けば、既すでに水原が到とう着ちやくしていた。

　休日だからか、お店は二十分待ち。口コミに書いてあったので、想定内の事態だ。

　お店のパンフレットを見ながら、食べるケーキを水原と熱論。

　絶対に外せないのは、焼きたてタルトだ。

「あら、野田さん」

　名前を呼ばれて顔を上げると、いつも以上に可愛かわいい格好をした木下さんが立っていた。

　学校でも木下さんはお洒落しやれだけど、プライベートではそれ以上に光っていた。

「ここに入るんですか？」

　言われて大きく頷うなずく。

　そうなんですか、と言いながら木下さんは興味を引かれたようにお店の中を覗きこんだ。

「優衣も入りたいのか？」

　木下さんは一人ではなかった。スーツを着た三十歳くらいの男性と一いつ緒しよだった。

　本ほん庄じようさんと言って親しくしている従姉いとこのご友人なんですと紹介されたので、軽く頭を下げる。

「優衣、ここでお茶をするか？」

「あれ？　木下さんたちも昼ごはん食べてないの？」

　そう聞けば、別の場所で食べてきたと首を振ふられた。

「一個くらいなら食べられるだろ」

　本庄さんがすごいことを言い出した。

　一個ならスイーツビュッフェに入らない方が良い！　と思ったけど、他人が口を出すことではないのでぐっと我が慢まんする。

　流れで木下さんたちと一緒に入ることになった。私たちの順番で四人テーブルが空いたらしい。

　水原と二人で使っても良いが、知り合いならばご一緒しますか？　とお店の人に聞かれた。

　面識がないメンバーで同席するのはどうかな？　と思ったけど、木下さんが是ぜ非ひと言うので一緒に座ることになった。

　二人はそんなにお腹が減っていないようで、ケーキを一、二個取ると、後はまったり紅茶を飲んでいる。

　対する私と水原は九十分に勝負をかける。

　本庄さんは饒じよう舌ぜつな人で、ずっと話していた。

　本庄さんの話に相あい槌づちを打つものの、食べるのに夢中の私と水原はほぼ無言。

　木下さんは頻ひん繁ぱんに震ふるえる携けい帯たいを開いては、ポチポチとメールを打っていた。

　同性だからか本庄さんは、水原によく話を振る。しかし水原はスイーツ一直線のため、若じやつ干かん会話がずれる。

「水原君は免めん許きよ持っているのかい？　君くらいの年ねん齢れいだと車に憧あこがれを持つだろう。ちなみに俺は馬のマークの車に乗ってるけどね。馬のマークの車って分かるかなぁ？」

「馬に興味がないので分かりません」

　水原がムースを食べたまま視線を向けずに答える。

　チャリチャリ車のキーを指で回していた本庄さんが、ちょっと引き攣つった顔をした。

　話半分なのが丸分かりなので、軽く肘ひじで突つつく。

「車に興味ないのかな？　珍めずらしいね」

　水原の興味の対象はスイーツのみだ。特に今の時間は。

「水原君、スーツは？　男は最低でも十着は持っておいた方が良いよ。俺のこれはアルマー〇だけど」

　本庄さんの言葉に、水原がふっと小さく笑った。

　何で笑ってんの、失礼だよと肘で突く。

「君が間ま違ちがえてアニマールって言ったこと思い出した」

「私を笑ってんの!?」

　失礼なやつだ。

「サイドメニューにパスタがあるね。イタリアンを食べるとワインを飲みたくなるな。野田さんはワインとか好き？　俺、ソムリエの資格を持っていてね。ワインのことなら何でも答えられる。何年にどこで取れたブドウで、どういう製造法とかね。噓うそだと思う？」

「いいえ」

　水原がクリームの少ないシュークリームに、チョコムースを挟はさむという無む茶ちやをしだした。

　何なんだ、その二個食いはっ、負けてられん！　と私もケーキを追加。

「野田さん、ワインの銘めい柄がらをいくつかあげてみてくれる？　本当だってことを証明してあげるよ。ボージョレとかドンペリとかロマネとかメジャーじゃないものでも良いよ」

「私、ワイン全然飲まないので」

　水原がアイスをダブルで持ってきた。

　皿の上で重ねてもなぁと思ったけど、対たい抗こう意識が出てきてトリプルに挑ちよう戦せん。

　バニラ、ストロベリー、抹まつ茶ちやの順に載のせる。

「一つくらい知ってるでしょ？」

「……赤と白？」

　ワインは美味おいしく感じないので全く飲まない。

　本庄さんが違ちがう回答を待っているように感じたので、助けを求めて木下さんに話を振ってみたけど、何の話でしょう？　と聞き返された。

　あれ？　もしかして全然話を聞いてなかった？

「このチョコケーキ、何が入ってるんだ？」

　水原がチョコケーキを食べて、思案顔。こっちも全く話を聞いていない。

　そうは言われても私はチョコケーキを食べてない。チョコは甘いので、ビュッフェでは極力外すようにしている。

　水原の皿からケーキをちょっと取って味を確かめる。

「これ、あれだ。ジンジャーチョコケーキ。ジンジャーとシナモンとラムが入ってると思う。苦味が強いなら、バニラアイスを添そえたら良いんじゃない？」

「なるほど」

「あと残りは三十分だから、ゆっくり取ってきても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　席を立つ水原に本庄さんが腕うで時ど計けいを見せる。

　私にも腕時計を見せてくれるけど、店内に大きな時計があるので不要な気き遣づかいだ。

　木下さんがロレッ〇スですと小声で耳打ちしてくる。

　え？　何？　どのケーキのこと？

　木下さんの話が分からなかったけど、それも美味しそうだねと答えて離り席せき。タルトが焼きあがったので、一刻も早く馳はせ参じなければならない。

　タルトは数種類をローテーションして焼きあげるので、すぐになくなってしまう。

「君、素す早ばやいな」

　案の定水原は逃のがしている。

「自じ慢まんじゃないけど、私の反復横とびはすごいよ」

　仕方がないので、半分分けてあげた。

　一通り食べて大満足。高評価の口コミは噓じゃなかった。

「水原君たちはこの後、ここで買い物でもするの？」

　本庄さんの言葉に、水原を見る。

　特にこの後予定はなかったが折せつ角かく来たので、ぐるっと見て帰ろうかと思う。

「でも学生には敷しき居いが高い店が多いかもよ。俺は今日、ホワイトデーのお返し買いに来たんだけどね。二十個以上買わなきゃいけないから、優衣に選んでもらうんだ。優衣へのお返しもまだ買うつもりだしね」

「あ、大丈夫です。見るだけなので」

　食べすぎたので、腹ごなししたいだけだ。

　既すでにホワイトデーのお返しは用意してあるし、買いたいものがあるわけではない。

「特にご予定がないのでしたら、ご一緒にどうですか？」

　携帯を弄いじっていた木下さんが誘さそってくれたけど、苦く笑しようしつつ断る。

「え？　うーん、でもジュエリーショップとかブランドショップには興味ないから……」

「ウィンドーショッピングなら、あまり行かないお店でも楽しめると思うんですけど、どうでしょうか？」

　木下さんにしては珍しく、重ねて誘われた。

　何でだろ？　と疑問に思いつつも再度断れば、残念そうな顔をしつつ、引いてくれた。

「支し払はらいしようか？　大した額じゃないし」

　本庄さんがすごいことを言って、黒いクレジットカードを見せてきた。

　水原が断ると

「水原君は、クレジットカード持ってるの？　俺は学生時代から何十枚も持っていたけど」

　水原が取り出した財さい布ふを、どれどれと覗のぞき込んだ。

　水原の財布には数枚のカードが並んでいる。

　クレジットカードじゃなくて、テレフォンカード。

「いらないじゃん。携帯持ってるんだから」

「オーダーして作ったカードだ。君が欲しがってもやらないぞ」

　ロールケーキを作っているこびとのテレフォンカード。

　こびとたちが力を合わせて、必死にケーキを巻いているのが可愛かわいい。

　山盛りのお菓か子しの中にこびとが潜ひそんでいるテレフォンカード。

　お菓子に擬ぎ態たいしているのが面おも白しろい。

　お菓子を背に庇かばい、フォークとスプーンで猫ねこを威い嚇かくするこびとのテレフォンカード。

　お菓子を守っているけど、猫はこびとを狙ねらっているんだと思う。

　どれも見たことがあるこびとたち。オーダーと言ってもデザインは自分でやったようだ。

　完成度が高すぎるそれを、じっと見ていると

「……誕生日だし、一枚だけならやる」

　渋しぶ々しぶといった感じで、水原がカードを差し出してきた。

　欲しくて見てたわけじゃないんだけど。

　でも貰もらった。

　ケーキ作りに疲つかれ果てたこびとが、スプーンをベッドにして居い眠ねむりしているカード。

　こびとと同じ大きさの人間の手が風邪かぜを引かないように、ハンカチをかけている。

　ほのぼのして癒いやされる感じだ。

　約束どおりビュッフェも奢おごってもらい、そのままぶらっと遊んでから帰宅した。

　良い感じで気分転てん換かん出来たけど、ネットを立ち上げれば、企き業ぎようや就職サイトから多数メールが来ていて、その気分は急下降してしまった。
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　書類、筆記試験はクリアできても、そこから進まない就職活動。

　二次面接してきたけど、手ごたえはなし。はぁっと溜ため息をつきながら部室の隅すみに置いてある教科書を探す。

「おーい、野田！　元気ないな」

「就職活動ばっかりで、飽あき飽きしていると思ったからお前の教科書、部室に隠かくしておいたぞ。気分転換になるだろ」

「ならないっ！　とっとと出せ」

　ノートも隠しておいたぞ、と言うメンバーを軽くアッパー。講義を受けたあと、就職指導課に行く用事があって時間がないのだ。

「いってぇ！　いつもよりもいてぇっ！」

　野田が八つ当たりする～と訴うつたえるメンバー。

[image: ]

「見るからに手負いの野田に手を出すお前が悪いっ」

「激しく同意。やんちゃすぎる」

　上手うまくいかない就職活動に苛いら々いらしている自覚はある。はぁっと溜め息が止まらない。

「元気出せよ。来週、有岡先せん輩ぱいが来るらしいからさ。そこで対策を聞けばいいんじゃね？」

　有岡先輩にはホワイトデーに会ったきりだ。

　新社会人になる先輩も何かと忙いそがしいようで、最近ご無ぶ沙さ汰たになっている。私自身学校に来るのが週二になっているので、顔を合わすのが久しぶりのメンバーが多い。

　面接で躓つまずいてばかりなので、ここは先輩にアドバイスを貰おうかと来る日を聞けば、ちょうど一次面接と被かぶっている。

　はぁっと溜め息を吐つく。

　筆記まではスムーズに行くのだが、面接が不採用ばかり。

　どこをどうすれば良いのか、セミナーを受けたり、ビジネスマナーを学んだりしているが、それだけでは足りない。

　今日は圧あつ迫ぱく面接と言われるものに、初めて遭そう遇ぐうした。話には聞いていたが実際やられると、かなり心が磨すり減るものなのだと実感した。

　面接官がわざと困る質問をしてきたり、こっちの言葉を全否定したりプレッシャーをかけてくる。それをどう切り抜ぬけるかが評価の分かれ目になるようだけど、うろたえてしまう。

　あなたがこの会社に入ることによって、わが社にどのような得があると思いますか？　と言われ、頭の中が真っ白。

　最後の言葉は、あなたは当社に向いていませんね、だった。ここまでの面接は初めてで、心がやられた。

「圧迫かぁ～つれーよな。あれは。俺が何言っても、だから？　しか言わない面接官とかいて、もう心がメタメタ。ストレス耐たい性せいテストらしいぜ」

「そうなんだ……」

「有岡先輩は圧迫面接、楽しんでたけど。あんたなんて採用する気ないけど、どうしてもって言うんなら志望動機とか聞いてあげてもいいよ？　って脳内でツンデレ変へん換かんするらしいよ」

「何それ……」

「俺も真似まねしてみたけど、無理。威い圧あつ感かんたっぷりのおじさんが嫌いやみなこと言ってるとしか思えなくて、冷静になれんかった」

「野田は初めてか～。ＩＴ関連とか多いぜ。でも野田は食品会社の事務職希望だろ。そういう職種はあまりないはずなんだけどなぁ。その会社にマイナス印象持つじゃん。俺ら消費者でもあるのにリスキーなことするよなぁ」

　聞けばみんな難航しているようだ。

　自分だけじゃないのに、暗くなって駄だ目めだなぁと思いながらも溜め息が止まらない。

　就職指導課に行った帰り、そのまま水原の家に寄った。

　お菓子を作る元気すらないが、同じく頑がん張ばっている同期メンバーに愚ぐ痴ちるわけにはいかず、来年就職活動を控ひかえている後こう輩はいメンバーにも、まして新社会人で四苦八苦している先輩メンバーに愚痴るわけにはいかない。

　早々に就職先を決めた水原が最適だ。

　だってさ、でもさ、とブチブチひざ掛かけの毛玉を毟むしっている私を、水原は迷めい惑わくそうに見た。

「君、うるさい。黙だまって就職活動したらどうだ」

　お菓子を与あたえれば私が黙ると思ったのか、水原は小さめの箱を放ほうってきた。

　マロングラッセが入っていた。それを見て、どん底にあった気分が少し浮ふ上じよう。

　マロングラッセは一番好きなスイーツだ。

　栗くりの質で味が大おお幅はばに変わるので、自分で作ることはしない。

　買った方が断然美味おいしいからだ。しかしマロングラッセは高級品で、就職貧びん乏ぼうの私は最近口に出来てなかった。

「さすがはスイーツの王様と言われるマロングラッセだっ……」

　ものすっごく美味しいマロングラッセだった。大おお粒つぶの栗が柔やわらかく、糖とう蜜みつとブランデーで煮に込こんである。

　面接対策の本を読みながら、活動をもっと広こう範はん囲いにしなきゃ駄目かな？　と悩なやむ。今まで、家から通える企業を希望していたが、そういうわけにはいかなくなってきた。

「一人暮らしも視野に入れて、地方も受けるか」

　ぼそっと呟つぶやくと、まったりとグルメ雑誌を読んでいた水原がばっと起き上がった。テーブルが揺ゆれて、お茶が零こぼれそうになる。

「おまっ！　危ないよっ！」

　テーブルの上には提出書類や参考資料が載のっているので、それにお茶を零せば、面接以前の問題になってしまう。

「一人暮らしってどこでするんだ？」

「へ？　どこってまだ分からないよ。今まで転勤がない事務職希望していたんだけど、これからは総合職に変へん更こうして、家から通えない勤務地でもどんどん受けるつもり」

　どこかに受かればの話なんだけど、と言いながら明後日あさつてに面接がある会社の資料を読む。

　資料を貸してみろ、と言われ読んでいたそれを渡わたす。

　一通り目を通した水原が、会社について質問してくる。資本金、創業時の従業員数、売り上げの伸のび、社訓など答えられずにぽかんとしてしまう。

「いや、まだ覚えてない」

　これから読もうとしていたのだ。そんな私を水原は一刀両断に切り捨てた。

「遅おそい、甘い。面接は明後日なんだろう。会社について把は握あくしているのは大前提だ」

「へ？　うん、だから今日と明日あしたで……」

「リサーチ不足過ぎる。だから落ちるんだ。そもそも君、志望企き業ぎようの長所ばかり見てないか？　しかもその長所を面接でアピールしている」

「え……そうだけど……」

　志望動機とかでは特にその企業のどこがどう優すぐれているか、それに魅み力りよくを感じ働きたいとアピールしている。

「それじゃ駄目だ」

　水原に駄目だしをされた。

「面接はどれだけ印象付けるかが要かなめだ。その企業の問題点と改善点を探せ。企業も多くの学生に応おう募ぼして欲しいから自社の良いところを前面に出しているんだ。そうした中で、あえて分かり辛づらい企業の短所を指し摘てきし、尚なお且かつ有効な改善法を提案すればかなり印象に残る学生になる」

　水原の勢いに吞のまれながらも、なるほどと頷うなずく。

「君、日曜の予定は？」

　基本的に土日は面接などの予定はなく、セミナーもない。

　首を振ふれば水原は携けい帯たいを取り出し、メールを打ち始めた。

「丸田さんのお店で、地下甘党の集まりがある。レンジさんたちは、大だい企き業ぎようの重役だ。面接対策など聞いて参考にしろ」

「え？　プライベートの時間に迷惑じゃないかなぁ？」

　せっかくの休日、スイーツを楽しんでいる時に、就活対策など聞いたらうっとうしいと思う。

「君のことは、レンジさんたちも大分気に入っているし、気に掛けていたから大だい丈じよう夫ぶだ」

「でもなぁ～……」

　悪い気がしてためらう私。

「良いか、持てるカードは全すべて切れ」

「……はい」

　何だか分からないけど、水原が非常に協力的になった。

　そうして連れられて行った地下甘党の集まりでは、レンジさんたちも快く相談に乗ってくれた。

　経営者の視点で厳しいことも言われたけど、とてもためになる。

　礼を兼かねて、近所で評判の和わ菓が子しを持参したけど、レンジさんたちはＭＯＦ（フランス国家最高職人）が手て掛がけたマカロンなんぞを持って来ていて、出しづらくなってしまった。

　自分では奮発したつもりだったけど、次元が違ちがう。

　勧すすめられるお菓か子しの素す晴ばらしさに悶もだえつつも、どうしよう……と心の中で焦あせる。

　焦りを隠かくして平常を取り繕つくろっていたけど、水原が持参のお菓子を取り出そうとしたので、がしっと取り押さえてしまった。

　その中身が遠方で買い求めた素す敵てきな半熟チーズケーキだと知っている。それを出されるとますます私の進退が窮きわまる。

　近所で買ってすみません、と。

　怪け訝げんそうに見て来るのは水原だけでなく、もはや繕いようがないので小声で心境を告げた。

　レンジさんたちは

「はは。良いんだよ。なっちゃんは就職活動で手て一いつ杯ぱいだろう。ほら、これも食べてごらん」

「なっちゃんが美味しいものを持ってくるより、美味しそうに食べている方が私たちは楽しいのだからね」

　そう言いながら、笑ってくれた。

　ちなみになっちゃんというのは、ピーカンナッツから付けられた私の呼び名である。

「あ、それなら就職活動が一段落したら、お菓子を作ってきてくれないかい？　ピスタチオがよく話すから、前から気になっていたんだ」

　思い付いたように切り出したケイキさんの言葉に、気を取り直してチーズケーキを食べようとしていた手が止まる。

「それは良いね。実は私も食べたいと思っていたんだ」

「えぇぇぇっ!?」

　レンジさんとヒョウカさんも同調してきた。

　素人しろうと同然の私のお菓子に興きよう味み津しん々しんのレンジさんたち。

　なぜにっ!?　なっ、何を言ったんだ、水原！

「野田さんが作ったクッキー美味しかったですよ～」

　更さらにのほほんと丸田さんが余計なことを言って、ハードルを上げてくれた。

　ほう！　と感かん嘆たんの声を上げるレンジさんたち。

　そんな流れで就職が決まった暁あかつきには、菓子を作って持ってくることになってしまった。







　その日以降もレンジさんたちは、私の就職を気にかけてくれて、度たび々たびアドバイスをくれた。

　水原もスパルタながら、熱心にバックアップしてくれた。

　そんな彼らの協力もあって、六月初しよ旬じゆん。

　希望していた食品会社から内定を貰もらった。

　就職活動という試練を乗り越こえられて、ほっと一安心したけど舌の肥えたレンジさんたちにお菓子をふるまうという新たなる試練が。

　レンジさんたちが普ふ段だん口にしている世界レベルのパティシエに張り合えるはずもないけど、大変お世話になったので出来る限りのものを渡したい。

　そんな意気込みで作ったカヌレをレンジさんたちは口々に褒ほめてくれた。

　その賞しよう賛さんは噓うそくさくなくて、本心からそう思ってくれているようだった。

「丸に点を描かいただけの似顔絵を見て、この子は将来画家になる！　と言ってしまうような身びいき的なものも感じたけどな」

　との水原の意見には、実は私も賛同。

　でも良い。私は褒められて伸びるタイプだ。







　難関であった就職活動を乗り越え、憂うれいのない夏休みまであと少し。

　夏休みの恒こう例れい行事である空手サークルの合宿では、有岡先せん輩ぱいが原因でちょっとした厄やつ介かいごとが起こるのだけど、その時の私は何も知らずに、ご機き嫌げんでお菓子作りに励はげんでいた。







　あとがき







　この度たびは拙せつ作さくをお手に取って頂き、誠まことにありがとうございます。

　この小説は日本ではなくマレーシアにいる時に書しよ籍せき化の話を頂きました。

　丁度その頃ころ、ネガティブな驚おどろきが立て続いておりましたが、それを全すべて吹ふき飛ばしてくれる嬉うれしい驚きだったのを覚えています。

（ネガティブな驚き一例。とある国を旅行中、十両編成の電車がいつの間にか九両になっていたと、駅員さんに笑って言われたことなど。私の指定席十両目にあるんですけどっ!?）

　しかし私がマレーシアにいることで、編集者の木藤さんにはとてもお手数をおかけ致いたしました。

　また心配してくれ救きゆう援えん物資を送ってくれる家族友人、色々と相談に乗ってくれた同どう僚りよう上司にもこの場を借りて、お礼を申し上げたいと思います。素す敵てきなイラストを描えがいて頂いたモゲラッタ様にも。

　心からの謝意を。ありがとうございました。
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